


は  じ  め  に

本書は、ジムニーマイナーチェンジ車の専用部品の概要整備についてまとめてあります。
本書の単位系は、SI単位を使用しています。ただし、一部計量法で使用を認められた従来単位を使用しています。
本書には、下記の関連資料があります。本書とあわせて、ご熟読いただき、サービス、並び販売活動にご活用くださ
い。

関連資料

注意!

・ 本書は、整備に関するすべてのことがらを記載しているわけではありません。スズキ四輪車の基本的な整備上
の技能、知識などを有する人や組織（スズキ四輪代理店および販売店）を対象に作成しておりますので、これ
らの技能、知識の無い人は、このマニュアルだけで整備を行わないでください。技能不足、知識不足などが整
備上のトラブル、部品破損などの原因になる場合があります。

参考

・ 本書は、本書初版発行時点の生産車両を対象に作成してあります。その後の生産車両については、仕様の変更
などにより、本書の記載内容と異なることがありますので、ご了承ください。

・ 本書に記載している説明用のイラスト類は、動作原理や作業要領などを示したもので、実際の形状と異なる場
合があります。

2008年6月
スズキ株式会社

品質管理部

資　料　名 品　番

サービスマニュアル　ジムニー　概要編 40-81AH0　

サービスマニュアル　ジムニー　整備編 42-81AH0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.1 42-81AJ0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.2 42-81AK0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.3 42-81AL0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.4 42-81AM0　

サービスマニュアル　ジムニー　電気配線図集  追補No.3 43-81AD0　

サービスマニュアル　K6A型　エンジン整備書 44-70G11　

サービスマニュアル　TW-40E型　AT整備書 44-22KA0　

SUZUKI SDT SDT本体取扱説明書 ─

SUZUKI SDT故障診断ソフト取扱説明書 ─

SUZUKI SDT SDT-Viewer取扱説明書 ─

スズキサービス技能資格テキスト　2級基礎（テクニカル編） 87-00531　

スズキサービス技能資格テキスト　2級（テクニカル編） 87-00521　

サービステクニカルガイド　故障探求編 87-40450　



主な特長

1.エンジン

・ エンジンコントロールモジュール（ECM）を変更した。

・ ECMとSuzuki SDT間の通信はCAN通信により行うものとした。

・ ECMはDN端子を廃止し、ダイアグコードの表示はSuzuki SDTでのみ可能とした。

2.トランスミッション

・ ATコントローラを変更した。

・ ATコントローラとSuzuki SDT間の通信はCAN通信により行うものとした。

・ トルクコンバータを変更した。

・ 4WDコントローラとトランスファコントローラの制御部を統合（一体化）し、4WDシフトコントローラとした。

3.ステアリング／サスペンション／ホイール及びタイヤ

・ ドラッグロッドエンド及びタイロッドエンド取付ナットを変更した。

・ 電動パワーステアリングの警告灯を新意匠のP／S警告灯に変更した。

・ エアバッグコントローラはDNS端子を廃止した。

4.ブレーキ

・ ABSコントローラはDNS端子を廃止した。

5.ボデーエレクトリカル

・ コンビネーションメータにシートベルトリマインダ制御を採用した。

・ ECMとATコントローラ間の通信にCAN通信を採用した。

6.ヒータ及びエアコンディショナ

・ A／Cコンプレッサを変更した。

・ デュアルカットSWを廃止し、冷媒圧センサを採用した。

・ A／Cエバポレータ温度センサのIN側を廃止し、A／Cエバポレータ温度センサのOUT側を変更した。
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概要　0A-2
車種構成

全車、運転席・助手席SRSエアバッグ、前席シートベルトプリテンショナ、4輪ABS標準装備

主要諸元

車両型式
エンジン

駆動方式
トランス

ミッション
ボデー

類別
区分番号

グレード 補助記号
型式 仕様

ABA-　
JB23W

K6A
　

2カム4バルブターボ パート
タイム4WD

5MT 3ドア 002　 XG　 JXGU-D7

4AT　 006 JXGR-D7
5MT 004 XC JXCU-D7
4AT　 008 JXCR-D7

機　種 
JB23W

JXGU-D7 JXGR-D7 JXCU-D7 JXCR-D7
指　　　　　定　　　　　番　　　　　号 12717

類　　  別　　  区　　  分　　  番　　  号 002 006 004 008

車　　名　　お　　よ　　び　　型　　式 スズキABA-JB23W
車　台　の　名　称　お　よ　び　型　式 スズキJB23W　

自　　  動　　  車　　  の　　  種　　 別 軽（4輪）

用　　　　　　　　　　　　　　　　　途 乗用

車　　　  体　　　  の　　　  形　　　  状 ステーションワゴン

軸　　　　　　　　　　　　　　　距（m） 2.250

燃　　　  料　　　  の　　　  種　　　  類 ガソリン

原　　  動　　  機　　 の　　  型　　  式 K6A　

総　　　　 排　　　　 気　　　　 量（L） 0.658　

長　　　　　　　　　　　　　　   さ（m） 3.395　

　　　　　　　　 　幅　　　　　　　（m） 1.475　

高　　　　　　　　　　　　　　   さ（m） 1.680 1.175

輪　　　　    距（m）
前　　　　　輪 1.265　

後　　　　　輪 1.275　

室　内　の　寸　法
　　　　　　　 （m）

長　　　　　さ 1.660　

幅 1.220　

高　　　　　さ 1.210　

車　  両　  重　  量
　　　　　　 　（kg） 

前　　軸　　重 540 550 540 550

後　　軸　　重 440　 450　
計 980 990 1,000

乗　　　　車　　　　定　　　　員（人） 4　

車　両　総　重　量
　　　　　　　（kg）

前　　軸　　重 605 615 605 615

後　　軸　　重 595 605

計 1,200　 1,210 1,220

最　  大　  安　  定
傾  斜  角  度（°）

左 45　　

右 44　

車　　　　　軸　　　　　配　　　　　列 2D（S）－2D

タ　　　 イ　　　 ヤ
前　　　　　輪 175/80R16　91Q
後　　　　　輪 175/80R16　91Q



概要　0A-3
一般概要

車両の識別

車台番号
打刻位置……リヤ右側タイヤハウス内シャシフレーム

・ JB23W-600001～

エンジンサービス基準

インフォメーションラベル（1）
貼付位置……フロントフード内側

1

1



概要　0A-4
本書の見方

セクション内項目の説明

構成図
外観から判断でき ない装置の部品構成や配置を、 展開図や断面図など を用いて表し、 締付 ト ルクや指定材料につい
て も記載し ている。

1217G

(b)

(a)

(a)

O
IL

1

2

3

(C)

1. オイルパン : 11 N ・ m : 再使用不可部品

2. オイル ド レ ンボル ト
： エンジンオイル塗布

: 25 N ・ m

3. エンジン＆ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン スチフナ : 55 N ・ m



概要　0A-5
シンボルマーク

特殊工具一覧、 指定材料一覧
本文中で使用する特殊工具、 指定材料をセ ク シ ョ ンの末尾に記載し た。 これらは、 指定以外のものを使用する と 部
品の損傷、 性能低下の原因 と な るので、 作業を始める前に必ず準備し てお く こ と 。

配線色

O
IL

(  )

3

4

5V
1

2

+B

ORN

WHT

BRN/BLK

BLK/

RED

C01-56

C01-41

C01-55

C01-1

C42-4

C42-3

C42-2

C42-1 GRN

1. O2 センサ 3. ECM

2. シール ド ワ イ ヤ 4. CPU

略語 配線色 略語 配線色

BLK 黒 ORN 橙

BLU 青 RED 赤

BRN 茶 WHT 白

GRN 緑 YEL 黄

GRY 灰 PNK 桃

LT BLU 空 PPL 紫

LT GRN 淡緑



概要　0A-6
診断

スズキスマートダイアグノスティックテスタ(Suzuki SDT)
概要
スズキスマー ト ダ イ アグ ノ ステ ィ ッ ク テス タ (Suzuki SDT) は、 ECM(8)、 AT(9)、 ABS(10) 及びエアバッ グ (11) の車載
ECU( エレ ク ト ロ ニ ッ ク コ ン ト ロールユニ ッ ト ) と の双方向通信によ る故障診断機であ る。

車載 ECU と Suzuki SDT の通信方法には、 国際標準化機構 (ISO) の規格に準拠し た CAN 通信及びシ リ アル通信を採
用し た。

Suzuki SDT の機能

参考

･ ※ ： Suzuki SDT による DTC( ダイアグコー ド ) 表示は、 SAE コー ド ( 米国自動車技術協会規格に準拠し た
ダイアグコー ド ) による表示である。

 

1

2

3

4

5

8 9

10 11

7 6

1. Suzuki SDT 4. 車両 7. シ リ アル通信線

2. 双方向通信 ( 通信速度 500kbps) 5. SDL コネ ク タ

3. 双方向通信 ( 通信速度 10.4kbps) 6. CAN 通信線

機能 概要

ソ フ ト 機能

DTC ※ 現在、 過去、 未確定コード の表示、 保存、 消去及びフ リ ーズフ
レームデータ表示が可能

データ リ ス ト ECU データの表示、 保存が可能

ア ク テ ィ ブテス ト ア クチュエータの強制駆動が可能

ユーテ ィ リ テ ィ 電圧計、 オシ ロ ス コープ (Suzuki SDT オシ ロセ ッ ト のみ ) が可能

システム選択 EPI、 ABS、 AT 及びエアバッ グを選択可能

スナ ッ プシ ョ ッ ト 保存 データ リ ス ト の記録を保存

スナ ッ プシ ョ ッ ト 詳細設定 スナ ッ プシ ョ ッ ト の詳細設定

スナ ッ プシ ョ ッ ト 表示 保存し たデータ リ ス ト の表示

保存データ表示 保存し た DTC 及びフ リ ーズフ レームデータの表示

データ リ ス ト マネージ ャー データ リ ス ト の表示項目を任意に編集可能

SDT-Viewer 機能

データ リ ス ト / スナ ッ プシ ョ ッ ト データ リ ス ト の保存データ表示、 編集、 保存、 整理が可能

DTC/ フ リ ーズフ レームデータ DTC の保存データ表示、 編集、 保存、 整理が可能

画面印刷 保存データの印刷

バージ ョ ンア ッ プ ソ フ ト のバージ ョ ンア ッ プ



概要　0A-7
Suzuki SDT 対応コ ン ト ローラ

車両との接続
イ ン ス ト ル メ ン ト パネル右側にあ る SDL コネ ク タに
Suzuki SDT を接続する。

参考

･ Suzuki SDT の使用方法は、 SUZUKI SDT SDT 本体
取扱説明書及び SUZUKI SDT 故障診断ソ フ ト 取扱
説明書を参照する こ と。

 

SDL コネク タ端子一覧

ダイアグコードの表示/消去方法

スズキスマー ト ダイアグ ノ ステ ィ ッ ク テス タ (Suzuki 
SDT)
スズキスマー ト ダ イ アグ ノ ステ ィ ッ ク テス タ (Suzuki 
SDT) によ り ECM、 AT、 ABS 及びエアバッ グの各シス
テムのダ イ アグ コー ド の表示及び消去を行 う 。

参考

･ スズキスマー ト ダイアグ ノ ステ ィ ッ ク テス タ
(Suzuki SDT) の操作方法は、 SUZUKI SDT SDT 本
体取扱説明書及び SUZUKI SDT 故障診断ソ フ ト 取
扱説明書を参照する こ と。

 

オンボー ド点検
オンボード によ る ダ イ アグ コード の表示 / 消去が行え
る システムは以下の通 り であ る。

･ 4WD(SEC 2D 参照 )

･ P/S( 整備編 42-81AH0 SEC 4A 参照 )

ECM ABS コ ン ト ローラ
AT コ ン ト

ローラ
エアバッ グコ
ン ト ローラ

データ リ ス ト ○ ○ ○ ○

ダ イ アグ コード ○ ○ ○ ○

フ リ ーズフ レームデータ ○ ― ○ ―

スナ ッ プシ ョ ッ ト ○ ○ ○ ○

ア ク テ ィ ブテス ト ア イ ド ル回転速度制御 ― 学習値消去 ―

イ ニシ ャル点火時期固定

フ ューエルポンプ制御

EVAP 制御

チェ ッ ク エンジン ラ ンプ制御

ラ ジエータ フ ァ ン強制駆動

ユーテ ィ リ テ ィ ― 減圧作動点検 ― ―

HU2 次配管エア抜き

1. SDL コネ ク タ

2. Suzuki SDT

1

2

［A］ : G21 コネ ク タ (A ： ［a］ 矢視 )

端子番号 端子名 機能

G21-4 CGND シ ャ シグ ラ ン ド

G21-5 SGND シグナルグ ラ ン ド

G21-6 CANH CAN 通信 HI

G21-7 SDL シ リ アル通信線

G21-14 CANL CAN 通信 LO

G21-16 BAT バッ テ リ 電源

3





定期点検整備　0B-1

定期点検部品一覧

注意!

・ 交換時期は年又は走行キロどちらか早い方にて交換する。

・〔　〕は乗用車初回、「　」はシビアコンディション時での交換時期を示す。

定 　 期 　 交 　 換 　 部 　 品 　 項 　 目

交 　 　 換 　 　 時 　 　 期

年毎交換
( 単位 ： 年 )

走行キロ毎交換
( 単位 ： 千 km)

制動装置 ブレーキ液 2 〔3〕

マス タ ・ シ リ ンダ及びホ イール ・ シ リ ンダのカ ッ プ等ゴム部品 「4 〔5〕」

デ ィ ス ク ・ キ ャ リ パのシール及びブーツ等のゴム部品 「4 〔5〕」

ブレーキ ・ ホース 「4 〔5〕」

ブレーキ用バキ ューム ・ ホース 「4 〔5〕」

動力伝達装置 マニュ アル ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ オイル 40 「20」

オー ト マチ ッ ク ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ オイル 40 「30」

ト ラ ン ス フ ァ ・ オイル 40 「20」

デフ ァ レ ンシ ャル ・ オイル 40 「20」

電気装置 点火プラ グ 2 〔3〕 40

原動機 エア ・ ク リ ーナ ・ エレ メ ン ト 40 「20」

エンジン ・ オイル 0.5 「0.25」 5 「2.5」

オイル ・ フ ィ ルタ 10 「5」

フ ューエル ・ フ ィ ルタ 100

冷却水 2 〔3〕

セクション 0B

定期点検整備
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サービスデータ　0C-1

サービスデータ ......................................................0C-2
エンジン..................................................................... 0C-2
サスペンション......................................................... 0C-3
ドライブライン / アクスル...................................... 0C-3

ブレーキ ..................................................................... 0C-4
トランスミッション / トランスアクスル .............. 0C-4
ステアリング ............................................................. 0C-5
エアコンディショナ ................................................. 0C-5
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サービスデータ　0C-2
サービスデータ

エンジン

※ ： Suzuki SDT によ る、 完全暖機後無負荷ア イ ド ル時のデータ を示す。

ア イ ド ル回転速度 ［ニ ュー ト ラル、 N レ ンジ時］ (rpm) 900 ± 50

A/C ア イ ド ルア ッ プ回転速度 (rpm) 1,000 ± 100

ISC バルブ開度 (％) 5 ～ 30 ※

CO 濃度 ( 無負荷状態 )(％) 0.3

HC 濃度 ( 無負荷状態 )(ppm) 300

燃料圧力 294 ± 5

フ ューエルタ ン ク容量 (L) 40

圧縮圧力 (kPa) ［ク ラ ンキング回転速度約 400rpm 時］ 基準値 1,180

限度値 880 以下

気筒間差 100 以下

ジェネレータベル ト のたわみ量 (mm)
( ベル ト 中央部を 100N で押し た と き )

新品時 10 ～ 12

再張時 12 ～ 15

バルブ ク リ ア ラ ン ス (mm) 冷間時 IN 0.18 ～ 0.23

EX 0.30 ～ 0.35

温間時
( 参考値 )

IN 0.21 ～ 0.27

EX 0.32 ～ 0.38

シ リ ンダヘッ ド締付 ト ルク (N ・ m) 59

イ ンテーク マニホール ド締付 ト ルク (N ・ m) 11

エキゾース ト マニホール ド 締付 ト ルク (N ・ m) 25

冷却水全容量 (L) 3.7

ラ ジエータ キ ャ ッ プ開弁圧 (kPa) 基準値 108 ± 15

限度値 －

電動フ ァ ン作動開始温度 ( ℃ ) 98

サーモス タ ッ ト 開弁温度 ( ℃ ) 82 ± 2(0.35mm リ フ ト 時 )

全開温度 ( ℃ ) 95

全開時 リ フ ト 量 (mm) 8 以上

オイルポンプ吐出圧 (kPa) 280(4,000rpm 時 )

オイル量 (L) Lo レベル 1.8

Full レベル 2.8

使用オイル銘柄 通常 スズキエ ク ス ター
オイル

10W-30(SL/CF、 SM/GF-4)

5W-30(SL/CF)

寒冷時 スズキエ ク ス ター
オイル

5W-30(SL/CF)

オイル交換時期 通常使用時 6 ヵ 月又は 5,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 3 ヵ 月又は 2,500km 毎

オイルフ ィ ルタ交換時期 通常使用時 10,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 5,000km 毎

スパーク プラ グ 型式 NGK LKR7BI8

デン ソー IXU22HPR

点火すき ま (mm) 0.7 ～ 0.8

点火順序 1 － 3 － 2

点火時期 (°/rpm) BTDC 5 ± 3/900 ± 50

イ グニ ッ シ ョ ン コ イルの抵抗値 一次 (Ω) －

二次 (kΩ) －

ハイ テンシ ョ ン コード (kΩ/m) －

バッ テ リ 型式 55B24R



サービスデータ　0C-3
サスペンション

ドライブライン/アクスル

フ ロ ン ト サスペンシ ョ ン ト ーイ ン (mm) 4 ± 2

キ ャ ンバ 0°30′± 1°00′

キ ャ ス タ 1°55′1°00′

キングピン傾斜角 13°00′± 1°00′

サイ ド ス リ ッ プ (mm/m) IN3 ～ OUT1

ホ イールの
切れ角

内 　 側 35°00′± 3°00′

外 　 側 32°00′± 3°00

ホ イールベア リ ング軸方向の遊び
(mm)

0.1 以下

リ ヤサスペンシ ョ ン ト ーイ ン (mm) 0 ± 1

キ ャ ンバ 0°00′± 1°00′

ホ イールベア リ ング軸方向の遊び
(mm)

0.1 以下

タ イヤ サイ ズ 175/80R16 19Q

残溝 (mm) 1.6 以上

空気圧
(kPa)

前 　 輪 160

後 　 輪 180

スペア タ イヤ 前輪、 後輪の空気圧参照

ホ イール オフセ ッ ト (mm) 22

P.C.D( ピ ッチ円直径 )(mm) 139.7

リ ムの振れ
限度 (mm)

横振れ 1.2 以下

縦振れ 1.4 以下

ホ イールナ ッ ト 締付 ト ルク (N ・ m) 100

フ ロ ン ト デフ ァ レ ンシ ャル 使用オイル銘柄 スズキ 4 輪ギヤオイル 80W-90
(GL-5)

オイル量
(L)

全容量 1.7

交換時オイル量 －

オイル交換
時期

通常使用時 40,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 20,000km 毎

リ ヤデフ ァ レ ンシ ャル 使用オイル銘柄 スズキ 4 輪ギヤオイル 80W-90
(GL-5)

オイル量
(L)

全容量 1.4

交換時オイル量 －

オイル交換
時期

通常使用時 40,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 20,000km 毎

プロペラ シ ャ フ ト の振れ (mm) 0.7 以下

ト ラ ン ス フ ァ 使用オイル銘柄 スズキ 4 輪ギヤオイル 75W-90
(GL-4)

オイル量
(L)

全容量 1.1

交換時オイル量 －

オイル交換
時期

通常使用時 40,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 20,000km 毎



サービスデータ　0C-4
ブレーキ

※ 1 ： 踏力 300N の と き、 ペダル踏面に対し て垂直方向の距離
※ 2 ： 操作力 200N の と き

トランスミッション/トランスアクスル

ブレーキフルード銘柄 スズキ純正ブレーキフルード
(DOT3)

ブレーキペダル 遊び (mm) 1 ～ 8

床板 と のすき間 (mm) ※ 1 65 以上

パーキングブレーキレバーの引き し ろ ( ノ ッチ数 ) ※ 2 6 ～ 8

デ ィ ス ク ブレーキ パッ ド厚さ (mm) 基準値 10.0

限 　 度 1.0

デ ィ ス クの厚さ (mm) 基準値 10.0

限 　 度 8.0

デ ィ ス クの振れ (mm) 基準値 －

限 　 度 0.15

ド ラ ムブレーキ ラ イ ニング厚さ (mm) 基準値 4.5

限 　 度 1.0

ブレーキ ド ラ ムの内径
(mm)

基準値 220

限 　 度 222

オー ト マチ ッ ク ト ラ ン
ス ミ ッ シ ョ ン

使用オイル銘柄 スズキ ATF 3317

オイル量 (L) 全容量 5.7

交換時オイル量 －

オイル交換時期 通常使用時 40,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 30,000km 毎

ラ イ ンプレ ッ シ ャ (kPa) ア イ ド ル回転時 D レ ンジ 390 ± 20

R レ ンジ 650 ± 40

ス ト ール回転時 D レ ンジ 1,270 ± 60

R レ ンジ 1,700 ± 80

ス ト ール回転速度 (rpm) D レ ンジ 3,600 ± 150

R レ ンジ 3,600 ± 150

マニ ュ アル
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン

使用オイル銘柄 スズキ 4 輪ギヤオイル 75W-90 
(GL-4)

オイル量 (L) 全容量 1.3 ± 0.1

交換時オイル量 －

オイル交換時期 通常使用時 40,000km 毎

シビアコンディション時 20,000km 毎

クラッチ クラッチペダル 高さ ( 取付位置 )(mm) －

遊び (mm) 10 ～ 20

継ながるとき (切れるとき )
床板とのすき間 (mm)

90 以上

踏み込んだときの床板との
すき間 (mm)

－

レアリーズアームの遊び (mm) 2 ～ 4



サービスデータ　0C-5
ステアリング

エアコンディショナ

ステア リ ングホ イール外周の遊び (mm) 30 以下

ステア リ ングホ イール操舵力 (N) 59 以下

ステア リ ング コ ラ ムの全長 (mm) 734 ± 0.8

P/S ベル ト のたわみ量 (mm) 新品時 －

再張時 －

使用オイル銘柄 －

回路の油圧 (MPa) 背圧 －

リ リ ーフ圧 －

コ ンプレ ッ サ 使用オイル銘柄 DH-PS

オイル量 (mL) 90 ± 10

冷媒ガス 使用冷媒ガス銘柄 レ フ リ ジェ ラ ン ト ド ラ ム 134a

冷媒ガス充填量 (g) 430 ± 30

A/C ベル ト のたわみ量 (mm) 新品時 6 ～ 7

再張時 8 ～ 9
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エンジンメカニカル　1A-2

概要
主な変更点は以下のとおりである。

・ シリンダヘッドを変更し冷却水路を拡げた。それに
伴いシリンダヘッドカバー形状を変更した。

・ カム角センサ変更に伴い、インテークカムシャフト
に装備されているシグナルロータを変更した。

・ クランク角センサの採用に伴いクランクシャフト
プーリを変更した。

・ ウォータポンプ（ジェネレータ）ベルトカバーを採
用した。

・ オイルポンプを変更し吐出量を変更（14.0L/min→
10.0L/min）した。

・ スロットルボデーの変更に伴いスロットルボデーガ
スケットの取付向きを変更した。

・ A/Fセンサ及びリヤO2センサの採用に伴いエキゾース

トパイプNo.1を変更した。

・ 三元触媒の成分量を変更した。

・ クランクシャフトベアリングを変更した。（クランク
シャフトベアリングの選定はサービスマニュアル
K6A型エンジン整備書 44-70G11参照）

クランクシャフト

下表にクランクシャフトベアリングの識別を示す。

クランクシャフトプーリ

・ クランクシャフトプーリを変更し、クランク角セン
サ検出用のシグナルロータ（1）を装備した。

・ ウォータポンプ（ジェネレータ）ベルトカバー（2）
を採用した。

整備

インテークシステム構成図

エキゾーストシステム構成図

色 ベアリング中央部の厚さ

緑 1.997～2.000mm
黒 2.000～2.003mm

無色（塗装無） 2.003～2.006mm
黄 2.006～2.009mm
青 2.009～2.012mm

1

2

1. スロットルボデー ： 11N・m

2. スロットルボデーガスケット ： 再使用不可部品

3. インテークマニホールド 

1. A/Fセンサ 3. エキゾーストパイプNo.1 

2. リヤO2センサ ： 45N・m

(a)

2

1

3

(a)1

(a)2

3
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エンジンクーリング　1B-2

概要
・ ラジエータ及びラジエータファンを変更した。なお、ラジエータ変更に伴い冷却水全容量が変更（4.0L→3.7L）と

なった。

・ ECMの変更及び冷媒圧センサの採用に伴いラジエータファンの駆動条件を変更した。

ラジエータ

仕様

ラジエータファン

ラジエータファンモータは、ECMによって下記の条件で制御される。

参考

・ ラジエータファンモータは、エンジン回転中のみ駆動する。

A／C SW：OFF時

A／C SW：ON時

・ A／C冷媒圧1.1MPa以上成立後、A／C冷媒圧0.6MPa以下が成立する間に駆動

その他

・ 水温センサ異常検出時に駆動

メーカー デンソー

型式 コルゲートフィンチューブ

コア寸法 幅 440.2mm
高さ 374.2mm
厚さ 16mm

放熱量 39.5kW
キャップ開弁圧 108±15kPa
冷却水容量 MT仕様：1.2L、AT仕様：1.1L

ATオイルクーラ 放熱量 1.97kW

オイル容量 0.06L

[A]: 駆動 [C]: 水温 （℃）

[B]: 停止

[A]

[B]

95 98 [C]



エンジンコントロール　1C-1
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エンジン制御入出力図............................................. 1C-5
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DTC P0335 / P0340 .................................................. 1C-45
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エンジンコントロール　1C-2
概要
主な変更点は以下のとおりである。

・ エンジンコントロールモジュール（ECM）を変更した。なお、ECMはATコントローラとCAN通信により情報の伝

達を行う。

・ ECMはCAN通信によりSuzuki SDTと通信を行う。なお、ダイアグモニタカプラのDN端子を廃止し、ダイアグコー

ドの表示はSuzuki SDTでのみ可能とした。

・ カム角センサ、スロットルセンサ、プレッシャセンサ、ISCバルブ、スロットルボデー、吸気温センサ、フューエ

ルインジェクタ及びスパークプラグを変更した。

・ A/Fセンサ、リヤO2センサ及びクランク角センサを採用した。



エンジンコントロール　1C-3
エンジンコントロールシステム構成図
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エンジンコントロール　1C-4
[A]: 運転席足元 8. ECM 18. ブレーキブース タ SW

[B]: 車両下側 9. 冷媒圧センサ 19. ノ ッ ク センサ

[C]: AT 仕様 10. 吸気温センサ 20. ヒ ューズボ ッ ク ス No.1

1. ス ト ッ プラ ンプ SW 11. キ ャ ニス タパージ VSV 21. リ レーボ ッ ク ス （A/C コ ンプレ ッ サ リ
レー内蔵）

2. 車速センサ 12. 水温センサ 22. メ イ ン リ レー

3. ス ロ ッ ト ルセンサ 13. A/F センサ 23. フ ューエルポンプ リ レー

4. プレ ッ シ ャセンサ 14. リ ヤ O2 センサ 24. ラ ジエータ フ ァ ン リ レー

5. ISC バルブ 15. イ グニ ッ シ ョ ン コ イル 25. ABV-VSV

6. フ ューエルイ ンジ ェ ク タ 16. ク ラ ン ク角センサ

7. カム角センサ 17. WGV-VSV



エンジンコントロール　1C-5
エンジン制御入出力図



エンジンコントロール　1C-6
エンジン制御入出力一覧

燃
料
噴
射
制
御

点
火
時
期
制
御

I
S
C
制
御

ジ
ェ
ネ
レ
｜
タ
発
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セ
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サ
ヒ
｜
タ
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御

リ
ヤ
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セ
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サ
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｜
タ
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キ
ャ
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ス
タ
パ
｜
ジ
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V
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御
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｜
 

V
S
V
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御

A
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V
｜
 

V
S
V
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ラ
ジ
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｜
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ァ
ン
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｜
制
御

フ
ュ
｜
エ
ル
ポ
ン
プ
リ
レ
｜
制
御

メ
イ
ン
リ
レ
｜
制
御

入
　
　
　
　
力

水温センサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クランク角センサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カム角センサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プレッシャセンサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スロットルセンサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吸気温センサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

車速センサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4WDシフトコントローラ（A/C カット

信号）
○ ○ ○ ○ ○

電気負荷信号
（ライティング、ブロワファン）

○ ○

ATコントローラ

（シフトポジション情報）
○ ○ ○ ○

A/Fセンサ、リヤO2センサ ○ ○ ○

バッテリ電圧 ○ ○ ○ ○ ○

ノックセンサ ○

ジェネレ－タ（フィールドモニタ信号） ○ ○

冷媒圧センサ ○ ○ ○

ストップランプSW ○ ○ ○

A/Cエバポレータ温度センサ ○

イグニッションSW状態信号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キャニスタパージVSV駆動状態

（ECM演算処理）
○ ○

ATコントローラ

（トルクリダクション要求）
○

大気圧センサ ○ ○ ○ ○

ABS信号 ○ ○

ATコントローラ（AT油温情報） ○ ○

制御項目

入出力装置
（又は信号）



エンジンコントロール　1C-7
制御系統

出
　
　
力

フューエルインジェクタ ○

イグニッションコイル ○

ISCバルブ ○

ジェネレータ（制御信号） ○

A/Fセンサ（ヒータ） ○

リヤO2センサ（ヒータ） ○

キャニスタパージVSV ○

WGV-VSV ○

ABV-VSV ○

ラジエータファンリレー ○

フューエルポンプリレー ○

メインリレー ○

燃
料
噴
射
制
御

点
火
時
期
制
御

I
S
C
制
御

ジ
ェ
ネ
レ
｜
タ
発
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制
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A
/
F
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サ
ヒ
｜
タ
制
御

リ
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O２

セ
ン
サ
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｜
タ
制
御

キ
ャ
ニ
ス
タ
パ
｜
ジ
V
S
V
制
御

W
G
V
｜
 

V
S
V
制
御

A
B
V
｜
 

V
S
V
制
御

ラ
ジ
エ
｜
タ
フ
ァ
ン
リ
レ
｜
制
御

フ
ュ
｜
エ
ル
ポ
ン
プ
リ
レ
｜
制
御

メ
イ
ン
リ
レ
｜
制
御

制御項目

入出力装置
（又は信号）

制御項目 制御内容 

燃料噴射制御 フューエルインジェクタから噴射される燃料の噴射時期及び噴射時間（量）を制御して、
最適な時期に最適な量の燃料を噴射する。燃料噴射時期及び燃料噴射時間は、エンジン
始動時に実行される始動時噴射制御、通常運転時に実行される始動後噴射制御により決
定される。また、運転状態等に応じてフューエルカット制御を行う。

フューエルカット制御
高回転カット
エンジン及びトランスミッションを保護するため、下記条件でフューエルカットを行
う。

・ 暖機状態で停車中、エンジン回転速度約 4,200rpm 以上の状態が 20 秒以上継続した。

・ 上記以外のとき、エンジン回転速度が約 7,500rpm 以上となった。
減速時カット
規定の運転状態における減速時に炭化水素（HC）の発生を抑制し、燃費向上を図る為

フューエルカットを行う。
高車速カット
エンジン回転速度が4,500rpm以上かつ車速が135km/h以上でフューエルカットを行う。

高過給圧カット
吸気管圧力が異常に上昇し、規定条件下で214kPa以上でエンジン保護の為フューエル

カットを行う。
始動時カット
アクセルペダルを規定値まで踏み込んだ状態でエンジンの始動を行った場合、フュー
エルカットを行う。
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点火時期制御 運転状態に応じて、スパークプラグの点火を最適な時期に制御する。点火時期は、エン
ジン始動時に実行される始動時点火制御モード、通常運転時に実行される通常時点火制
御モード、点火時期確認モードにより決定される。なお、カム角センサ及びクランク角
センサにより高精度な制御が可能となるため、点火時期調整レジスタを必要としない点
火時期無調整式とした。

点火時期確認モード
Suzuki-SDTのアクティブテスト「イニシャル点火時期固定」により、イニシャル点火

時期をBTDC5°に固定する。

ISC制御 暖機状態やエアコン負荷、電気負荷などの運転条件に応じたバイパスエア量を演算し、
これに応じてISCバルブの開度を制御することにより、アイドル回転速度を安定させる。

ISCバルブ開度はエンジン始動時に実行される始動時バルブ開度、通常運転時に実行さ

れる基本バルブ開度、イニシャライズ開度より決定される。

イニシャライズ制御モード

・ イグニッション ON → OFF 時に、全開まで駆動し 0 点校正を実施した後規定開度ま
で閉駆動する。

・ バッテリ接続後最初のイグニッション OFF → ON 時に、全開まで駆動し 0 点校正を
実施する。

ジェネレータ発電
制御

ECMは、水温センサ、スロットルセンサ、クランク角センサ、吸気温センサ、車速の信

号及びA/C SWの状態、シフトポジション情報、ジェネレータフィールドコイルの稼動状

態により、ジェネレータの発電電圧を制御し燃費の向上を図っている。なお、発電制御
採用により、ジェネレータレギュレータの電気負荷徐励機能をECMで行うものとした。

A/Fセンサヒータ制

御

A/Fセンサの活性を早める又は維持するためにA/Fセンサヒータをデューティ制御する。 

リヤO2センサヒー

タ制御

リヤO2センサの活性を早める又は維持するためにリヤO2センサヒータをデューティ制御

する。 

キャニスタパージ
VSV制御

運転状態に応じて、キャニスタパージVSVをON/OFF制御し、キャニスタに吸着した燃

料蒸発ガスをインテークマニホールド内に導入して混合気と共に吸引、燃焼させること
により燃料蒸発ガスの大気開放を抑止する。 

WGV-VSV制御 エンジン回転速度及び吸気管圧力により基本デューティが定められており、それに冷却
水温、スロットル開度等による補正を加えWGV-VSVを制御することで、ウエストゲー

トバルブを開閉し、過給圧を最適に制御する。

ABV-VSV制御 冷却水温、エンジン回転速度及びスロットル開度の状態に応じて、ABV-VSVを制御する

ことでエアバイパスバルブを開閉し、過給圧を最適に制御する。

低水温時制御
冷機状態かつアイドル時に過給圧によるアイドル回転速度の異常な上昇を抑えるため
ABV-VSVをONしエアバイパスバルブを開き、過給圧をリリーフする。

減速時制御
減速時、過給されたエアがスロットルバルブで跳ね返りサージ音が発生するのを抑制
するために、ABV-VSVをONしエアバイパスバルブを開き、過給圧をリリーフする。

ラジエータファン
リレー制御

A/C SW、冷却水温、冷媒圧力及び車速の状態に応じて、ラジエータファンリレーを制御

し、ラジエータファンを駆動、停止させる。（駆動条件はSEC 1B参照） 

フューエルポンプ
リレー制御

フューエルポンプリレーを制御して、フューエルポンプを駆動又は停止させる。
フューエルポンプリレー ON条件：・イグニッションSW ON後一定時間

　　　　　　　　　　　　　　　   ・クランク角センサ信号入力中

メインリレー制御 イグニッションSWのON、OFFに応じてメインリレーを制御し、EPIシステムを起動又は

停止させる。 また、イグニッション OFF後、EPIシステム停止までの一定時間に電源供給

を行うセルフシャットオフ機能及びバッテリ端子を逆に接続した場合、ECM内部回路に

より電流逆流を防止するバッテリ逆接保護機能を設けている。

A/C制御 A/C SW、冷媒圧センサ、ブレーキブースタSW（AT仕様）等の状態と車両の運転状態に

応じて、A/CコンプレッサリレーをON/OFF制御する。

制御項目 制御内容 
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センサ系統

CAN通信機能 ATコントローラとCAN通信を行い、情報の伝達を行う。（詳細はSEC 7参照）

制御項目 制御内容 

センサ名 機能 

水温センサ 温度に応じて抵抗値が変化するサーミスタを内蔵し、冷却水温を検出する。

クランク角センサ GMR（巨大磁気抵抗効果）素子センサで、クランクシャフトプーリに取り付けられた

シグナルロータの回転によって発生した磁気変化を電圧信号に変換する。ECMはこの

信号を基にエンジン回転速度の判定及びカム角センサ信号と合せ気筒判別を行う。  

カム角センサ GMR（巨大磁気抵抗効果）素子センサで、インテークカムタイミングスプロケットに

取り付けられたシグナルロータの回転によって発生した磁気変化を電圧信号に変換す
る。ECMはこの信号を基にクランク角センサ信号と合せ気筒判別を行う。 

プレッシャセンサ 圧力によりシリコン薄膜が変化するダイヤフラム式センサで、吸気管内の圧力（絶対
圧）変化を検出し、ECMに吸気管圧力信号として出力する。ECMはこの信号を基に間

接的に吸入空気量を算出する。 

スロットルセンサ スロットルシャフトと連動するポテンショメータで構成され、スライダが抵抗体上を
移動することで出力電圧が変化する。ECMはこの信号を基にスロットル開度の検出及

びアイドル判定を行う。 

吸気温センサ 温度に応じて、抵抗値が変化するサーミスタを内蔵し、吸気温を検出する。 

A/Fセンサ キャタリストケース（触媒手前）に配置されている。酸素濃度によって出力電圧が変
化するジルコニア素子で構成されており、排出ガス中の酸素濃度（混合気の空燃比）
をリーンからリッチまでの広範囲にわたりリニア検出する。また、内蔵のA/Fセンサ

ヒータはECMによりデューティ制御されている。 

リヤO2センサ 酸素濃度の差によって起電力を発生するジルコニア素子式（プラチナ被覆）で、排出
ガス中の酸素濃度の変化を検出する。ECMは、A/Fセンサの情報に加えリヤO2センサ

の情報を判断要素として空燃比制御を行うことで常に触媒の浄化率を高い状態に維持
し、排出ガスの安定化を図る。また、内蔵のリヤO2センサヒータはECMによりデュー

ティ制御されている。 

ノックセンサ 衝撃の強さに比例した起電力を発生するセラミック圧電素子を内蔵し、ノッキングに
よる振動を検出する。 

冷媒圧センサ エアコンの冷媒圧力をリニアに検出する。（詳細はSEC 8B参照） 

ブレーキブースタ
SW

ブレーキブースタ内の圧力を検出する。ECMはこの信号をA/Cカット制御を行うため

の判断要素としており、条件が成立するとA/Cカットを行い、ブレーキブースタ内の

負圧の低下を抑制する。

大気圧センサ ECMに内蔵しており、大気圧を検出する。 
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注意事項

診断時の注意事項

警告!
 

･ 走行テス ト は 2 人組で行い、 周囲の交通状況に充分注意し て安全を心掛ける こ と。
 

･ 以下の事項を守ら ない と 記憶されている ダ イ アグ コード が消去されて し ま う ため注意する こ と。

－ コ ン ト ローラのコネ ク タは外さ ないこ と 。

－バッ テ リ のマイナス端子を外さ ないこ と。

－ECM のアース を外さ ないこ と 。

－RADIO ・ DOME ヒ ューズを外さ ない こ と。

･ 以下の測定及び点検を行 う 場合は、 特殊工具を使用する こ と 。

－ECM 端子電圧の測定

－ECM 出力波形の観測

－ ダ イ アグ コード別故障診断におけ る ECM 端子間の短絡点検

特殊工具
：  09933–06320

･ CAN 通信の故障診断を行 う 際は、 以下の事項を守る こ と 。

－CAN 通信の故障診断を行 う 際は、 1 つのシステムを診断し て も不具合部位を特定する こ と は出来ない。 CAN 通
信を行っている全てのシステム ( 車両全体 ) において診断する こ と が必要であ る。

－作業終了後は必ず全てのシステムのダ イ アグ コード を消去する こ と 。

－CAN 通信受信異常、 CAN 通信バスオフ異常以外に複数のダ イ アグ コード が表示された場合は、 CAN 通信の故
障診断から始める こ と 。

－故障診断を行 う 前に必ずバッ テ リ 電圧が 12V 以上あ る こ と を確認する こ と 。

－社外品の機器又はオプシ ョ ン部品が CAN バス上に接続されていないか確認する こ と 。 接続されている場合は、
機器を外し た状態で故障診断を行 う こ と 。

－CAN 通信線を修理する場合は、 概要 ・ 整備 追補 No.4 SEC 0A 「故障診断 　 電気系統の点検 　 ツ イ ス ト ペア線 (2
本のよ り 線 ) の修理」 を参照し て行な う 。
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診断

エンジンコントロールシステム回路図
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コントローラ端子基準電圧(参考)
注意!

 

･ 各電圧を測定する と きは、 「作業上の注意 ・ 電気系」 の注意を必ず守る こ と。 ( 整備編 42-81AH0 SEC 0A
参照 )

 

参考

･ 各端子電圧はバッ テ リ電圧に左右されるので、 バッ テ リ電圧が約 12V である こ と を確認する こ と。
 

コ ン ト ローラ端子配列

C32 コネク タ

［A］ : AT 仕様 22. フ ューエルイ ンジ ェ ク タ No.2 44. ラ イ テ ィ ング SW

1. カム角センサ 23. フ ューエルイ ンジ ェ ク タ No.3 45. ポジシ ョ ン ラ ンプ

2. ク ラ ン ク角センサ 24. WGV-VSV 46. テールラ ンプ

3. プレ ッ シ ャセンサ 25. ABV-VSV 47. ラ イ セン ス ラ ンプ

4. ス ロ ッ ト ルセンサ 26. キ ャニス タパージ VSV 48. ECM

5. 水温センサ 27. ISC バルブ 49. CPU

6. 吸気温センサ 28. ラ ジエータ フ ァ ンモータ 50. バッ ク ア ッ プ RAM

7. 冷媒圧センサ 29. ラ ジエータ フ ァ ン リ レー 51. A/F 信号処理回路

8. リ ヤ O2 センサ 30. フ ューエルポンプ リ レー 52. CAN ド ラ イバ

9. A/F センサ 31. フ ューエルポンプ 53. 電源回路

10. シール ド ワ イ ヤ 32. A/C コ ンプレ ッ サ リ レー 54. 各コ ン ト ローラへ

11. ノ ッ ク センサ 33. A/C コ ンプレ ッ サマグネ ッ ト ク ラ ッ チ 55. “IG” ヒ ューズ

12. ス ト ッ プラ ンプ SW 34. IG コ イル No.1 56. “RADIO ・ DOME” ヒ ューズ

13. ジェネレータ 35. IG コ イル No.2 57. A/C SW

14. ス ト ッ プラ ンプ 36. IG コ イル No.3 58. ブロ ワ フ ァ ンモータ

15. ブレーキブース タ SW 37. 車速センサ 59. フ ァ ン調節 SW

16. AT コ ン ト ローラ 38. メ イ ン リ レー 60. 大気圧センサ

17. コ ンビネーシ ョ ン メ ータ 39. A/C エバポレータ温度センサ 61. チェ ッ ク エンジン ラ ンプ

18. SDL コネ ク タ 40. メ イ ン ヒ ューズボ ッ ク ス 62. エンジンアース

19. ABS コ ン ト ローラ 41. ヒ ューズボ ッ ク ス No.1 63. ボデーアース

20. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ 42. バ ッ テ リ

21. フ ューエルイ ンジェ ク タ No.1 43. IG SW

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) ［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 )

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

1 リ ヤ O2 センサ ヒ ータ BLK/BLU 0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

2 A/F センサ ヒ ータ GRN/YEL 0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

3 フ ューエルイ ンジェ ク
タ No.1

RED/WHT 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

4 フ ューエルイ ンジェ ク
タ No.2

RED/GRN 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

5 フ ューエルイ ンジェ ク
タ No.3

LT GRN 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時
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6 ジェネレータ制御信号 BLU/YEL 0 ～約 6 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

約 0 IG SW ： ON

7 ク ラ ン ク角センサ信号 BLK/RED 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

8 カム角センサ信号 WHT 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

12 A/F センサ信号 3 WHT 約 3.6 IG SW ： ON

約 2.6 ～ 4.6 で振れる
※ 2

完全暖機後ア イ ド ル時

13 A/F センサ信号 2 GRN 約 3.6 IG SW ： OFF 以外

14 A/F センサ信号 1 RED 約 6 IG SW ： ON

約 4 完全暖機後ア イ ド ル時

15 制御系アース BLK 約 0 常時

18 キ ャ ニス タパージ VSV BLU/RED 約 12 キ ャニス タパージ VSV 非作動時 (IG 
SW ： ON)

0 ～約 12 のパルス※ 1 キ ャニス タパージ VSV 作動時

19 点火出力信号 1 BRN/BLK 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

20 点火出力信号 2 BRN/WHT 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

21 点火出力信号 3 BRN/YEL 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

22 ジェネレータ フ ィ ール
ド モニ タ信号

BLU/WHT 0 ～約 12 のパルス※ 1 ラ イ テ ィ ング SW( スモール )ON 時

28 A/F センサレジス タ YEL 約 0 ～ 5 IG SW ： ON

30 パワー系アース BLK/ORN 約 0 常時

32 A/F センサ ヒ ータ アー
ス

BLK 約 0 常時

34 ISC バルブ 1 GRY 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

35 ISC バルブ 2 GRY/BLU 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

36 ス ロ ッ ト ルセンサ信号 LT GRN 約 4.1 IG SW ： ON、 ア ク セル全開時

約 0.8 IG SW ： ON、 ア ク セル全閉時

37 ス ロ ッ ト ルセンサ電源 LT GRN/RED 約 5 IG SW ： ON

38 水温センサ信号 BLK/RED 約 2.5 冷却水温 20 ℃時

約 0.6 冷却水温 80 ℃時

39 プレ ッ シ ャセンサ信号 BLK/YEL 約 2 IG SW ： ON でエンジン停止時

40 プレ ッ シ ャセンサ電源 LT GRN/RED 約 5 IG SW ： ON

41 リ ヤ O2 センサ信号 RED 1.5 ～約 2.5 で振れる※
1

完全暖機後 2,000rpm

42 ノ ッ ク センサ信号 WHT 約 2.5 を中心に振れる ア イ ド ル時

43 A/F センサレジス タ
アース

BLK 約 0 常時

48 パワー系アース BLK/ORN 約 0 常時

49 ISC バルブ 3 GRY/RED 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

50 ISC バルブ 4 GRY/BLK 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

51 ABV-VSV GRN 約 12 ABV-VSV 非作動時 （IG SW ： ON）

約 0 ※ 2 ABV-VSV 作動時

52 WGV － VSV 信号 BLU/ORN 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア ク セル全開時

53 吸気温センサ信号 LT GRN/BLK 約 2.5 雰囲気温度 20 ℃時

約 0.6 雰囲気温度 80 ℃時

54 センサ系アース ( ス
ロ ッ ト ルセンサ、 プ
レ ッ シ ャセンサ )

BLK/BLU 約 0 常時

55 リ ヤ O2 センサシール
ド アース

BLK/RED 約 0 常時

56 リ ヤ O2 センサアース GRN 約 1.5 IG SW ： ON

57 ノ ッ ク センサシール ド
アース

BLK/WHT 約 0 常時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件
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E22 コネク タ

58 A/F センサシール ド
アース

BLK/YEL 約 0 常時

59 センサ系アース ( 水温セ
ンサ、 吸気温センサ )

BLK/BLU 約 0 常時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

201 電源
( メ イ ン リ レー経由 )

BLU/BLK 約 12 IG SW ： ON

202 バッ ク ア ッ プ電源 WHT 約 12 常時

203 CAN 通信 HI RED 約 2.5 ～ 3.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

204 CAN 通信 HI RED 約 2.5 ～ 3.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

206 イ グニ ッ シ ョ ン SW
状態信号

BLK/WHT 約 12 IG SW ： ON

207 電気負荷信号
（ブロ ワ フ ァ ンモータ）

BLU/ORN 約 12 ブロ ワ フ ァ ン非作動時

4 以上 ブロ ワ フ ァ ン作動時 （1 段、 2 段）

2 以下 ブロ ワ フ ァ ン作動時 （3 段、 4 段）

209 ス ト ッ プラ ンプ SW GRN/WHT 約 12 ブレーキペダル踏込時

210 エンジン回転信号出力 BRN 0 ～約 12 のパルス※ 1 エンジン回転中

213 シ リ アル通信信号出力 BLK/WHT 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON

214 アース BLK 約 0 常時

215 A/C コ ンプレ ッ サ リ
レー

BLU/RED 約 12 A/C コ ンプレ ッ サ非作動時

2 以下 A/C コ ンプレ ッ サ作動時

216 電源
( メ イ ン リ レー経由 )

BLU/BLK 約 12 IG SW ： ON

217 メ イ ン リ レー ( コ イル ) BLU 約 2 以下 IG SW ： ON

218 CAN 通信 LO WHT 約 1.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

219 CAN 通信 LO WHT 約 1.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

222 電気負荷信号
（スモールラ ンプ）

RED/YEL 約 0 ラ イ テ ィ ング SW ： OFF

約 12 ラ イ テ ィ ング SW ： TAIL、 HEAD

224 ブレーキブース タ SW LT GRN/BLK 約 0 ブレーキブース タ SW ： ON

約 12 ブレーキブース タ SW ： OFF

225 冷媒圧センサ電源 BLU/RED 約 5 IG SW ： ON

231 フ ューエルポンプ リ
レー

WHT/GRN 2 以下※ 2 フ ューエルポンプ作動時

238 A/C カ ッ ト 信号入力 BLU/RED 約 12 A/C SW ： OFF 及び 2WD ←→ 4WD
切替え

2 以下 A/C SW ： ON(2WD/4WD 切替 SW 非
操作時 )

239 ABS 信号 GRN 約 12 IG SW ： ON

240 冷媒圧センサ信号 BLU/WHT 約 2 IG SW ： ON( 冷媒圧 0.8MPa 時 )

243 チェ ッ ク エンジン
ラ ンプ

PPL/YEL 1 以下 IG SW ： ON( チェ ッ ク エンジン ラ ン
プ点灯時 )

約 12 エンジン回転中 ( チェ ッ ク エンジン
ラ ンプ消灯時 )

244 ラ ジエータ フ ァ ン リ
レー

PNK/BLK 2 以下 ラ ジエータ フ ァ ン作動時

約 12 ラ ジエータ フ ァ ン非作動時 (IG SW ：
ON)

249 車速センサ信号 YEL/GRN 0 ～約 12 のパルス※ 1 走行状態

250 A/C エバポレータ温度
センサ信号

WHT/BLK 約 2.6 IG SW ： ON で A/C 吹出口温度 10 ℃
時

約 2.8 IG SW ： ON で A/C 吹出口温度 25 ℃
時
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注意!
 

･ ※ 1 ： テス タ では正し く 測定できない。 オシロス コープによ り測定する こ と。 （1C-15 参照）

･ ※ 2 ： 作動状態は、 オシロス コープによ り確認する こ と。 （1C-15 参照）

コントローラ基準波形一覧(参考)
概要
以下にコ ン ト ローラ端子で測定でき る基準波形を参考
と し て示す。 基準波形は、 システムが正常な状態で測
定し た波形であ る。

参考

･ 波形の見方を下記に示す。

･ 波形は、 仕様、 観測条件などによ り若干異なる。
 

リヤ O2 センサヒータ信号 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

A/F センサヒータ信号 (1)

観測条件

･ 冷機ア イ ド ル時

255 センサ系アース ( 冷媒
圧センサ、 A/C エバポ
レータ温度センサ )

BLK/BLU 約 0 常時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

[a]: CH1 の観測波形を示す [c]: 各 CH の VOLTS/div を示す

[b]: 各 CH の GND レベルを示す [d]: TIME/div を示す

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-1 ・ BLK/BLU

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-2 ・ GRN/YEL

－ C32-32 ・ BLK
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フ ューエルイ ンジ ェ ク タ噴射出力信号 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

フ ューエルイ ンジ ェ ク タ噴射出力信号 ( 例 ： 第 1 気筒
)(1)/ カム角センサ信号 (2)/ ク ラ ン ク角センサ信号 (3)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

ジ ェ ネレータ制御信号 (1)

観測条件

･ ア イ ド ル時

ク ラ ン ク角センサ信号 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-3 ・ RED/WHT

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-3 ・ RED/WHT

－ C32-30 ・ BLK/ORN

CH2 ＋ C32-8 ・ WHT

－ —
CH3 ＋ C32-7 ・ BLK/RED

－ —

4. カムシ ャ フ ト 1 回転 5. ク ラ ン ク シ ャ フ ト 2 回転

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-6 ・ BLU/YEL

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-7 ・ BLK/RED

－ C32-15 ・ BLK

2. ク ラ ン ク シ ャ フ ト 1 回転
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カム角センサ信号 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

A/F センサ信号

観測条件

･ 完全暖機後、 ア ク セル開度全閉 ( ア イ ド ル状態 )→ ア
ク セル開度全開 (3,000rpm 以上 )→ ア ク セル開度全閉
の一連の操作を約 1 秒間で行 う 。

キャニス タパージ VSV 信号 (1)

観測条件

･ 暖機後、 一定車速で走行時

点火出力信号 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-8 ・ WHT

－ C32-15 ・ BLK

2. カムシ ャ フ ト 1 回転

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-14 ・ RED

－ C32-15 ・ BLK

CH2 ＋ C32-13 ・ GRN

－ —
CH3 ＋ C32-12 ・ WHT

－ —

1. A/F センサ信号 1

2. A/F センサ信号 2

3. A/F センサ信号 3

4. ア ク セル開度全閉

5. ア ク セル開度全開

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-18 ・ BLU/RED

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-19 ・ BRN/BLK

－ C32-30 ・ BLK/ORN
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点火出力信号 ( 例 ： 第 1 気筒 )(1)/ カム角センサ信号
(2)/ ク ラ ン ク角センサ信号 (3)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

ジ ェ ネレータ フ ィ ールド モニ タ信号 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時、 ラ イ テ ィ ング SW( スモール )ON

ISC バルブ イニシ ャ ラ イズ信号 (1)

観測条件

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ： ON → OFF

リヤ O2 センサ信号 (1)

観測条件

･ 2,000rpm で一定時間空吹かし後、 ア ク セル開度全閉
→ ア ク セル開度全開→ア ク セル開度全閉。

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-19 ・ BRN/BLK

－ C32-30 ・ BLK/ORN

CH2 ＋ C32-8 ・ WHT

－ —
CH3 ＋ C32-7 ・ BLK/RED

－ —

4. カムシ ャ フ ト 1 回転 5. ク ラ ン ク シ ャ フ ト 2 回転

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-22 ・ BLU/WHT

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-34 ・ GRY

－ C32-30 ・ BLK/ORN

CH2 ＋ C32-35 ・ GRY/BLU

－ —
CH3 ＋ C32-49 ・ GRY/RED

－ —
CH4 ＋ C32-50 ・ GRY/BLK

－ —

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-41 ・ RED

－ C32-56 ・ GRN

2. ア ク セル開度全閉 3. ア ク セル開度全開
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ABV-VSV 信号 （1）

観測条件

･ レーシング時。

WGV-VSV 信号 (1)

観測条件

･ レーシング時

CAN 通信信号 (1)

観測条件

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ： ON

エンジン回転信号出力 (1)

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-51 ・ GRN

－ C32-30 ・ BLK/ORN

2. ア ク セル開度全閉 3. ア ク セル開度全開

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ C32-52 ・ BLU/ORN

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E22-203 ・ RED 又は E22-
204 ・ RED

－ C32-15 ・ BLK

CH2 ＋ E22-218 ・ WHT 又は E22-
219 ・ WHT

－ —

［a］ : CH1 ［b］ : CH2

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E22-210 ・ BRN

－ C32-15 ・ BLK
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シ リ アル通信信号出力

観測条件

･ 暖機後ア イ ド ル時

フ ューエルポンプ リ レー出力 (1)

観測条件

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ： OFF→ON→START( 始動 )→ON

車速センサ信号 (1)

観測条件

･ 車速 ： 約 40 km/h

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E22-213 ・ BLK/WHT

－ C32-30 ・ BLK/ORN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E22-231 ・ WHT/GRN

－ C32-30 ・ BLK/ORN

2. IG SW ： OFF 5. E22-231 ： OFF

3. IG SW ： ON 6. E22-231 ： ON

4. IG SW ： START → ON

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E22-249 ・ YEL/GRN

－ C01-15 ・ BLK
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Suzuki SDT表示パラメータ基準値一覧(参考)
注意!

 

･ Suzuki SDT と通信できない場合は、 以下の手順で点検を行 う こ と。

a. Suzuki SDT 本体 ( 通信ケーブル )

b. SDL コネク タ電源、 アース

c. CAN 通信システム （いずれかのシステムで CAN 通信バスオフ異常が発生）
 

以下に Suzuki SDT に表示されるパラ メ ータの基準値を参考と し て示す。

パラ メ ータ 基準値 条件

空燃比フ ィ ード バッ ク制御 オープン 1 冷機時のオープンループ制御時

オープン 2 パワー増量時などのオープンループ制御時

オープン 3 A/F センサ、 O2 センサ異常時のオープンループ制御時

ク ローズ フ ィ ード バッ ク制御中

無効 データ異常時

空燃比補正率 約－ 20 ～ 20％ 完全暖機後ア イ ド ル時

空燃比学習補正率 約－ 20 ～ 20％ 完全暖機後ア イ ド ル時

空燃比補正率モニ タ 約－ 25 ～ 25％ 完全暖機後ア イ ド ル時

燃料噴射時間 約 1.5 ～ 3.5msec 完全暖機後ア イ ド ル時

点火時期 5 ± 3°BTDC イ ニシ ャル点火時期固定時

エンジン負荷 20 ～ 40％ 完全暖機後ア イ ド ル時

5 ～ 30％ 2,500rpm 時

エンジン回転速度 約 850 ～ 950rpm 完全暖機後ア イ ド ル時 ( ニュー ト ラル、 N レ ンジ )、 ラ ジ
エータ フ ァ ン停止、 電装品全て OFF

目標ア イ ド ル回転速度 約 900rpm 完全暖機後ア イ ド ル時 ( ニュー ト ラル、 N レ ンジ )、 ラ ジ
エータ フ ァ ン停止、 電装品全て OFF

車速 ( ほぼ同一の値 ) 走行時の メ ータ表示値 と 比較する

吸気管絶対圧 約 101kPa IG SW: ON(101.3kPa 時 )

約 33 ～ 60kPa 完全暖機後ア イ ド ル時

約 60 ～ 80kPa 60km/h 走行時

冷却水温 約 80 ～ 100 ℃ 完全暖機後

吸気温 ( ほぼ同一の値 ) 吸入空気温を測定し比較する

大気圧 約 101kPa 高度 0m(101.3kPa)

約 94kPa 高度 600m

約 88kPa 高度 1,200m

EVAP キ ャニス タパージ duty
比

0％ 完全暖機後ア イ ド ル時

ウエス ト ゲー ト バルブ開度 0％ 完全暖機後ア イ ド ル時

ISC バルブ開度 約 5 ～ 30％ 完全暖機後無負荷ア イ ド ル時

約 20 ～ 60％ 完全暖機後ア イ ド ル時 (A/C ス イ ッチ ON)

ス ロ ッ ト ルセンサ 約 0.8V エンジン停止、 ア ク セルペダル非踏込み時

約 4.1V エンジン停止、 ア ク セルペダル踏込み時

ス ロ ッ ト ル開度 約 0％ エンジン停止、 ア ク セルペダル非踏込み時

約 100％ エンジン停止、 ア ク セルペダル踏込み時

リ ヤ O2 センサ 約 0 ～ 1.0V 完全暖機後走行時 ( 始動後 4 分間以上経過 )

A/F センサ電流 約－ 0.10 ～－ 0.01mA 完全暖機後 2 分間ア イ ド ル時

バッ テ リ 電圧 約 13 ～ 15V ア イ ド ル時

冷媒圧力※ 約 1,100 ～ 1,400kPa コ ンプレ ッ サ ON、 外気温 25 ℃時、 湿度 30 ～ 70％時

ジェネレータ制御デューテ ィ
比

約 40 ～ 100％ 完全暖機後ア イ ド ル時

ジェネレータ フ ィ ール ド
デューテ ィ 比

約 30 ～ 90％ 完全暖機後ア イ ド ル時

ラ ジエータ フ ァ ン ON ラ ジエータ フ ァ ン作動時

OFF 上記以外

A/C コ ンプレ ッ サク ラ ッチ ON A/C コ ンプレ ッ サク ラ ッチ ON 時

OFF 上記以外
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補足
※ ： 冷媒圧力は、 気温及び湿度によ り異なる為、 冷房性能表を参照し点検を行う。

セルフダイアグノーシスによる故障診断

概要
ECM は各入出力信号をモニ タ し てお り 、 異常を検出す
る と 以下の制御を行 う 。

セルフダイアグ ノ ーシス ( 自己診断 ) 機能
異常を検出する と 、 異常内容 ( ダ イ アグ コー ド及びフ
リ ーズフ レームデータ ) を記憶する。 なお、 記憶された
異常内容は消去作業を行 う まで保存される。

フ リーズフ レームデータ
ダ イ アグ コード検出時の車両状態 ( 制御データ ) を
ECM に記憶する。 このデータ をフ リ ーズフ レームデー
タ と いい、 Suzuki SDT を使用する こ と によ り 、 フ リ ー
ズフ レームデータ を読み出すこ と が可能であ る。 車両
の診断を行 う 場合は、 こ のデータ を基に故障発生時に
近い車両状態を作 り 出すこ と によ り 、 不具合症状の再
現が比較的容易に行え る。 また、 不具合が再現し ない
場合は、 こ のデータによ り 不具合原因を絞 り 込むこ と
が可能と な る。
下表は Suzuki SDT によ り 読み出すこ と が可能な制御
データ ( パラ メ ータ ) であ る。

参考

･ アス タ リ スク (*) が付与されたフ リーズフ レーム
データは、 電源電圧と センサ出力電圧の比を表
す。 電源電圧が 5.0V ・ センサ出力電圧が 4.0V の
時、 以下のよ う に表示される。

- 開度に対し てセンサ出力電圧が増加するセン
サは、 80％ （＝電源電圧と センサ出力電圧の
比） を表示する。

- 開度に対し てセンサ出力電圧が減少するセン
サは、 20％ （＝ 100% －電源電圧と センサ出力
電圧の比） を表示する。

･ アス タ リ スク (**) が付与された相対スロ ッ ト ル
開度は、 計算式 ( （出力電圧 － 全閉時の出力電
圧 ） / 電源電圧 ) で表される。
電源電圧が 5.0V ・ 全閉時のセンサ出力電圧が
1.0V の時、 以下のよ う に表示される。

- 全閉時 （出力電圧＝ 1.0V）、 0％を表示する。

- 全開時 （出力電圧＝ 4.0V）、 60％を表示する。
但し、 開度に対し て出力電圧が減少するセン
サは、 100% －上記計算式の値が表示される。

 

フ ューエルポンプ ON フ ューエルポンプ作動時

OFF 上記以外

A/C ス イ ッチ ON A/C ス イ ッチ ON 時

OFF 上記以外

ブロ ワ フ ァ ン負荷信号 ON フ ァ ン調整 SW ： 3 段以上

OFF 上記以外

ブレーキブース タ負圧状態 規定上 ア イ ド ル時

規定下 エンジン停止でブレーキペダルを数回踏み込み時

ス ト ッ プラ ンプス イ ッチ ON ブレーキペダル踏込み時

OFF ブレーキペダル非踏込み時

電気負荷 ON ラ イ テ ィ ング SW ： TAIL、 HEAD

OFF 上記以外

D レ ンジ信号 D レ ンジ 下記以外

PN レ ンジ P 及び N レ ンジ時

フ ューエルカ ッ ト ON 完全暖機後 2,000rpm 以上でス ロ ッ ト ル全閉時

OFF 完全暖機後ア イ ド ル時

ア イ ド ルス イ ッチ ON ア ク セルペダル非踏込み時

OFF ア ク セルペダル踏込み時

リ ヤ O2 センサ活性判定 活性 完全暖機後ア イ ド ル時 ( 始動後 4 分間以上経過 )

不活性 冷機時及び リ ヤ O2 センサ故障時

A/F センサ活性判定 活性 完全暖機後ア イ ド ル時 ( 始動後 4 分間以上経過 )

不活性 冷機時及び A/F センサ故障時

パラ メ ータ 基準値 条件

空燃比フ ィ ード バッ ク制御

エンジン負荷

冷却水温

空燃比補正率

空燃比学習補正率

吸気管絶対圧

エンジン回転速度

車速

点火時期

吸気温

絶対ス ロ ッ ト ル開度 *

EVAP キ ャ ニス タパージ duty 比

大気圧

バッ テ リ 電圧

相対ス ロ ッ ト ル開度 **
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ウォーニング機能
異常を検出する と 、 ECM はコ ンビネーシ ョ ン メ ータ内
のチェ ッ ク エンジン ラ ンプ (1) を点灯し、 ド ラ イバに異
常を知らせる。 なお、 異常検出後、 連続し て 3 ド ラ イ
ビングサイ クル (D/C) 正常を検出し た場合はチェ ッ ク
エンジン ラ ンプを消灯させる。

補足
ド ラ イ ビングサイ クル (D/C) とはエンジンを始動し てか
ら イグニ ッ シ ョ ン SW を OFF するまでの間。 3 ド ラ イ ビ
ングサイ クルとはこれを 3 回繰返すこ と である。

フ ェ イルセーフ制御
異常を検出する と 、 ECM はフ ェ イルセーフ制御を行い、
最低限の走行性能を確保する。 または、 システムを保
護する為にエンジンを停止する。 なお、 フ ェ イルセー
フの内容は検出し たダ イ アグ コード によ り 異なる。
（1C-26 参照）

ダイアグコー ドの表示 / 消去

Suzuki SDT
イ ン ス ト ル メ ン ト パネル右側にあ る SDL コネ ク タ (1) に
Suzuki SDT(2) を接続し、 ダ イ アグ コード の表示及び消
去を行 う 。

注意!
 

･ ダイアグコー ドが確認できない場合は、 以下の手
順で点検を行う こ と。

a. Suzuki SDT 本体 ( 通信ケーブル )

b. SDL コネク タ電源、 アース

c. CAN 通信システム （いずれかのシステムで
CAN 通信バスオフ異常が発生）

参考

･ Suzuki SDT の操作方法は、 SUZUKI SDT SDT 本体
取扱説明書及び SUZUKI SDT SDT 故障診断ソ フ ト
取扱説明書を参照のこ と。

 

1

1

2
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ダイアグコード一覧表

ダイアグ
コー ド

診断項目 診断内容 D/C ※ 1 ウォー
ニング

0000 正常 システムは正常に作動し ている。 — —
P0030 A/F センサ ヒ ータ系統異常 ヒ ータ非制御時、 C32-2 端子電圧が一定時間以上診断上限

電圧以上又は診断下限電圧以下と なった。
2 ○

ヒ ータ制御時、 C32-2 端子電流が一定時間以上診断上限電
流以上又は診断下限電流以下と なった。

P0033 エアバイパスバルブ回路異常 VSV 非制御時、 C32-51 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

2 ○

P0036 リ ヤ O2 センサ ヒ ータ系統異
常

ヒ ータ非制御時、 C32-1 端子電圧が一定時間以上診断上限
電圧以上又は診断下限電圧以下と なった。

2 ○

ヒ ータ制御時、 C32-1 端子電流が一定時間以上診断上限電
流以上又は診断下限電流以下と なった。

P0045 ウエス ト ゲー ト VSV 回路異
常

VSV 非制御時、 C32-52 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

2 ○

P0107 プレ ッ シ ャセンサ系統 Low 異
常

C32-39 端子電圧が 5 秒以上 0.18V 以下と なった。 1 ○

P0108 プレ ッ シ ャセンサ系統 High
異常

C32-39 端子電圧が 5 秒以上 4.82V 以上と なった。 1 ○

P0112 吸気温センサ系統 Low 異常 C32-53 端子電圧が 5 秒以上 0.10V 以下と なった。 1 ○

P0113 吸気温センサ系統 High 異常 C32-53 端子電圧が 5 秒以上 4.59V 以上と なった。 1 ○

P0117 水温センサ系統 Low 異常 C32-38 端子電圧が 5 秒以上 0.18V 以下と なった。 1 ○

P0118 水温センサ系統 High 異常 C32-38 端子電圧が 5 秒以上 4.63V 以上と なった。 1 ○

P0122 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 Low 異
常

C32-36 端子電圧が 5 秒以上 0.25V 以下と なった。 1 ○

P0123 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 High
異常

C32-36 端子電圧が 5 秒以上 4.73V 以上と なった。 1 ○

P0130 A/F センサ系統異常 規定条件下で 30 秒以上 A/F センサ不活性状態 と なった。 2 ○

規定条件下で A/F センサ配線の異常 ( 断線、 地絡又は天
絡 ) と なった。

P0137 リ ヤ O2 センサ系統 Low 異常 C32-41 端子電圧が 5 秒以上 1.0V 以下と なった。 又は
C32-56 端子電圧が 5 秒以上 1.25V 以下又は 1.76V 以上 と
なった。

2 ○

P0138 リ ヤ O2 センサ系統 High 異常 C32-41 端子電圧が 5 秒以上 3.88V 以上と なった。 2 ○

P0171 空燃比 リ ーン異常 空燃 ト ータル補正量 ( 空燃比フ ィ ード バッ ク補正値＋空燃
比学習補正値 ) が一定時間以上規定値以上と なった。

2 ○

P0172 空燃比 リ ッ チ異常 空燃 ト ータル補正量 ( 空燃比フ ィ ード バッ ク補正値＋空燃
比学習補正値 ) が一定時間以上規定値以下と なった。

2 ○

P0327 ノ ッ ク センサ系統 Low 異常 C32-42 端子電圧が 5 秒以上 0.90V 以下と なった。 1 ○

P0328 ノ ッ ク センサ系統 High 異常 C32-42 端子電圧が 5 秒以上 3.98V 以上と なった。 1 ○

P0335 ク ラ ン ク角センサ系統異常 カム角信号が入力されているに も関わらず、 ク ラ ン ク角信
号が一定時間以上入力されなかった。

1 ○

P0336 ク ラ ン ク角センサ信号異常 ク ラ ン ク角信号の異常が規定回数以上と なった。 1 ○

P0340 カム角センサ系統異常 ク ラ ン ク角信号が入力されているに も関わらず、 カム角信
号が一定時間以上入力されなかった。

1 ○

P0341 カム角センサ信号異常 カム角信号の異常が規定回数以上 と なった。 1 ○

P0351 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.1 1
次コ イル系統異常

点火信号を出力し ているにもかかわらず、 点火コ イルに通
電されない状態が一定時間以上継続し た。

1 ○

P0352 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.2 1
次コ イル系統異常

1 ○

P0353 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.3 1
次コ イル系統異常

1 ○

P0443 キ ャニス タパージ VSV 系統
異常

VSV 非制御時、 C32-18 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

2 ○

P0480 ラ ジエータ フ ァ ン リ レー系統
異常

ラ ジエータ フ ァ ン非制御中、 E22-244 端子電圧が 5 秒以上
LO 状態 (ON レベル ) と なった。

1 ×
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補足

･ ※ 1 ： D/C( ド ラ イ ビングサイ クル ) とはエンジンを始動し てから イグニ ッ シ ョ ン SW を OFF するまでの間のこ と。

－1D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合に故障を確定し、 チ ェ ッ ク エンジン ラ ンプを点灯させる。

－2D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合、 ECM に故障コー ド ( 未確定 ) を記憶し、 連続し た次の D/C も同じ故障
コー ド を検出し た場合に故障を確定し、 チ ェ ッ ク エンジン ラ ンプを点灯させる。

･ ※ 2 ： 「P1638 ： アース回路異常」 は故障コー ド を記憶し ないため、 現在故障のみ表示する。

P0500 車速センサ系統異常 フ ューエルカ ッ ト 実行中、 E22-249 端子に 5 秒以上信号が
入力されない。

1 〇

P0505 ISC バルブ系統異常 IG SW: ON 時、 C32-34、 C32-35 端子電圧が共に 5 秒以上
LO 状態 (ON レベル ) と なった。 又は C32-49、 C32-50 端
子電圧が共に 5 秒以上 LO 状態 (ON レベル ) と なった。

1 〇

P0532 冷媒圧センサ系統 Low 異常 E22-240 端子電圧が 5 秒以上 0.15V 以下と なった。 1 ×

P0533 冷媒圧センサ系統 High 異常 E22-240 端子電圧が 5 秒以上 4.93V 以上と なった。 1 ×

P0557 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系
統 Low 異常

イ ンテーク マニホール ド負圧が規定圧以上にもかかわらず
ブレーキブース タ SW ON の状態が一定時間以上連続し
た。

1 ×

P0558 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系
統 High 異常

イ ンテーク マニホール ド負圧が規定圧以下にもかかわらず
ブレーキブース タ SW OFF の状態が一定時間以上連続し
た。

1 ×

P0560 バッ ク ア ッ プ電源系統異常 E22-202 端子電圧が 5V 以下と なった。 1 ○

P0601 ECM 内部異常 ( メ モ リ エラー
)

ECM 内部異常 ( メ モ リ エラー ) 1 ○

P0602 ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエ
ラー )

ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエラー ) 1 ×

P0620 ジェネレータ制御信号系統異
常

ジェネレータ制御時、 以下の状態が一定時間以上継続し
た。

･ バッ テ リ 電圧＞ 13.48V

･ ジェネレータ制御信号＜ 89.8％

･ フ ィ ール ド モニ タ信号＞ジェネレータ制御信号＋ 10.2
％

1 ×

P0622 ジェネレータ フ ィ ール ド モニ
タ信号系統異常

ジェネレータ制御時、 5 秒以上フ ィ ール ド モニ タ信号が 0
％と なった。

1 ×

P1638 アース回路異常※ 2 E22-214 端子のアース回路異常を検出し た。 1 ×

P2228 大気圧センサ系統 Low 異常 ECM 内部異常 ( 大気圧センサ不良 ) 1 ○

P2229 大気圧センサ系統 High 異常 ECM 内部異常 ( 大気圧センサ不良 ) 1 ○

P2627 A/F センサ調整抵抗 Low 異常 C32-28 端子電圧が 5 秒以上 0.29V 以下と なった。 2 ○

P2628 A/F センサ調整抵抗 High 異
常

C32-28 端子電圧が 5 秒以上 4.69V 以上と なった。 2 ○

U0073 CAN 通信バスオフ異常 CAN 通信情報を送受信でき ない。 1 ×

U0101 CAN 通信受信異常 （AT/
CVT）

AT コ ン ト ローラからの CAN 通信情報が受信でき ない。 1 ○

ダイアグ
コー ド

診断項目 診断内容 D/C ※ 1 ウォー
ニング
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フェイルセーフ制御一覧表

ダイアグ
コー ド

診断項目 フ ェ イルセーフ制御

0000 正常 —
P0030 A/F センサ ヒ ータ系統異常 ･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止

P0033 エアバイパスバルブ回路異常 —
P0036 リ ヤ O2 センサ ヒ ータ系統異常 ･ リ ヤ O2 センサ制御停止

P0045 ウエス ト ゲー ト VSV 回路異常 —
P0107 プレ ッ シ ャセンサ系統 Low 異常 ･ ス ロ ッ ト ルバルブ開度と エンジン回転速度から吸気管

圧力値を推定P0108 プレ ッ シ ャセンサ系統 High 異常

P0112 吸気温センサ系統 Low 異常 ･ 吸気温を 45 ℃ と し て制御

P0113 吸気温センサ系統 High 異常

P0117 水温センサ系統 Low 異常 ･ 水温を 83 ℃と し て制御

P0118 水温センサ系統 High 異常

P0122 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 Low 異常 ･ ISC フ ィ ード バッ ク停止

P0123 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 High 異常

P0130 A/F センサ系統異常 ･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止

P0137 リ ヤ O2 センサ系統 Low 異常 ･ C32-56 端子のオフセ ッ ト 電圧を遮断

･ リ ヤ O2 センサ制御停止

P0138 リ ヤ O2 センサ系統 High 異常 ･ リ ヤ O2 センサ制御停止

P0171 空燃比 リ ーン異常 —
P0172 空燃比 リ ッ チ異常 —
P0327 ノ ッ ク センサ系統 Low 異常 ･ ノ ッ ク制御停止

P0328 ノ ッ ク センサ系統 High 異常

P0335 ク ラ ン ク角センサ系統異常 —
P0336 ク ラ ン ク角センサ信号異常 ･ エンジン回転速度 2,500rpm でフ ューエルカ ッ ト

P0340 カム角センサ系統異常 —
P0341 カム角センサ信号異常 —
P0351 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.1 1 次コ イル系統異

常
･ 異常発生気筒の燃料噴射を禁止

･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止
P0352 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.2 1 次コ イル系統異

常

P0353 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.3 1 次コ イル系統異
常

P0443 キ ャニス タパージ VSV 系統異常 —
P0480 ラ ジエータ フ ァ ン リ レー系統異常 —
P0500 車速センサ系統異常 —
P0505 ISC バルブ系統異常 ･ ISC フ ィ ード バッ ク停止

P0532 冷媒圧センサ系統 Low 異常 ･ A/C 制御停止

P0533 冷媒圧センサ系統 High 異常

P0557 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系統 Low 異常 —
P0558 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系統 High 異常 —
P0560 バッ ク ア ッ プ電源系統異常 —
P0601 ECM 内部異常 ( メ モ リ エ ラー ) —
P0602 ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエラー ) —
P0620 ジェネレータ制御信号系統異常 ･ 最低目標ア イ ド ル回転速度 ： 992rpm

･ ジェネレータ制御停止P0622 ジェネレータ フ ィ ール ド モニ タ信号系統異常

P1638 アース回路異常 ･ フ ューエルイ ンジェ ク タの駆動禁止

･ イ グニ ッ シ ョ ン コ イルの駆動禁止

P2228 大気圧センサ系統 Low 異常 ･ 大気圧を 101kPa と し て制御

P2229 大気圧センサ系統 High 異常

P2627 A/F センサ調整抵抗 Low 異常 —
P2628 A/F センサ調整抵抗 High 異常 —
U0073 CAN 通信バスオフ異常 —
U0101 CAN 通信受信異常 （AT/CVT） —



エンジンコントロール　1C-27
DTC P0030
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 完全暖機後、 1 分間ア イ ド ル運転する。

診断内容 推定不具合箇所

P0030: A/F センサヒータ系統異常

･ ヒ ータ非制御時、 C32-2 端子電圧が一定時間以上診断
上限電圧以上又は診断下限電圧以下 と なった。

･ ヒ ータ制御時、 C32-2 端子電流が一定時間以上診断上
限電流以上又は診断下限電流以下と なった。

･ A/F センサ ヒ ータ配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ ヒ ータ

･ ECM

5

5V

2

4

1

WHT

YEL

BLK

BLK/YEL

RED

BLK

GRN

C32-14

C32-13

C32-12

C32-28

C32-43

C32-58

C47-7

C47-5

C47-6

C47-1

C47-2

C32-32

5V

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]
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216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

3
+B

GRN/YEL

BLU/BLK

C32-2

C47-4

C47-3

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. シール ド ワ イ ヤ 5. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. ECM

1. A/F センサ 4. A/F 信号処理回路



エンジンコントロール　1C-28
故障診断

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ヒータ電源回路の点検

1) A/F センサから C47 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C47 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 ヒータ駆動回路の点検 1

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C47 コネ ク タの
“GRN/YEL” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 1V 以下か？

Step 3 へ ･ “GRN/YEL” 線の天
絡

3 ヒータ駆動回路の点検 2

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “GRN/YEL” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 4 へ ･ “GRN/YEL” 線の断
線又は地絡

4 センサの単体点検

1) A/F センサ ヒ ータ を点検する。 （1C-79 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体の不具合



エンジンコントロール　1C-29
DTC P0033
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW ON を 2 回繰 り 返す。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0033: エアバイパスバルブ回路異常
VSV 非制御時、 C32-51 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

･ ABV-VSV 配線 / コネ ク タ

･ ABV-VSV

･ ECM
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161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445
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3

5V+B

BLU/BLK

C32-51C34-2

C34-1
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[B][A]
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GRN

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ABV-VSV 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) ABV-VSV から C34 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C34 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

電圧は約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 駆動回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “GRN” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ “GRN” 線の断線又は地
絡

3 ABV-VSV の単体点検

1) ABV-VSV を点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.3 42-
81AL0 SEC 1C 参照 )

点検結果は OK か？

ECM 本体の不具合 ABV-VSV 本体の不具合



エンジンコントロール　1C-30
DTC P0036
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 完全暖機後、 1 分間ア イ ド ル運転する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0036: リヤ O2 センサヒータ異常

･ ヒ ータ非制御時、 C32-1 端子電圧が一定時間以上診断
上限電圧以上又は診断下限電圧以下と なった。

･ ヒ ータ制御時、 C32-1 端子電流が一定時間以上診断上
限電流以上又は診断下限電流以下と なった。

･ リ ヤ O2 センサ ヒ ータ配線 / コネ ク タ

･ リ ヤ O2 センサ ヒ ータ

･ ECM

3

4

5V
1

2

+B

GRN

RED

BLK/RED

BLU/BLK

C32-56

C32-41

C32-55

C32-1

C12-4

C12-3

C12-2

C12-1
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BLK/BLU

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. リ ヤ O2 センサ 3. ECM

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. シール ド ワ イ ヤ 4. CPU

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ヒータ電源回路の点検

1) リ ヤ O2 センサから C12 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C12 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 ヒータ駆動回路の点検 1

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C12 コネ ク タの
“BLK/BLU” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 1V 以下か？

Step 3 へ ･ “BLK/BLU” 線の天
絡

3 ヒータ駆動回路の点検 2

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “BLK/BLU” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 4 へ ･ “BLK/BLU” 線の断
線又は地絡



エンジンコントロール　1C-31
DTC P0045
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW ON を 2 回繰 り 返す。

故障診断

4 センサの単体点検

1) リ ヤ O2 センサ ヒ ータ を点検する。 （1C-80 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

診断内容 推定不具合箇所

P0045: ウエス ト ゲー ト VSV 回路異常
VSV 非制御時、 C32-52 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

･ WGV-VSV 配線 / コネ ク タ

･ WGV-VSV

･ ECM
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C32-52C16-2

C16-1
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BLU/BLK

BLU/ORN

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. WGV-VSV 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) WGV-VSV から C16 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C16 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

電圧は約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 駆動回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/ORN” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ “BLU/ORN” 線の断線
又は地絡

3 WGV-VSV の単体点検

1) WGV-VSV を点検する。 ( 整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照 )

点検結果は OK か？

ECM 本体の不具合 WGV-VSV 本体の不具
合



エンジンコントロール　1C-32
DTC P0107 / P0108
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0107: プレ ッ シャセンサ系統 Low 異常
C32-39 端子電圧が 5 秒以上 0.18V 以下 と なった。

･ プレ ッ シ ャセンサ配線 / コネ ク タ

･ プレ ッ シ ャセンサ

･ ECMP0108: プレ ッ シャセンサ系統 High 異常
C32-39 端子電圧が 5 秒以上 4.82V 以上 と なった。

1
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5V

5V

5V

C32-40

C32-39

C32-54

C28-1
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C28-2

[B][A]
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BLK/YEL

BLK/BLU

LT GRN/RED

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. プレ ッ シ ャセンサ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「吸気管絶対圧」
を点検する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ電源回路の点検 1

1) プレ ッ シ ャセンサから C28 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C28 コネ ク タの
“LT GRN/RED” 端子～ “BLK/BLU” 端子間の電圧を点
検する。

約 5V か？

Step 5 へ Step 3 へ

3 センサ電源回路の点検 2

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C28 コネ ク タの
“LT GRN/RED” 端子～エンジンアース間の電圧を点検
する。

約 5V か？

･ “BLK/BLU” 線の断
線

･ ECM 本体の不具合

Step 4 へ



エンジンコントロール　1C-33
4 センサ電源回路の点検 3

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “LT GRN/RED” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “LT GRN/RED” 線の
断線又は地絡又は天
絡

5 センサ信号回路の点検

1) “BLK/YEL” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 6 へ ･ “BLK/YEL” 線の断
線又は地絡又は天絡

6 センサの単体点検

1) プレ ッ シ ャセンサを点検する。 （1C-77 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No



エンジンコントロール　1C-34
DTC P0112 / P0113
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断 (P0112)

診断内容 推定不具合箇所

P0112: 吸気温センサ系統 Low 異常
C32-53 端子電圧が 5 秒以上 0.10V 以下 と なった。

･ 吸気温センサ配線 / コネ ク タ

･ 吸気温センサ

･ ECMP0113: 吸気温センサ系統 High 異常
C32-53 端子電圧が 5 秒以上 4.59V 以上 と なった。

2

3

5V1

5V

C32-53

C32-59

C30-2

C30-1
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LT GRN/BLK

BLK/BLU

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. 吸気温センサ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「吸気温」 を点検
する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検 1

1) 吸気温センサから C30 コネ ク タ を外す。

2) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「吸気温」 を点検
する。

-30 ℃か？

･ センサ本体の不具合 Step 3 へ

3 センサ信号回路の点検 2

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “LT GRN/BLK” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “LT GRN/BLK” 線の
地絡



エンジンコントロール　1C-35
故障診断 (P0113)

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「吸気温」 を点検
する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検 1

1) 吸気温センサから C30 コネ ク タ を外す。

2) C30 コネ ク タの “LT GRN/BLK” 端子 と “BLK/BLU”
端子を短絡する。

3) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「吸気温」 を点検
する。

100 ℃か？

･ センサ本体の不具合 Step 3 へ

3 センサ信号回路の点検 2

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “LT GRN/BLK” 線及び “BLK/BLU” 線の断線を点検す
る。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “LT GRN/BLK” 線又
は “BLK/BLU” 線の
断線



エンジンコントロール　1C-36
DTC P0117 / P0118
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断 (P0117)

診断内容 推定不具合箇所

P0117: 水温センサ系統 Low 異常
C32-38 端子電圧が 5 秒以上 0.18V 以下 と なった。

･ 水温センサ配線 / コネ ク タ

･ 水温センサ

･ ECMP0118: 水温センサ系統 High 異常
C32-38 端子電圧が 5 秒以上 4.63V 以上 と なった。
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1
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BLK/RED

BLK/BLU

C32-38

C32-59

C25-2

C25-1

[B][A]
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［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. 水温センサ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「エンジン水温」
を点検する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検 1

1) 水温センサから C25 コネ ク タ を外す。

2) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「エンジン水温」
を点検する。

-30 ℃か？

･ センサ本体の不具合 Step 3 へ

3 センサ信号回路の点検 2

1) ECM から C25 コネ ク タ を外す。

2) “BLK/RED” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “BLK/RED” 線の地
絡



エンジンコントロール　1C-37
故障診断 (P0118)

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「エンジン水温」
を点検する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検 1

1) 水温センサから C25 コネ ク タ を外す。

2) C25 コネ ク タの “BLK/RED” 端子 と “BLK/BLU” 端子
を短絡する。

3) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「エンジン水温」
を点検する。

120 ℃か？

･ センサ本体の不具合 Step 3 へ

3 センサ信号回路の点検 2

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “BLK/RED” 線及び “BLK/BLU” 線の断線を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “BLK/RED” 線又は
“BLK/BLU” 線の断
線



エンジンコントロール　1C-38
DTC P0122 / P0123
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0122: スロ ッ ト ルセンサ系統 Low 異常
C32-36 端子電圧が 5 秒以上 0.25V 以下 と なった。

･ ス ロ ッ ト ルセンサ配線 / コネ ク タ

･ ス ロ ッ ト ルセンサ

･ ECMP0123: スロ ッ ト ルセンサ系統 High 異常
C32-36 端子電圧が 5 秒以上 4.73V 以上 と なった。

2

3

5V
1

5V

C32-37

C32-36

C32-54

C31-3

C31-2

C31-1

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

LT GRN

BLK/BLU

LT GRN/RED

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ス ロ ッ ト ルボデー 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「ス ロ ッ ト ルセン
サ」 を点検する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ電源回路の点検 1

1) ス ロ ッ ト ルセンサから C31 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C31 コネ ク タの
“LT GRN/RED” 端子～ “BLK/BLU” 端子間の電圧を点
検する。

約 5V か？

Step 5 へ Step 3 へ

3 センサ電源回路の点検 2

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C31 コネ ク タの
“LT GRN/RED” 端子～エンジンアース間の電圧を点検
する。

約 5V か？

･ “BLK/BLU” 線の断
線

･ ECM 本体の不具合

Step 4 へ



エンジンコントロール　1C-39
4 センサ電源回路の点検 3

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “LT GRN/RED” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “LT GRN/RED” 線の
断線又は地絡又は天
絡

5 センサ信号回路の点検

1) “LT GRN” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 6 へ ･ “LT GRN” 線の断線
又は地絡又は天絡

6 センサの単体点検

1) ス ロ ッ ト ルセンサを点検する。 （1C-76 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No



エンジンコントロール　1C-40
DTC P0130
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
P0030 を参照する。 （1C-27 参照）

DTC 再現手順

1) 完全暖機後、 5 分間 50 ～ 80km/h で走行する。

2) ア ク セルペダルを放し、 10 秒以上エンジンブレーキ ( フ ューエルカ ッ ト ) によ り 減速する。

3) 車両を停止し、 5 分間ア イ ド ル運転をする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0130: A/F センサ系統異常

･ 規定条件下で 30 秒以上 A/F センサ不活性状態と なっ
た。

･ 規定条件下で A/F センサ配線の異常 ( 断線、 地絡又は
天絡 ) と なった。

･ A/F センサ配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ

･ ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 複数 DTC の確認

1) 他の DTC が検出されているか点検する。

他の DTC が検出されているか？

･ 検出されている DTC
について故障診断を
実施する

Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) A/F センサから C47 コネ ク タ を外す。

3) “RED” 線、 “GRN” 線、 及び “WHT” 線の断線、 地絡
及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ A/F センサ配線の断
線又は地絡又は天絡

3 DTC の再点検

1) A/F センサを正常品に交換する。 （1C-80 参照）

2) DTC 再現手順を実施する。

DTC が検出されるか？

･ ECM 本体の不具合 ･ 診断完了 ( センサ本
体の不具合 )



エンジンコントロール　1C-41
DTC P0137 / P0138
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
P0036 を参照する。 （1C-30 参照）

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 次の DTC が未検出である こ と ： P0036

1) 完全暖機後、 3 分間 50 ～ 60km/h で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0137: リヤ O2 センサ系統 Low 異常
C32-41 端子電圧が 5 秒以上 1.0V 以下と なった。 又は
C32-56 端子電圧が 5 秒以上 1.25V 以下又は 1.76V 以上 と
なった。

･ リ ヤ O2 センサ配線 / コネ ク タ

･ エキゾース ト システム漏れ

･ イ ンテーク システムエア吸込み

･ リ ヤ O2 センサ ヒ ータ

･ イ ンジェ ク タ システム

･ リ ヤ O2 センサ

･ ECM

P0138: リヤ O2 センサ系統 High 異常
C32-41 端子電圧が 5 秒以上 3.88V 以上 と なった。

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 複数 DTC の確認

1) 他の DTC が検出されているか点検する。

他の DTC が検出されているか？

･ 検出されている DTC
について故障診断を
実施する。

Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) リ ヤ O2 センサから C12 コネ ク タ を外す。

3) “RED” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ “RED” 線の断線又は
地絡又は天絡

3 センサアース回路の点検

1) “GRN” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 4 へ ･ “GRN” 線の断線又は
地絡

4 リヤ O2 センサヒータ システム点検

1) DTC P0036: リ ヤ O2 センサ ヒ ータ異常の故障診断を参
考に リ ヤ O2 センサ ヒ ータ システムを点検する。 （1C-30
参照）

点検結果は OK か？

Step 6 へ ･ リ ヤ O2 センサ ヒ ータ
システムの不具合

5 イ ンジ ェ ク タ システム点検

1) イ ンジェ ク タ システムの点検を実施する。

点検結果は OK か？

Step 7 へ ･ イ ンジェ ク タ システ
ムの不具合

6 DTC の再点検

1) リ ヤ O2 センサを正常品に交換する。 （1C-81 参照）

2) DTC 再現手順を実施する。

DTC が検出されるか？

･ ECM 本体の不具合 ･ 診断完了 ( センサ本
体の不具合 )



エンジンコントロール　1C-42
DTC P0171 / P0172
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
P0030 を参照する。 （1C-27 参照）

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 水温 ： 80 ℃以上 97 ℃未満

･ 吸気温 ： 65 ℃未満

･ 以下に関係する DTC が未検出である こ と ： A/F センサ、 水温センサ、 吸気温センサ、 スロ ッ ト ルセンサ及び ECM

1) 完全暖機後、 3 分間 50 ～ 60km/h で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0171: 空燃比リーン異常
空燃 ト ータル補正量 ( 空燃比フ ィ ード バッ ク補正値＋空
燃比学習補正値 ) が一定時間以上規定値以上と なった。

･ A/F センサ配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ

･ エキゾース ト システム又はイ ンテーク システム

･ フ ューエルシステム

･ エ ミ ッ シ ョ ンシステム

･ バルブ ク リ ア ラ ン ス、 バルブタ イ ミ ング又はバルブ

･ ECM

P0172: 空燃比リ ッ チ異常
空燃 ト ータル補正量 ( 空燃比フ ィ ード バッ ク補正値＋空
燃比学習補正値 ) が一定時間以上規定値以下と なった。

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 複数 DTC の確認

1) 他の DTC が検出されているか点検する。

他の DTC が検出されているか？

･ 検出されている DTC
について故障診断を
実施する。

Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) A/F センサから C47 コネ ク タ を外す。

3) “RED” 線、 “GRN” 線及び “WHT” 線の断線、 地絡及
び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ A/F センサ配線の断
線又は地絡又は天絡

3 A/F センサ調整抵抗の点検

1) A/F センサ調整抵抗を点検する。 （1C-80 参照）

点検結果は OK か？

Step 4 へ ･ センサ本体の不具合

4 イ ンテーク システム＆エキゾース ト システムの点検

1) エアの吸い込み及び排出ガス漏れを点検する。

点検結果は OK か？

Step 5 へ ･ 不具合箇所を修理す
る。

5 エンジン基本点検

1) エンジン基本点検 ( 燃圧、 圧縮、 火花点検 ) を実施す
る。

･ 燃圧点検 ( 整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照 )

･ 圧縮圧力点検 ( 整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照 )

･ 火花点検

点検結果は OK か？

Step 6 へ ･ 不具合箇所を修理す
る。



エンジンコントロール　1C-43
6 フ ューエル / エ ミ ッ シ ョ ンシステムの点検

1) 以下の点検を実施する。

･ キ ャ ニス タパージ VSV 点検 （1C-74 参照）

･ キ ャ ニス タ点検 ( 整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照 )

･ PCV バルブ点検 ( 整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照 )

･ フ ューエルイ ンジェ ク タ点検 （1C-81 参照）

点検結果は OK か？

Step 7 へ ･ 不具合箇所を修理す
る。

7 バルブの点検

1) 以下の点検を実施する。

･ バルブ ク リ ア ラ ン スの点検 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 
42-81AM0 SEC 1A 参照 )

･ バルブタ イ ミ ングの点検 ( 整備編 42-81AH0 SEC 1A
参照 )

･ バルブの点検 (K6A 型エンジン整備書 44-58J00)

点検結果は OK か？

Step 8 へ ･ 不具合箇所を修理す
る。

8 DTC の再点検

1) A/F センサを正常品に交換する。 （1C-80 参照）

2) DTC 再現手順を実施する。

DTC が検出されるか？

･ ECM 本体の不具合 ･ 診断完了 ( センサ本
体の不具合 )

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No



エンジンコントロール　1C-44
DTC P0327 / P0328
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0327: ノ ッ クセンサ系統 Low 異常
C32-42 端子電圧が 5 秒以上 0.90V 以下 と なった。

･ ノ ッ ク センサ配線 / コネ ク タ

･ ノ ッ ク センサ

･ ECMP0328: ノ ッ クセンサ系統 High 異常
C32-42 端子電圧が 5 秒以上 3.98V 以上 と なった。

1

2

4

3

5V

C32-42C27-01

C32-57

5V

BLK/WHT

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

WHT

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ノ ッ ク センサ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM 4. シール ド ワ イ ヤ

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 センサ信号回路の点検

1) ノ ッ ク センサから C27 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C27 コネ ク タの
“WHT” 端子～エンジンアース間の電圧を測定する。

電圧は約 5V か？

･ センサ本体の不具合 Step 2 へ

2 センサ信号線の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “WHT” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “WHT” 線の断線又
は地絡又は天絡



エンジンコントロール　1C-45
DTC P0335 / P0340
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 5 秒以上ク ラ ンキング後そのま ま イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0335: ク ラ ン ク角センサ系統異常
カム角信号が入力されているに も関わらず、 ク ラ ン ク角
信号が一定時間以上入力されなかった。

･ ク ラ ン ク角センサ配線 / コネ ク タ

･ シグナルロータ

･ ク ラ ン ク角センサ

･ ECM

P0340: カム角センサ系統異常
ク ラ ン ク角信号が入力されているにも関わらず、 カム角
信号が一定時間以上入力されなかった。

･ カム角センサ配線 / コネ ク タ

･ シグナルロータ

･ カム角センサ

･ ECM

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[B][A]
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4

5V

5V

+B

1 BLU/BLK

5V

2

BLK/RED

BLK

C32-7

C32-8

C46-2

C18-2

C46-3

C18-1

C46-1

C18-3

[a]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

WHT

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ク ラ ン ク角センサ 3. ECM

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. カム角センサ 4. CPU

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 センサ電源回路の点検 1

1) 不具合センサのコネ ク タ ( ク ラ ン ク角センサの場合、
C46) を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 “BLU/BLK” 端子～
“BLK” 端子間の電圧を測定する。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 3 へ Step 2 へ

2 センサ電源回路の点検 2

1) “BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

･ “BLK” 線の断線 ･ “BLU/BLK” 線の断
線



エンジンコントロール　1C-46
DTC P0336 / P0341
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
P0335、 P0340 を参照する。 （1C-45 参照）

DTC 再現手順 (P0336)
前提条件 : 
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 次の DTC が未検出である こ と ： P0335

1) ア イ ド ル運転する。 又は 5 秒以上ク ラ ンキング後そのま ま イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

DTC 再現手順 (P0341)
前提条件 : 
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 次の DTC が未検出である こ と ： P0340

2) 5 秒以上ク ラ ンキング後そのま ま イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

3 センサ信号回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) 不具合センサの信号線 ( ク ラ ン ク角センサの場合、
“BLK/RED” 線 ) の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 4 へ ･ “BLK/RED” 線の断
線又は地絡又は天絡

4 センサの単体点検

1) 不具合センサ及びシグナルロータ を点検する。

･ ク ラ ン ク角センサ （1C-78 参照） 

･ カム角センサ （1C-78 参照） 

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体又はシグ
ナルロータの不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

診断内容 推定不具合箇所

P0336: ク ラ ン ク角センサ信号異常
ク ラ ン ク角信号の異常が規定回数以上 と なった。

･ シグナルロータ

･ ク ラ ン ク角センサ

･ 信号線への ノ イ ズ混入

･ ECM

P0341: カム角センサ信号異常
カム角信号の異常が規定回数以上と なった。

･ シグナルロータ

･ カム角センサ

･ 信号線への ノ イ ズ混入

･ ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 センサ信号回路の点検

1) 異常が検出されたセンサ信号の波形を点検する。 （1C-
15 参照）

点検結果は OK か？

･ Step 2 へ ･ 信号線への ノ イ ズ混
入

2 センサの単体点検

1) 不具合センサ及びシグナルロータ を点検する。

･ ク ラ ン ク角センサ （1C-78 参照） 

･ カム角センサ （1C-78 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体又はシグ
ナルロータの不具合



エンジンコントロール　1C-47
DTC P0351 / 0352 / 0353
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 5 分間ア イ ド ル運転する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0351: イグニ ッ シ ョ ン コ イル No.1 1 次コ イル系統異常
点火信号を出力し ているに もかかわらず、 点火コ イルに
通電されない状態が一定時間以上継続し た。

･ IG コ イル配線 / コネ ク タ

･ IG コ イル

･ ECM
P0352: イグニ ッ シ ョ ン コ イル No.2 1 次コ イル系統異常
点火信号を出力し ているに もかかわらず、 点火コ イルに
通電されない状態が一定時間以上継続し た。

P0353: イグニ ッ シ ョ ン コ イル No.3 1 次コ イル系統異常
点火信号を出力し ているに もかかわらず、 点火コ イルに
通電されない状態が一定時間以上継続し た。

4

5

5V

IG1

BRN/WHT

BRN/YEL

5V

5V

5V

5V

5V

5V

BLK/

WHT

1

BLK

2

BLK

3

BLK

C32-19

C32-20

C32-21C21-3

C21-2

C21-1

C19-3

C19-2

C19-1

BRN/BLK

C20-3

C20-2

C20-1

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. IG コ イル No.2 5. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. IG コ イル No.3

1. IG コ イル No.1 4. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 IG コ イルの単体点検

1) 不具合気筒の IG コ イルを正常気筒の IG コ イル と 交換
する。

不具合気筒は OK になったか？

･ IG コ イル本体の不具
合 (IG コ イル単体点
検 )( 整備編 42-AH0 
SEC 1C 参照 )

Step 2 へ



エンジンコントロール　1C-48
2 IG コ イル電源回路の点検

1) 不具合気筒のイ グニ ッ シ ョ ン コ イルから コネ ク タ (IG コ
イル No.1 の場合、 C19) を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 “BLK/WHT” 端子～
“BLK” 端子間の電圧を測定する。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 4 へ Step 3 へ

3 IG コ イルアース回路の点検

1) “BLK/WHT” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

電圧は約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

･ “BLK” 線の断線 ･ “BLK/WHT” 線の断
線

4 IG コ イル駆動回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) 不具合気筒のコ イル駆動線 (IG コ イル No.1 の場合、
“BRN/BLK” 線 ) の断線、 地絡及び天絡の点検をする。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ コ イル駆動線の断線
又は地絡又は天絡

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No



エンジンコントロール　1C-49
DTC P0443
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0443: キャニス タパージ VSV 系統異常
VSV 非制御時、 C32-18 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

･ キ ャ ニス タパージ VSV 配線 / コネ ク タ

･ キ ャ ニス タパージ VSV

･ ECM

1

2

3

5V

BLU/RED

+B

BLU/BLK

C32-18C35-2

C35-1

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]
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216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. キ ャ二ス タパージ VSV 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) キ ャ ニス タパージ VSV から C35 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 “BLU/BLK” 端子～
エンジンアース間の電圧を測定する。

電圧は約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 駆動回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/RED” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ “BLU/RED” 線の断
線又は地絡

3 キャニス タパージ VSV の単体点検

1) キ ャ ニス タパージ VSV を点検する。 （1C-74 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ キ ャ ニス タパージ
VSV 本体の不具合



エンジンコントロール　1C-50
DTC P0480
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0480: ラジエータ フ ァ ン リ レー系統異常
ラ ジエータ フ ァ ン非制御中、 E22-244 端子電圧が 5 秒以
上 LO 状態 (ON レベル ) と なった。

･ リ レー ( コ イル電源 ) 配線 / コネ ク タ

･ リ レー ( コ イル駆動 ) 配線 / コネ ク タ

･ リ レー ( コ イル側 )

･ ECM
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1
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+B

2

BLU/

BLK

BLK/RED

BLK

E22-244
RED

E87-7

E87-5

E87-8

E87-6

E41-2

E41-1

M

[B][A]
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246247248249250251252253254255256257258259260

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ラ ジエータ フ ァ ンモータ 5. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. “RDTR” ヒ ューズ

1. ラ ジエータ フ ァ ン リ レー 4. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 リ レー ( コ イル側 ) 電源回路の点検

1) ラ ジエータ フ ァ ン リ レーを外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 E87 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を点検する。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 リ レーの単体点検

1) ラ ジエータ フ ァ ン リ レーを点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補
No.4 42-81AM0 SEC 1B 参照 )

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ ラ ジエータ フ ァ ン リ
レーの不具合

3 リ レー駆動回路の点検

1) ECM から E22 コネ ク タ を外す。

2) “PNK/BLK” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “PNK/BLK” 線の断
線又は地絡



エンジンコントロール　1C-51
DTC P0500
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 完全暖機後、 1 分間 60km/h で走行する。

2) ア ク セルペダルを放し、 10 秒以上エンジンブレーキ ( フ ューエルカ ッ ト ) によ り 減速する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0500: 車速センサ系統異常
フ ューエルカ ッ ト 実行中、 E22-249 端子に 5 秒以上信号
が入力されない。

･ 車速センサ配線 / コネ ク タ

･ 車速センサ

･ 車速信号を入力し ている各コ ン ト ローラ

･ ECM

3

4

5V

5V

+B

1 BLU/BLK

BLK/

ORN

L19-3

L19-1

L19-2

[B][A]
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216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

[a]

2

YEL/GRN E22-249

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. 車速センサ 3. ECM

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. 各コ ン ト ローラへ 4. CPU

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) 車速センサから L19 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て L19 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を点検す
る。

電圧は約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 アース回路の点検

1) L19 コネ ク タの “BLU/BLK” 端子～ “BLK/ORN” 端子
間の電圧を点検する。

約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 3 へ ･ “BLK/ORN” 線の断
線



エンジンコントロール　1C-52
3 センサ信号回路の点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「車速」 のデータ
をグ ラ フ表示にする。

2) L19 コネ ク タの “YEL/GRN” 端子 と ボデーアース間を
断続的 (3 回 / 秒 ) に短絡し た と きのデータ を点検する。

データは変化するか？

･ センサ本体の不具合 Step 4 へ

4 センサ信号回路の点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「車速」 のデータ
をグ ラ フ表示にする。

2) E22 コネ ク タの “YEL/GRN” 端子 と ボデーアース間を
断続的 (3 回 / 秒 ) に短絡し た と きのデータ を点検する。

データは変化するか？

･ “YEL/GRN” 線の断
線

･ 各 “YEL/GRN” 線の
地絡又は車速信号を
入力し ている各コ ン
ト ローラの不具合

･ ECM 本体の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No



エンジンコントロール　1C-53
DTC P0505
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0505: ISC バルブ系統異常
IG SW: ON 時、 C32-34、 C32-35 端子電圧が共に 5 秒以上
LO 状態 (ON レベル ) と なった。 又は C32-49、 C32-50 端
子電圧が共に 5 秒以上 LO 状態 (ON レベル ) と なった。

･ ISC バルブ配線 / コネ ク タ

･ ISC バルブ

･ ECM

1

2

3

5V

GRY/BLK

+B

BLU/BLK

C29-3

C29-2

C29-5

C29-1

C29-6

C29-4
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GRY

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ISC バルブ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) ISC バルブから C32 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 “BLU/BLK” 端子～
エンジンアース間の電圧を測定する。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 駆動回路の点検

1) ECM から C01 コネ ク タ を外す。

2) “GRY” 線、 “GRY/BLU” 線、 “GRY/RED” 線及び
“GRY/BLK” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ “GRY” 線、
“GRY/BLU” 線、
“GRY/RED” 線又は
“GRY/BLK” 線の断
線又は地絡

3 ISC バルブの単体点検

1) ISC バルブを点検する。 （1C-76 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ ISC バルブ本体の不
具合



エンジンコントロール　1C-54
DTC P0532 / P0533
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジンを始動し て、 A/C ス イ ッチ (A/C コ ンプレ ッ サ ) を 10 秒以上 ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0532: 冷媒圧センサ系統 Low 異常
E22-240 端子電圧が 5 秒以上 0.15V 以下と なった。

･ 冷媒圧センサ配線 / コネ ク タ

･ 冷媒圧センサ

･ ECMP0533: 冷媒圧センサ系統 High 異常
E22-240 端子電圧が 5 秒以上 4.93V 以上と なった。

1
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5V

5V

5V

BLU/WHT

BLK/BLU

BLU/RED E22-225

E22-240

E22-255

E104-3
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E104-1
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［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. 冷媒圧センサ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの確認

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「冷媒圧力」 を点
検する。 （1C-21 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ電源回路の点検 1

1) 冷媒圧センサから E104 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 E104 コネ ク タの
“BLU/RED” 端子～ “BLK/BLU” 端子間の電圧を点検
する。

約 5V か？

Step 5 へ Step 3 へ

3 センサ電源回路の点検 2

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 E104 コネ ク タの
“BLU/RED” 端子～エンジンアース間の電圧を点検す
る。

約 5V か？

･ “BLK/BLU” 線の断
線

･ コ ン ト ローラ本体の
不具合

Step 4 へ



エンジンコントロール　1C-55
4 センサ電源回路の点検 3

1) ECM から E22 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/RED” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “BLU/RED” 線の断
線又は地絡又は天絡

5 センサ信号回路の点検

1) “BLU/WHT” 線の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 6 へ ･ “BLU/WHT” 線の断
線又は地絡又は天絡

6 センサの単体点検

1) 冷媒圧センサを点検する。 (SEC 8B 参照 )

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No



エンジンコントロール　1C-56
DTC P0557 / P0558
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順
前提条件 : 
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 次の DTC が未検出である こ と ： P0107、 P0108

1) エンジンを始動し、 10 秒間ア イ ド ル運転する。

2) エンジンを停止 ( イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF) する。

3) 手順 1) ～ 2) を 2 回繰 り 返す。

4) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断 (P0557)

診断内容 推定不具合箇所

P0557 ： ブレーキブース タ スイ ッ チ系統 Low 異常
イ ンテーク マニホール ド負圧が規定圧以上にもかかわら
ずブレーキブース タ SW ON の状態が一定時間以上継続し
た。

･ ブレーキブース タ ス イ ッチ配線 / コネ ク タ

･ ブレーキブース タ ス イ ッチ

･ ECM

P0558 ： ブレーキブース タ スイ ッ チ系統 High 異常
イ ンテーク マニホール ド負圧が規定圧以下にもかかわら
ずブレーキブース タ SW OFF の状態が一定時間以上継続
し た。

1

2

3

5V

12V

E22-224E65-1

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

LT GRN/BLK

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ブレーキブース タ SW 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 センサ信号回路の点検

1) ブレーキブース タ SW から E65 コネ ク タ を外す。

2) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「ブレーキブース
タ負圧状態」 を点検する。

表示が 「規定上」 に変化し たか？

･ ブレーキブース タ
SW の不具合

Step 2 へ

2 センサ信号線の地絡点検

1) ECM から E22 コネ ク タ を外す。

2) “LT GRN/BLK” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “LT GRN/BLK” 線の
地絡



エンジンコントロール　1C-57
故障診断 (P0558)

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 センサの単体点検

1) ブレーキブース タ SW から E65 コネ ク タ を外す。

2) “LT GRN/BLK” 端子をボデーアースに短絡する。

3) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「ブレーキブース
タ負圧状態」 を点検する。

表示が 「規定下」 に変化し たか？

･ ブレーキブース タ
SW の不具合

Step 2 へ

2 センサ信号線の断線点検

1) E22 コネ ク タの “LT GRN/BLK” 端子をボデーアースに
短絡する。

表示が 「規定下」 に変化し たか？

･ “LT GRN/BLK” 線の
断線

･ ECM 本体の不具合



エンジンコントロール　1C-58
DTC P0560
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0560: バッ ク ア ッ プ電源系統異常
E22-202 端子電圧が 5V 以下と なった。

･ バッ ク ア ッ プ電源配線 / コネ ク タ

･ チャージングシステム

･ ECM

2

1

3

54

5V

WHT/RED E22-202C02-1

C01-1

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

WHTBLK

6

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. “RADIO ・ DOME” ヒ ューズ 5. CPU

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. ECM 6. “LAMP” ヒ ューズ

1. メ イ ン ヒ ューズボ ッ ク ス 4. 電源回路

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検 1

1) ECM から E22 コネ ク タ を外す。

2) E22 コネ ク タの “WHT” 端子～エンジンアース間の電
圧を測定する。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

･ 一時的な不具合

･ ECM 本体の不具合

Step 2 へ

2 電源回路の点検 2

1) 以下を点検する。

･ “WHT” 線、 “WHT/RED” 線及び “BLK 線” の断線
及び地絡

･ “RADIO ・ DOME” ヒ ューズ及び “LAMP” ヒ ューズ
の不良

･ チャージングシステムを点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “WHT” 線、 “WHT/
RED” 線又は “BLK”
線の断線又は地絡

･ “RADIO ・ DOME”
ヒ ューズ又は
“LAMP” ヒ ューズの
不良

･ チャージングシステ
ムの不具合



エンジンコントロール　1C-59
DTC P0601 / P2228 / P2229
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

2) 可能であればエンジンを始動する。

故障診断

DTC P0602
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0601: ECM 内部異常 ( メ モ リ エ ラー )
ECM 内部異常 ( メ モ リ エラー )

･ ECM

P2228: 大気圧センサ系統 Low 異常
ECM 内部異常 ( 大気圧センサ不良 )

P2229: 大気圧センサ系統 High 異常
ECM 内部異常 ( 大気圧センサ不良 )

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC の再確認

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF にし て、 再度 DTC が検出さ
れるか確認する。

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 ECM 電源回路の点検

1) ECM の電源回路を点検する。 （1C-11 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ ECM 電源回路の不具
合

診断内容 推定不具合箇所

P0602: ECM 内部異常 ( プログラムエ ラー )
ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエラー )

･ ECM プロ グ ラ ム / リ プロ グ ラ ムの不具合

･ ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC の再確認

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF にし て、 再度 DTC が検出さ
れるか確認する。

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 リ プログラムの実行

1) ECM の ソ フ ト ウ ェ アを リ プロ グ ラ ムする。

2) 再度ダ イ アグ コー ド が検出されるか確認する。

点検結果は OK か？

･ 診断完了 ( プロ グ ラ
ム / リ プロ グ ラ ムの
不具合 )

Step 3 へ

3 ECM 電源回路の点検

1) ECM の電源回路を点検する。 （1C-11 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ ECM 電源回路の不具
合



エンジンコントロール　1C-60
DTC P0620 / P0622
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 完全暖機後、 以下の状態にする。

･ ブロ ワ フ ァ ン ： ON

･ ヘッ ド ラ ンプ ： ON

･ リ ヤデフ ォ ッ ガ ： ON

2) 車両停止状態で 5 分間エンジン回転速度を 4,000rpm にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0620: ジ ェ ネレータ制御信号系統異常
ジェネレータ制御時、 以下の状態が一定時間以上継続し
た。

･ バッ テ リ 電圧＞ 13.48V

･ ジェネレータ制御信号＜ 89.8％

･ フ ィ ール ド モニ タ信号＞ジェネレータ制御信号＋ 10.2
％

･ ジェネレータ配線 / コネ ク タ

･ ジェネレータ

･ ECM

P0622: ジ ェ ネレータ フ ィ ールド モニ タ信号系統異常
ジェネレータ制御時、 フ ィ ール ド モニ タ信号が 5 秒以上
0％と なった。

1

8

7

3

6

4

9

10

5V

BLU/YEL

BLU/WHT

12V

52

C32-22C09-3

C10-1

C09-1 C32-6

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

[B][A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

BLK

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. フ ィ ール ド コ イル 7. 6.4V

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 4. IC 8. バッ テ リ へ

1. ジェネレータ 5. 比較回路 9. ECM

2. ステータ コ イル 6. レギ ュ レータ 10. CPU
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ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ジ ェ ネレータ信号回路の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) ジェネレータから C09 コネ ク タ を外す。

3) “BLU/WHT” 線及び “BLU/YEL” 線の断線、 地絡及び
天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ “BLU/WHT” 線又は
“BLU/YEL” 線の断
線又は地絡又は天絡

2 ECM の点検

1) ECM に C32 コネ ク タ を取 り 付け る。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 ジェネレータから外
し た C09 コネ ク タの “BLU/WHT” 端子～エンジンアー
ス間の電圧を測定する。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 3 へ ･ ECM 本体の不具合

3 ジ ェ ネレータの点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) ジェネレータに C09 コネ ク タ を取 り 付け る。

3) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C32 コネ ク タの
“BLU/YEL” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 6V か？

･ ECM 本体の不具合 ･ ジェネレータ本体の
不具合



エンジンコントロール　1C-62
DTC P1638
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P1638 ： アース回路異常

･ E22-214 端子のアース回路異常を検出し た。

･ ECM ～ボデーアース間の配線 / コネ ク タ

･ ECM

［A］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ECM

［B］ : コネ ク タ “C32” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. CPU

1

2

5V
12V

[B][A]

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

[a]

BLK E22-214

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 コ ンビネーシ ョ ン メ ータの点検

1) ECM から E22 コネ ク タ を外す。

2) “BLK” 線の断線を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “BLK” 線の断線



エンジンコントロール　1C-63
DTC P2627 / P2628
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
P0030 を参照する。 （1C-27 参照）

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

DTC U0073
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ バッ テ リ電圧 ： 約 10 ～ 15V

1) エンジンを始動し、 約 2 秒以上ア イ ド ル運転する。

故障診断

･ 「CAN 通信故障診断 　 CAN 通信バスオフ異常の故障診断」 を行 う 。 （1C-69 参照）

診断内容 推定不具合箇所

P2627 ： A/F センサ調整抵抗 Low 異常
C32-28 端子電圧が 5 秒以上 0.29V 以下 と なった。

･ A/F センサ ( 調整抵抗 ) 配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ ( 調整抵抗 )

･ ECMP2628 ： A/F センサ調整抵抗 High 異常
C32-28 端子電圧が 5 秒以上 4.69V 以上 と なった。

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 調整抵抗信号回路の点検

1) A/F センサから C47 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 C47 コネ ク タの
“YEL” 端子～ “BLK” 端子間の電圧を測定する。

電圧は約 5V か？

Step 3 へ Step 2 へ

2 調整抵抗信号線の点検

1) ECM から C32 コネ ク タ を外す。

2) “YEL” 線及び “BLK” 線の断線、 地絡及び天絡を点検
する。

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ “YEL” 線又は
“BLK” 線の断線又は
地絡又は天絡

3 センサの単体点検

1) A/F センサの調整抵抗を点検する。 （1C-79 参照）

点検結果は OK か？

･ ECM 本体の不具合 ･ センサ本体の不具合

診断内容 推定不具合箇所

U0073: CAN 通信バスオフ異常
CAN 通信情報を送受信でき ない。

･ CAN 通信線 / コネ ク タ

･ ECM

･ AT コ ン ト ローラ

･ コ ンビネーシ ョ ン メ ータ



エンジンコントロール　1C-64
DTC U0101
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ バッ テ リ電圧 ： 約 10 ～ 15V

1) エンジンを始動し、 約 2 秒以上ア イ ド ル運転する。

故障診断

･ 「CAN 通信故障診断 　 CAN 通信受信異常の故障診断」 を行 う 。 （1C-67 参照）

診断内容 推定不具合箇所

U0101: CAN 通信受信異常 (AT/CVT)
AT コ ン ト ローラからの CAN 通信情報が受信でき ない。

･ CAN 通信線 / コネ ク タ

･ ECM

･ AT コ ン ト ローラ

･ コ ンビネーシ ョ ン メ ータ



エンジンコントロール　1C-65
CAN通信故障診断

概要
以下に故障診断機と 各コ ン ト ローラ間の通信方法を示す。

4

3

1 2

:[A]

[A]: CAN 通信線

No. 名称
故障診断機との

通信方法
ダイアグコー ド (DTC) 確認方法

Suzuki SDT CAN バス
チ ェ ッ ク機能

1 コ ンビネーシ ョ ン メ ータ — — —
2 SDL コネ ク タ — — —
3 AT コ ン ト ローラ CAN 通信 Suzuki SDT 対応

4 ECM CAN 通信 Suzuki SDT 対応
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CAN 通信システム回路図

4

3

1

RED/BLK

WHT/BLK

RED/BLK

WHT/BLK

RED

WHT

RED

WHT

RED

WHT

2

G21-6

G21-14

55

(C)

(B)

(A)
E17-217

E17-207

G58-207

G58-208

E22-219

E22-204

E22-218

E22-203

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445
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201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

[a]

[b]

[D]

9 10 11 12 13 14 15 16

1 2 3 4 5 6 7 8

[A] [B]

RED

WHT

G58-205

G58-206

201

211

202

212

203

213

204

214

205

215

206

216

207

217

208

218

209

219

210

220

[C] 

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[A]: コネ ク タ “G58” ( 矢視 ： ［a］ ) [D]: コネ ク タ “E22” ( 矢視 ： ［a］ ) 3. AT コ ン ト ローラ

[B]: コネ ク タ “G21” ( 矢視 ： ［b］ ) 1. コ ン ビネーシ ョ ン メ ータ 4. ECM

[C]: コネ ク タ “E17” ( 矢視 ： ［a］ ) 2. SDL コ ネ ク タ 5. CAN ド ラ イバ
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CAN 通信受信異常の故障診断
いずれかのコ ン ト ローラで CAN 通信受信異常が出力された場合、 下記に従い点検を行 う 。

参考

･ 本故障診断は、 重複故障を考慮し ていない。
 

1) Suzuki SDT を使用し、 ECM 及び AT コ ン ト ローラのダ イ アグ コー ド を点検し、 CAN 通信バスオフ異常が検出さ
れていないこ と を確認する。

注意!
 

･ 「いずれかのシステムで CAN 通信バスオフ異常を検出し ている」 及び 「ECM、 AT コ ン ト ローラ共にダイ
アグコー ド (DTC) が確認出来ない ( 通信出来ない )」 場合は、 CAN 通信バスオフ異常の故障診断を行な う。
（1C-69 参照）

 

2) 車両の仕様及び装備を確認し、 装備別診断フ ロー選択一覧表を選択する。

3) Suzuki SDT の 「通信バスチェ ッ ク」 を使用し て通信不能 ( 画面に表示されない ) のコ ン ト ローラ を確認し た後、
診断フ ロー (A ～ D) を 1 つ選択し故障診断を行な う 。

注意!
 

･ 「装備別診断フ ロー選択一覧表から診断フ ローを選択出来ない」 及び 「2 つ以上の診断フ ローが選択出来
た」 場合は、 CAN 通信バスオフ異常の故障診断を行な う。 （1C-69 参照）

 

装備別診断フ ロー選択一覧表

参考

･ 診断フ ロー A ～ C は、 CAN 通信システム回路図の CAN 通信線 (A) ～ (C) と リ ン ク し ている。
 

故障診断フ ローチャー ト

診断フ ロー A

通信不能コ ン ト ローラ 診断フ ロー

AT コ ン ト ローラのみ A

AT コ ン ト ローラ及び ECM B

全てのコ ン ト ローラ C

ECM のみ D

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 AT コ ン ト ローラ電源、 アースの点検

1) AT コ ン ト ローラの電源、 アース回路を点検する。

点検結果は OK か？

Step2 へ ･ AT コ ン ト ローラの電
源、 アース回路の不
具合

2 CAN 通信線の断線点検

1) バッ テ リ のマイナス端子を外す。

2) E17 及び E22 コネ ク タ を外す。

3) E17 ～ E22 コネ ク タ間の “RED” 線及び “WHT” 線の
断線を点検する。

点検結果は OK か？

Step3 へ ･ ECM ～ AT コ ン ト
ローラ間 (A) の
“RED” 線又は
“WHT” 線の断線

3 ECM の点検

1) E22 コネ ク タ を接続し、 G58 コネ ク タ を外す。

2) E17 コネ ク タの “RED” 端子～ “WHT” 端子間の抵抗
値を点検する。

抵抗値は 114 ～ 134Ω か？

･ AT コ ン ト ローラの不
具合

･ ECM の不具合
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診断フ ロー B

診断フ ロー C

診断フ ロー D

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 CAN 通信線の断線点検

1) バッ テ リ のマ イナス端子を外す。

2) G58 及び E22 コネ ク タ を外す。

3) G58 ～ E22 コネ ク タ間の “RED” 線及び “WHT” 線の
断線を点検する。

点検結果は OK か？

Step2 へ ･ ECM ～コ ンビネー
シ ョ ン メ ータ間 (B)
の “RED” 線又は
“WHT” 線の断線

2 ECM の点検

1) E22 コネ ク タ を接続する。

2) G58 コネ ク タの “RED” 端子～ “WHT” 端子間の抵抗
値を点検する。

抵抗値は 114 ～ 134Ω か？

･ コ ンビネーシ ョ ン
メ ータの不具合

･ ECM の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 CAN 通信線の断線点検

1) バッ テ リ のマ イナス端子を外す。

2) Ｇ58 コネ ク タ を外す。

3) Ｇ58 ～ Ｇ21 コネ ク タ間の “RED/BLK” 線及び “WHT/
BLK” 線の断線を点検する。

点検結果は OK か？

Step2 へ ･ コ ンビネーシ ョ ン
メ ータ～ SDL コネ ク
タ間 (C) の “RED/
BLK” 線又は “WHT/
BLK” 線の断線

2 コ ンビネーシ ョ ン メ ータの点検

1) Ｇ58 コネ ク タ を接続し、 E22 コネ ク タ を外す。

2) Ｇ21 コネ ク タの “RED/BLK” 端子～ “WHT/BLK” 端
子間の抵抗値を点検する。

抵抗値は 114 ～ 134Ω か？

･ CAN 通信バスオフ異
常の故障診断を行 う 。
（1C-69 参照）

･ コ ンビネーシ ョ ン
メ ータの不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源、 アースの点検

1) ECM の電源及びアース回路を点検する。

点検結果は OK か？

･ ECM の不具合 ･ ECM の電源、 アース
回路の不具合
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CAN 通信バスオフ異常の故障診断
いずれかのコ ン ト ローラで CAN 通信バスオフ異常が検出された場合、 以下の手順に従い点検を行 う こ と 。

1) Suzuki SDT を使用し、 ECM のダ イ アグ コード (DTC) を確認する。

･ ECM と 通信でき た場合 → 手順 2) へ

･ ECM と 通信でき ない場合 →Suzuki SDT 本体及び通信ケーブル、 SDL コネ ク タの電源及びアース を点検し、 前
記項目が全て正常な場合 → 手順 2) へ。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし、 SDL コネ ク タの下記端子の波形を観測する。

3) 観測し た波形と 異常波形一覧表内の波形を比較し、 不具合系統及び不具合内容を判定する。

参考

･ 以下の波形は、 Suzuki SDT によ り観測し た参考波形である。

･ 異常波形一覧表内の波形は、 異常発生中の CAN 通信波形の一部をサンプ リ ングし たものであ り、 常に同
一の波形が観測できる とは限ら ない。 また、 車両の仕様、 異常発生箇所、 異常状態等によ り観測波形は異
なる場合がある。

 

正常波形

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 + G21-6 ・ RED/BLK

– ボデーアース

CH2 + G21-14 ・ WHT/BLK

– ボデーアース

正常波形 解説

CANH、 CANL 共に 2.5V が基
準電圧 と なっている。
CANH は 2.5 ～ 3.5V の波形、
CANL は 2.5 ～ 1.5V の波形と
なっている。

[A]: CH1 及び CH2 の GND レベルを示す [D]: CH1(CANH) の観測波形を示す

[B]: 各 CH の VOLTS/div を示す [E]: CH2(CANL) の観測波形を示す

[C]: 各 CH の TIME/div を示す
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異常波形一覧表

不具合内容
不具合系統

解説
CANH 系統 CANL 系統

地絡

CANH 系統地絡
CANH、 CANL 共に GND
レベル (0V) に固定されて
いる。
CANL 系統地絡
CANH、 CANL 共に GND
レベル (0V) が基準と なっ
ている。
CANH は 0 ～ 3V で不規
則に振れる波形、 CANL
は 0V に固定と なってい
る。

断線

CANH 系統断線
CANH、 CANL の基準電
圧レベルは不安定で、 正
常時 (2.5V) よ り 低い値を
示す傾向にあ る。 また、
CANH の波形は不規則に
振れるが、 CANL の波形
はほぼ一定 と なっている。
CANL 系統断線
CANH、 CANL の基準電
圧レベルは不安定で、 正
常時 (2.5V) よ り 高い値を
示す傾向にあ る。 また、
CANH の波形はほぼ一定
と なっているが、 CANL
は不規則に振れる波形と
なっている。

天絡 (12V)

CANH、 CANL 共に 12V
固定 と なっている。
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天絡 (5V)

CANH 系統天絡 (5V)
CANH、 CANL 共に 5V が
基準電圧 と なっている。
CANH は 5V 付近で不規
則に振れる波形、 CANL
は 5 ～ 2V の不規則な波
形 と なっている。
CANL 系統天絡 (5V)
CANH、 CANL 共に 5V が
基準電圧かつ同位相なっ
てお り 、 5 ～ 2.5V で不規
則に振れる波形 と なって
いる。

線間短絡

CANH、 CANL 共に 2.5V
付近に固定されている。

不具合内容
不具合系統

解説
CANH 系統 CANL 系統
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4) 以下のフ ローチャー ト に従い点検を行 う 。

参考

･ 以下のフ ローチャー ト 内において、 Suzuki SDT を使用し通信バスチ ェ ッ クによる点検を行う際は、 下表を
参照し良否判定を行う こ と。

･ 点検前に車両の仕様を確認し、 装着されている コ ン ト ローラ を把握し てお く こ と。
 

判定 判定条件

正常 ･ CAN バス上に接続されている コ ン ト ローラが全て画面に表示されている こ と。

･ 画面上のコ ン ト ローラ名称の背景色が全て白色であ る こ と 。

･ 1 分間以上モニ タ し ていて も上記状態のま ま変化し ないこ と 。

異常 ･ CAN バス上に接続されている コ ン ト ローラの一部又は全てが画面に表示されない。

･ コ ン ト ローラ名称の背景色が灰色 ( コ ン ト ローラが減少し た ) 又は水色 ( コ ン ト ローラが増加し
た ) に変化する。

･ 通信バスチェ ッ ク が実行でき ない。

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 CAN 通信線の点検

1) CAN 通信線に接続された全てのコ ン ト ローラ コネ ク タ
を外す。

2) 手順 3) で判定し た情報を基に、 各コ ン ト ローラ間の配
線 ( “RED” 線又は “WHT” 線 ) 及びコ ンビネーシ ョ ン
メ ータ～ SDL コネ ク タ間の配線 ( “RED/BLK” 線又は
“WHT/BLK” 線 ) の点検 ( 断線、 地絡、 線間短絡、 天絡
のいずれか ) を行 う 。

点検結果は OK か？

Step2 へ ･ CAN 通信線の不具合

2 コ ンビネーシ ョ ン メ ータの点検

1) G58 コネ ク タ を接続する。

2) SDL コネ ク タの “RED/BLK” 端子～ “WHT/BLK” 端子
間の抵抗値を点検する。

抵抗値は 114 ～ 134Ω か？

Step3 へ ･ コ ンビネーシ ョ ン
メ ータの不具合

3 ECM の点検

1) E22 コネ ク タ を接続し、 G58 コネ ク タ を外す。

2) E17 コネ ク タの “RED” 端子～ “WHT” 端子間の抵抗
値を点検する。

抵抗値は 114 ～ 134Ω か？

･ AT コ ン ト ローラの不
具合

･ ECM の不具合
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アイドル点検

点検を行 う 前に以下の項目を確認する。

･ ダ イ アグ コード が正常であ る こ と を確認する。

･ エンジンを完全暖機状態にする。

･ 全ての電気負荷が作動し ていない こ と を確認する。

アイ ドル回転速度基準値
900 ± 50rpm( ニュー ト ラル、 N レンジ測定値 )

ア イ ド ル回転速度が基準値から外れている場合は以下
の項目を点検する。

･ Suzuki SDT データ リ ス ト の 「エンジン回転速度」 の
点検 （1C-21 参照）

･ 点火時期の点検 （1C-73 参照）

･ バッ テ リ 電圧、 比重の点検 ( チャージング回路含む )
( 整備編 42-81AH0 SEC 1D 参照 ) 

･ ISC バルブの点検 （1C-76 参照）

･ ア イ ド ル不調の原因 と な る以下の各項目

－ISC システム

－ イ ンテーク システムエア吸込み (PCV バルブ含む )

－燃圧

－ フ ューエルイ ンジェ ク タ

－ イ グニ ッ シ ョ ン コ イル

－ スパーク プラ グ

－圧縮 ( バルブ ク リ ア ラ ン ス含む )

－ エキゾース ト システム

点火時期の点検

点検を行 う 前に以下の項目を確認する。

･ ダ イ アグ コード が正常であ る こ と を確認する。

･ エンジンを完全暖機状態にする。

･ 全ての電気負荷が作動し ていない こ と を確認する。

･ ア イ ド ル回転速度が基準値内であ る こ と を確認する。

1) イ ニシ ャル点火時期にセ ッ ト する。
Suzuki SDT を使用し て 「イ ニシ ャル点火時期固定」
にて点火時期を固定する。

2) ク ラ ンプ矢印を スパーク プラ グ方向に向け、 特殊工
具を No.1 シ リ ンダのイ グニ ッ シ ョ ン コード ( 緑色
)(1) に接続する。

特殊工具
(A) ：  09930–76420 

3) ス ロ ッ ト ル全閉のま まで、 ウ ォータポンプ ( ジェネ
レータ ) ベル ト カバーの凸部 (1) と ク ラ ン ク シ ャ フ
ト プー リ の刻印位置 (2) で、 点火時期が基準値であ
るか点検する。

基準値
5 ± 3°BTDC/900 ± 50rpm

4) 点火時期が基準値に収ま っている場合は、 イ ニシ ャ
ル点火時期の固定を解除し て、 ス ロ ッ ト ル開度に応
じ て進角が行われる こ と を確認する。

5) 点火時期が基準値から外れている場合は無調整式の
ため、 不具合部位修理後、 再点検する。

1

(A)

2

1
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整備

キャニスタパージVSVシステム点検

警告!
 

･ キャニス タパージ VSV システム内に含まれる燃
料蒸発ガスは人体に有害なため、 点検を行う時に
は、 システム内のエアを吸い込まないこ と。

 

注意!
 

･ 故障の原因と なるため、 キャニス タパージ VSV
に -86kPa 以上の負圧を掛けないこ と。

 

1) DTC が検出されている場合、 DTC を消去する。
（1C-22 参照）

2) キ ャ ニス タパージ VSV システムを点検する。
異常があれば、 以下をチェ ッ クする。

･ 配線 / コネ ク タ

･ バキ ューム経路

･ キ ャ ニス タパージ VSV （1C-74 参照）

a) キ ャ ニス タパージ VSV(1) のバキ ュームホースの
代わ り に、 特殊工具を取 り 付け る。

特殊工具
(A) ：  09917–47011

b) Suzuki SDT を使用し、 ア ク テ ィ ブテス ト の
「EVAP 制御」 を選択する。

c) キ ャ ニス タパージ VSV が非作動時 ( デューテ ィ
比 0％) には、 特殊工具によ り -60kPa の負圧が
かか り 、 作動時 ( デューテ ィ 比 100％) には負圧
がかからずキ ャニス タパージ VSV のパイプ間が
連通する こ と を点検する。

キャニス タパージ VSV 点検

1) イ グニ ッ シ ョ ンを OFF にし て コネ ク タ を外し、 端
子間の抵抗を測定する。

基準値

･ 32 ± 2Ω(20 ℃ )

2) キ ャ ニス タパージ VSV の動作確認をする。
異常があれば、 キ ャニス タパージ VSV を交換する。

a) キ ャニス タパージ VSV のバキ ュームホースの代
わ り に、 バキ ュームポンプゲージを取 り 付け る。

特殊工具
(A) ：  09917–47011

b) コネ ク タが外れた状態の時、 バキ ュームパイプ
(1) に -60kPa の負圧が掛かる こ と を点検する。

c) バッ テ リ をキ ャ ニス タパージ VSV に接続し た
時、 バキ ュームパイプ (1) に負圧が掛からず、
キ ャニス タパージ VSV のパイプ間が連通する こ
と を点検する。

［A］ : キ ャ ニス タパージ VSV 非作動時 ( デューテ ィ 比 0%)

［B］ : キ ャ ニス タパージ VSV 作動時 ( デューテ ィ 比 100%)

[A] [B]

(A)

1

(A)

1

1. キ ャニス タパージ VSV 2. 抵抗計

2

1

1

1

(A)

(A)
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ECM 取外し / 取付け

注意!
 

･ ECM に衝撃を与えないこ と。
 

取外し

1) バッ テ リ のマイナス端子を取 り 外す。

2) ウ ォ ッ シ ャ タ ン ク を取 り 外す。

3) ECM から C32 及び E22 コネ ク タ を外す。

a) ロ ッ ク レバー (1) のロ ッ ク (2) を外す。

b) ロ ッ ク レバーを全開位置にし、 コネ ク タ を外す。

4) ECM をブラ ケ ッ ト から取 り 外す。

取付け

1) ECM(1) をブラ ケ ッ ト (2) に取 り 付け、 ECM 取付
ナッ ト を規定の ト ルク で締め付ける。

締付 ト ルク
ECM 取付ナ ッ ト  （a） ：  5.5N ・ m

2) ECM に C32 及び E22 コネ ク タ を付ける。

a) ロ ッ ク レバー (1) が全開位置であ る こ と を確認
する。

b) ECM(1) に C32 及び E22 コネ ク タ (2) を奥まで差
し込む。

c) ロ ッ ク レバー (1) を全閉位置にし、 C32 及び E22
コネ ク タがロ ッ ク されたか確認する。

スロットルボデー構成図

2 1

(a)

(a)

1

2

1

1. ス ロ ッ ト ルボデー : 3.5N ・ m

2. プレ ッ シ ャセンサ : 2.5N ・ m

3. ス ロ ッ ト ルセンサ

1

2

1

1

1

2

3

(a)

(b)
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ISCバルブ点検

注意!
 

･ アイ ド リ ングに不具合がある場合は、 ISC 作動波
形 (SEC 1A 参照 )、 ハーネスの点検、 ISC バルブ
の点検を行う こ と。

 

参考

･ ISC バルブはスロ ッ ト ルボデーと一体のため、 異
常がある場合はスロ ッ ト ルボデーを交換する。

 

システム点検
Suzuki SDT を使用し、 ア ク テ ィ ブテス ト の 「ア イ ド ル
回転速度制御」 によ り ISC バルブの作動を確認する。

単体点検

1) ISC バルブ (1) から コネ ク タ を外し ISC バルブのコ
イル抵抗 (1-2、 2-3、 4-5、 5-6 の各端子間の抵抗 )
を測定する。

ISC バルブ コ イル抵抗基準値

･ 30 ± 1.2Ω(20 ℃ )

スロットルセンサ点検

参考

･ スロ ッ ト ルセンサは無調整式のため、 異常がある
場合はスロ ッ ト ルセンサを交換する。

 

システム点検
Suzuki SDT のデータ リ ス ト でパラ メ ータ 「ス ロ ッ ト ル
センサ」 をグ ラ フ表示にし て、 ス ロ ッ ト ル開度に応じ、
ス ロ ッ ト ルセンサ電圧が下図のよ う に変化する こ と を
確認する。 また、 ス ロ ッ ト ル全閉時にパラ メ ータ 「ア
イ ド ルス イ ッチ」 が ON になっているか確認する。

単体点検

1) ス ロ ッ ト ルセンサ (1) の 2 端子～ 3 端子間の抵抗が
ス ロ ッ ト ル開度の変化 ( 全閉→全開 ) に応じ て徐々
に減少する こ と を確認する。

2) ス ロ ッ ト ルセンサの 1 端子～ 3 端子間の抵抗を測定
する。

基準値

･ 5 ± 1 kΩ

スロットルボデー取外し/取付け

取外し、 取付けはイ ンテーク システム構成図を参照す
る。 (SEC 1A 参照 )

2. 抵抗計

1

2

3

4

5

6

2

1

[A]: ス ロ ッ ト ルセンサ電圧 (V)

[B]: 全閉

[C]: 全開

1. ス ロ ッ ト ルレバー回転角

4.1

0.8

1

[A]

[B] [C]

3 2 1

1
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プレッシャセンサ取外し/取付け

･ O リ ングにへた り 、 損傷が無いか点検する。

プレッシャセンサ単体点検

注意!
 

･ 故障の原因と なる為、 プレ ッ シャセンサに –
60kPa 以上の負担を掛けないこ と。

 

1) プレ ッ シ ャセンサを取 り 外す。

2) プレ ッ シ ャセンサ (1) の出力電圧を確認する。
異常があれば、 プレ ッ シ ャセンサを交換する。

a) 単 3 電池 (1.5V)(2) を 3 個直列に繋ぎ、 電圧が
4.5 ～ 5.0V であ る こ と を確認する。

b) 図のよ う にプレ ッ シ ャセンサに特殊工具、 電池、
サーキ ッ ト テス タ (3) を接続する。

特殊工具
(A) ：  09917–47011 

c) 特殊工具で負圧を徐々にかけた と き電圧が徐々
に下がる事を確認する。

参考値
5V 接続、 気温 20 ℃、 大気圧 101.3kPa の場合
大気圧時 : 約 1.98V
負圧 (–60kPa) 時 : 約 0.91V

カム角センサ車上点検

1) カム角センサから C18 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし た時の C18 コネ ク タ
の “BLU/BLK” 端子 (1) ～ボデーアース間の電圧が
バッ テ リ 電圧であ る こ と を確認する。
異常があれば、 カム角センサ電源配線 / コネ ク タ を
点検する。

3) コ ン ト ローラ基準波形一覧 を参照し て、 センサ信
号波形を確認し、 異常なパルスがないか点検する。
（1C-15 参照）
異常があれば、 以下を点検する。

･ 配線 / コネ ク タの点検

･ カム角センサ単体点検 （1C-78 参照）

カム角センサ 取外し /取付け

･ O リ ングにエンジンオイルを塗布する こ と。

･ カム角センサボル ト は規定の ト ルク で締め付ける こ
と 。

締付 ト ルク
カム角センサボル ト ：  11 N ・ m

4. 特殊工具付属のアダプタ

(A)

1 2 3

3

2

1

4

1
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カム角センサ単体点検

1) カム角センサを取 り 外す。 （1C-77 参照）

2) 以下を点検する。

･ O リ ング (1) のへた り 、 損傷

･ センサ表面およびシグナルロータの亀裂、 損傷、
金属粉の付着

3) カム角センサの抵抗値を確認する。
異常があれば、 カム角センサを交換する。 （1C-77
参照）

a) 図のよ う に 12V バッ テ リ (1) およびサーキ ッ ト
テス タ (2) をカム角センサ (3) に接続する。

b) 図のよ う にセンサの先端に ド ラ イバ (4) など を
近づけて動かし た時、 抵抗値が変化する こ と を
確認する。

参考

･ センサと ド ラ イバの間隔は約 1mm 開ける こ と。
 

カム角センサ抵抗値
220Ω 以下←→無限大

クランク角センサ車上点検

1) ク ラ ン ク角センサから C46 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし た時の C46 コネ ク タ
の “BLU/BLK” 端子 (1) ～ボデーアース間の電圧が
バッ テ リ 電圧であ る こ と を確認する。
異常があれば、 ク ラ ン ク角センサ電源配線 / コネ ク
タ を点検する。

3) コ ン ト ローラ基準波形一覧を参照し て、 センサ信号
波形を確認し、 異常なパルスがないか点検する。
（1C-15 参照）
異常があれば、 以下を点検する。

･ 配線 / コネ ク タの点検

･ ク ラ ン ク角センサ単体点検 （1C-78 参照）

クランク角センサ 取外し/取付け 
･ O リ ングにエンジンオイルを塗布する こ と 。

･ ク ラ ン ク角センサボル ト は規定 ト ルク で締め付ける
こ と 。

締付 ト ルク
ク ラ ン ク角センサボル ト ：  11 N ・ m

クランク角センサ単体点検

1) ク ラ ン ク角センサを取 り 外す。 （1C-78 参照）

2) 以下を点検する。

･ O リ ング (1) のへた り 、 損傷

･ センサ表面およびシグナルロータの亀裂、 損傷、
金属粉の付着

1

3

4

21

1

2

3

1

1
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3) ク ラ ン ク角センサの抵抗値を確認する。
異常があれば、 ク ラ ン ク角センサを交換する。 （1C-
78 参照）

a) 図のよ う に 12V バッ テ リ (1) およびサーキ ッ ト
テス タ (2) を ク ラ ン ク角センサ (3) に接続する。

b) 図のよ う にセンサの先端に ド ラ イバ (4) などを
近づけて動かし た時、 抵抗値が変化する こ と を
確認する。

参考

･ センサと ド ラ イバの間隔は約 1mm 開ける こ と。
 

ク ラ ン ク角センサ抵抗値
220Ω 以下←→無限大

吸気温センサ単体点検

1) 吸気温センサを取 り 外す。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.3 
42-81AL0 SEC 1A 参照 )

2) 吸気温センサ (1) を図のよ う にし て暖め、 端子間抵
抗値を測定し、 グ ラ フに沿って変化する こ と を確認
する。

A/Fセンサ点検

A/F センサ点検

1) コ ン ト ローラ端子基準電圧を参照し て A/F センサ
の電圧を確認する。 （1C-12 参照）
異常があれば、 配線の損傷およびエキゾース ト シス
テムに漏れがないか点検する。
すべて正常であれば、 A/F センサを交換する。 （1C-
80 参照）

A/F センサ ヒータの点検

1) A/F センサから C47 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし た時の C47 コネ ク タ
の “BLU/BLK” 端子 (1) ～ボデーアース間の電圧が
バッ テ リ 電圧であ る こ と を確認する。
異常があれば、 A/F センサ ヒ ータ電源配線 / コネ ク
タ を点検する。

3) A/F センサコネ ク タ 3 端子～ 4 端子間の抵抗を測定
する。
異常があれば、 A/F センサを交換する。 （1C-80 参
照）

参考

･ 温度によ り、 A/F センサ ヒータの抵抗は大き く
影響を受ける。 正しい温度でセンサの抵抗を測定
する こ と。

 

A/F センサ ヒータ 抵抗値

･ 2.5 ～ 3.3Ω(20 ～ 30°C)

[A]: サー ミ ス タ抵抗値 (kΩ)

[B]: 温度 (°C)

4

2 31

1

2

3

[B]20 40 60 80

(5.740)

(1.150)

(0.584)

2.320 - 2.590

0.310 - 0.326

[A]

1

4 3 2 1

7 6 5
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A/F センサ調整抵抗の点検
A/F センサコネ ク タの 1 端子～ 2 端子間の抵抗を測定
する。

基準値

･ 1 ～ 100kΩ(20 ℃ )

参考

･ センサ毎に調整し てある為コネク タのみの交換は
行わないこ と。

 

A/F センサ取外し/ 取付け

･ 取外し、 取付けはエキゾース ト システム構成図 を参
照し て行 う 。 (SEC 1A 参照 )

･ 取付後、 エンジンを始動し、 排出ガスが漏れていな
いか確認する こ と 。

リヤO2センサ点検

リヤ O2 センサ 単体点検

1) 完全暖機後エンジンを 2,000rpm で 1 分間保持し た
後数回レーシングを行い、 リ ヤ O2 センサを活性化
させる。

2) A/F センサから C47 コネ ク タ を外す。

3) リ ヤ O2 センサから C12 コネ ク タ を外し、 リ ヤ O2

センサコネ ク タ (1) の ［a］、 ［b］、 ［d］ 端子と C12
コネ ク タ (2) の ［a］、 ［b］、 ［d］ 端子間を下図のよ う
に接続し、 リ ヤ O2 センサコネ ク タの ［c］ 端子～エ
ンジンアース間にオシ ロ ス コープ (3) を接続する。

注意!
 

･ 各端子をシ ョ ー ト させないよ う注意する こ と。
 

4) リ ヤ O2 センサ出力電圧 (1) が下図のよ う にな る こ と
を確認する。
異常があれば、 リ ヤ O2 センサを交換する。 （1C-81
参照）

リヤ O2 センサヒータの点検

5) リ ヤ O2 センサから C12 コネ ク タ を外す。

6) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし た時の C12 コネ ク タ
の “BLU/BLK” 端子 (1) ～ボデーアース間の電圧が
バッ テ リ 電圧であ る こ と を確認する。
異常があれば、 リ ヤ O2 センサ ヒ ータ電源配線 / コ
ネ ク タ を点検する。

7) リ ヤ O2 センサコネ ク タ 1 端子～ 2 端子間の抵抗を
測定する。
異常があれば、 リ ヤ O2 センサを交換する。 （1C-81
参照）

参考

･ 温度によ り、 リヤ O2 センサヒータの抵抗は大き
く 影響を受ける。 正しい温度でセンサの抵抗を測
定する こ と。

 

リヤ O2 センサヒータ抵抗値

･ 5.4 ～ 6.6Ω(23 ℃ )

4 3 2 1

7 6 5

[b]
[b]

[d][d]

3

[c]

[a][a]

2
1

[A]: 電圧 (V)

[B]: 時間 ( 秒 )

2. 電圧一定 ( リ ッ チ状態 )/ ア イ ド ル時

3. 電圧上昇 ( リ ッ チ状態 )

4. 電圧下降 ( リ ッ チ状態 )

5. ア ク セル操作 OFF

6. ア ク セル操作 ON

[A]

[B]0 50
0

1
1

100

2

5

4

5

4

56 6 6

4 2

5

333

1
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リヤO2センサ取外し/取付け

･ 取外し、 取付けはエキゾース ト システム構成図を参
照し て行 う 。 (SEC 1A 参照 )

･ 取付作業終了後、 エンジンを始動し、 排出ガスが漏
れていないか確認する こ と 。

フューエルインジェクタ点検

抵抗値の点検
フ ューエルイ ンジェ ク タのコネ ク タ を外し てフ ューエ
ルイ ンジェ ク タ端子間の抵抗値を測定し、 基準値内に
収ま っているか点検する。

端子間抵抗基準値

･ 12.0 ± 0.3Ω(20 ℃ )

噴射量点検
フ ューエルイ ンジェ ク タ を取 り 外し て、 下記の要領で
点検する。

1) 下図のよ う に特殊工具を取 り 付け る。

特殊工具
A ：  09912–58421 （イ ンジ ェ ク タ チ ェ ッ キングホー
スセ ッ ト ）
B ：  09912–58442 （フ ューエルプレ ッ シャゲージ）
C ：  09930–88530 （イ ンジ ェ ク タ テス ト リー ド ）
D ：  09912–57610 （イ ンジ ェ ク タ チ ェ ッキングツー
ルプレー ト ）

2) フ ューエルポンプ リ レー (1) を取 り 外し、 ヒ ューズ
ボ ッ ク ス NO.1(2) 側コネ ク タの端子間を下図のよ う
にサービ ス ワ イヤで短絡する。

3) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし てフ ューエルポンプ
を作動させ、 燃圧が基準値内であ る こ と を確認す
る。 こ の と き イ グニ ッ シ ョ ン SW は、 START 位置に
はし ないこ と 。

基準値

･ 294 ± 5kPa( バッ テ リ電圧≧ 12V)

4) 12V のバッ テ リ を用意し て、 フ ューエルイ ンジェ ク
タに電圧を 15 秒間かけ る。 こ の と きの燃料噴射量
を メ スシ リ ンダで測定し、 基準値に収ま っているか
点検する。

警告!
 

･ この点検はガソ リ ンを噴射するため、 周囲の火気
には充分注意する こ と。 特に、 特殊工具 ( イ ン
ジ ェ ク タ テス ト リー ド ) をバッ テ リ に接続する と
き及び取り外すと きの火花に注意し、 なるべ く 距
離を と る こ と。

･ 噴射し たガソ リ ンは必ず容器に受ける こ と。
 

燃料噴射量基準値

･ 55.00 ± 1.65cm3/15sec

特殊工具
C ：  09930–88530 （イ ンジ ェ ク タ テス ト リー ド）

2

1



エンジンコントロール　1C-82
5) 前記のフ ューエルイ ンジェ ク タ噴射量の点検後、 特
殊工具 ( イ ンジェ ク タ テス ト リ ード ) をバッ テ リ か
ら外し、 フ ューエルポンプを作動させた状態で、 イ
ンジェ ク タ ノ ズルから燃料漏れがないか点検する。

限度値

･ 1 滴 /min

スパークプラグ点検

注意!
 

･ 電極の清掃を し ないこ と。

･ プ ラグギャ ッ プが基準値を外れる場合は調整せず
に交換する こ と。

 

･ スパーク プラ グを取 り 外し、 電極の汚れ、 損傷及び
絶縁碍子の焼損がないか点検する。

･ プラ グギ ャ ッ プを点検する。

締付 ト ルク
：  13 ～ 22 N ・ m

基準値

･ プ ラグギャ ッ プ “a” ： 0.7 ～ 0.8 mm

使用スパーク プ ラグ スパーク プ ラグの種類

NGK LKR7BI8

デン ソー IXU22HPR
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特殊工具/指定材料

特殊工具

09930–76420 09933–06320

タ イ ミ ング ラ イ ト ECM チェ ッ クハーネス 
120P

09917–47011 09912–57610

バキ ュームポンプゲージ イ ンジェ ク タチェ ッ キング
ツールプレー ト

〔組合せ特殊工具〕 ・ イ ン
ジェ ク タチェ ッ キングツー
ル (09912-57010) ・ イ ンジェ
ク タチェ ッ キングホース
セ ッ ト (09912-58421)

09912–58421 09912–58413

イ ンジェ ク タチェ ッ キング
ホースセ ッ ト

フ ューエルプレ ッ シ ャゲー
ジセ ッ ト

09930–88530 09912–58442

イ ンジェ ク タ テス ト リ ード フ ューエルプレ ッ シ ャゲー
ジ

09912-58413 の構成部品





エンジンエレクトリカル　1D-1

概要

ジェネレータ

・ ECMのジェネレータ発電制御採用に伴いFR端子を追加した。また電気負荷徐励機能をECMで行うものとした。

・ ICレギュレータ内のフィールドコイル稼働用トランジスタのON／OFF（デューティ）信号をFR端子からECMに出

力している。

・ C端子には、ECMからのジェネレータ発電制御（デューティ）信号が入力され、その信号によりジェネレータは

発電量（フィールドコイル稼働率）を調整する。

1. B 端子 3. L 端子 5. FR 端子

2. IG 端子 4. C 端子
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概要
主な変更点は以下のとおりである。

・ ATコントローラを変更した。なお、ATコントローラはECMとCAN通信により情報の伝達を行う。

・ ATコントローラはCAN通信によりSuzuki SDTと通信を行う。なお、ダイアグモニタカプラのDNS端子を廃止し、

ダイアグコードの表示はSuzuki SDTでのみ可能とした。

・ トルクコンバータを変更した。これに伴い以下の項目が変更となった。

－ストールトルク比：2.0→1.9
－ストール回転速度：3,800±150rpm→3,600±150rpm

注意事項

診断時の注意事項

･ 全ての点検を行 う 前に必ず 「AT フルード の点検」 を行 う こ と 。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-81AM0 SEC 2B 参照 )
また、 再現テス ト を行 う 前に AT フルード の交換、 補充、 調整は行なわないこ と 。

･ 以下の事項を守ら ない と 記憶されている ダ イ アグ コード が消去されて し ま う 事があ る ため注意する こ と 。

－AT コ ン ト ローラのコネ ク タは外さ ないこ と 。

－バッ テ リ のマイナス端子を外さ ないこ と。

－AT コ ン ト ローラのアース を外さ ないこ と 。

－RADIO ・ DOME ヒ ューズを外さ ない こ と。

･ CAN 通信の故障診断を行 う 際は、 以下の事項を守る こ と 。

－CAN 通信の故障診断を行 う 際は、 1 つのシステムを診断し て も不具合部位を特定する こ と は出来ない。 CAN 通
信を行っている全てのシステム ( 車両全体 ) において診断する こ と が必要であ る。

－作業終了後は必ず全てのシステムのダ イ アグ コード を消去する こ と 。

－CAN 通信受信異常、 CAN 通信バスオフ異常以外に複数のダ イ アグ コード が表示された場合は、 CAN 通信の故
障診断から始める こ と 。

－故障診断を行 う 前に必ずバッ テ リ 電圧が 12V 以上あ る こ と を確認する こ と 。

－社外品の機器又はオプシ ョ ン部品が CAN バス上に接続されていないか確認する こ と 。 接続されている場合は、
機器を外し た状態で故障診断を行 う こ と 。

－CAN 通信線を修理する場合は、 概要 ・ 整備 追補 No.4 SEC 0A 「故障診断 　 電気系統の点検 　 ツ イ ス ト ペア線 (2
本のよ り 線 ) の修理」 を参照し て行な う 。
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診断

トランスミッションコントロールシステム回路図
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1. 入力軸回転センサ 13. ECM 25. “AT” ヒ ューズ

2. 出力軸回転センサ 14. SDL コネ ク タ 26. “RADIO ・ DOME” ヒ ューズ

3. 車速センサ 15. バルブボデー 27. “BACK” ヒ ューズ

4. AT セレ ク ト レバー 16. シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 28. AT コ ン ト ローラ

5. 3 レ ンジ SW 17. シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 29. CPU

6. シフ ト ロ ッ ク ソ レ ノ イ ド 18. タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド 30. 電源回路

7. ス ト ッ プラ ンプ SW 19. ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド 31. バ ッ ク ア ッ プ RAM

8. シフ ト SW 20. AT 油温センサ 32. CAN ド ラ イバ

9. バ ッ ク ア ッ プラ ンプ 21. IG SW 33. シール ド ワ イ ヤ

10. コ ン ビネーシ ョ ン メ ータ 22. ヒ ューズボ ッ ク ス No.1 34. 各コ ン ト ローラへ

11. AT 警告灯 23. メ イ ン ヒ ューズボ ッ ク ス 35. エンジンアース

12. シフ ト イ ンジケータ 24. バ ッ テ リ 36. ボデーアース
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コントローラ端子基準電圧(参考)
注意!

･ 各電圧を測定する と きは、 「作業場の注意 ・ 電気系」 の注意を必ず守る こ と。 （整備編 42-81AH0 SEC 0A 参
照）

 

参考

･ 各端子電圧はバッ テ リ電圧に左右されるので、 バッ テ リ電圧が約 12V である こ と を確認する こ と。
 

コ ン ト ローラ端子配列

E17 コネク タ

［A］ : コネ ク タ “E16” ( ［a］ ： 矢視 ) ［B］ : コネ ク タ “E17” ( ［a］ ： 矢視 )

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]

[a]

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

1 シフ ト SW ： R RED 約 12 R レ ンジ時

約 0 R レ ンジ以外

5 出力軸回転センサ信号 RED 約 -2.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

走行状態

約 0 上記以外

6 入力軸回転センサ信号 YEL 約 -2.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

P 又は N レ ンジでア イ ド ル時

約 0 上記以外

7 シフ ト SW ： D GRN/RED 約 12 D レ ンジ時

約 0 D レ ンジ以外

8 シフ ト SW ： N ORN 約 12 N レ ンジ時

約 0 N レ ンジ以外

9 3 レ ンジ SW BLU/YEL 約 12 P、 N、 D レ ンジ時

約 0 R、 3、 2、 L レ ンジ時

11 シ リ アル通信信号出力 YEL/BLK 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON

14 出力軸回転センサアー
ス

GRN 約 -2.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

走行状態

約 0 上記以外

16 入力軸回転センサアー
ス

BRN 約 -2.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

P 又は N レ ンジでア イ ド ル時

約 0 上記以外

18 シフ ト SW ： L GRN/WHT 約 12 L レ ンジ時

約 0 L レ ンジ時以外

19 シフ ト SW ： 2 GRN 約 12 2 レ ンジ時

約 0 2 レ ンジ以外

20 シフ ト SW ： P GRN/ORN 約 12 P レ ンジ時

約 0 P レ ンジ以外

25 車速センサ信号 YEL/GRN 0 ～約 12 のパルス※ 2 走行状態
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E16 コネク タ

注意!
 

･ ※ 1 ： テス タ では正し く 測定できない。 オシロス コープによ り測定する こ と。 （2B-6 参照）

･ ※ 2 ： テス タ では正し く 測定できない。 オシロス コープによ り確認する こ と。 （SEC 1C 参照）

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

201 アース BLK 約 0 常時

202 ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ
ド アース

BLU/YEL 約 0 常時

204 ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ
ド

BLU/RED 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON

206 電源 (IG SW 経由 ) BLU/ORN 約 12 IG SW ： ON

207 CAN 通信 LO WHT 約 1.5 ～ 2.5 のパルス
※ 2

IG SW ： ON

211 AT 油温センサ信号 BLU 約 2.6 AT 油温 20 ℃時

約 0.7 AT 油温 80 ℃時

212 AT 油温センサアース BLK/BLU 約 0 常時

214 タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド WHT/RED 約 12 N レ ンジから D レ ンジに切替え直後
(ON 時 )

約 0 上記以外 (OFF 時 )

215 シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 YEL/GRN 約 12 1、 4 速走行時 (ON 時 )

約 0 2、 3 速走行時 (OFF 時 )

216 シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 RED/GRN 約 12 1、 2 速走行時 (ON 時 )

約 0 3、 4 速走行時 (OFF 時 )

217 CAN 通信 HI RED 約 2.5 ～ 3.5 のパルス
※ 2

IG SW ： ON

223 アース BLK 約 0 常時

224 バッ ク ア ッ プ電源 WHT 約 12 常時
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コントローラ基準波形一覧(参考)
出力軸回転センサ信号 （1）

観測条件

･ 車速 ： 約 20km ／ h

入力軸回転センサ信号 （1）

観測条件

･ P 又は N レ ンジでア イ ド ル時

シ リ アル通信信号出力 （1）

観測条件

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ： ON

ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド （1）

観測条件

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ： ON

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E16-5 ・ RED

－ E16-14 ・ GRN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E16-6 ・ YEL

－ E16-16 ・ BRN

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E16-11 ・ YEL/BLK

－ E17-201 ・ BLK

プローブ 接続端子番号 ・ 配線色

CH1 ＋ E17-204 ・ BLU/RED

－ E17-202 ・ BLU/YEL
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Suzuki SDTデータリスト表示パラメータ基準値一覧(参考)
注意!

･ Suzuki SDT と通信できない場合は、 以下の手順で点検を行 う こ と。

a. Suzuki SDT 本体 ( 通信ケーブル )

b. SDL コネク タ電源、 アース

c. CAN 通信システム （いずれかのシステムで CAN 通信バスオフ異常が発生）
 

以下に Suzuki SDT に表示されるパラ メ ータの基準値を参考と し て示す。

パラ メ ータ 基準値 条件

入力軸回転速度 0rpm R、 D、 3、 2、 L レ ンジで車速 0km/h 時

( ほぼ同一の値 ) 完全暖機後ア イ ド ル時 (N レ ンジ ) でエンジン回転速度と比較
する

出力軸回転速度 0rpm 車速 0km/h 時

約 2,250 ～ 2,350rpm ト ラ ン ス フ ァ ポジシ ョ ン 2H 又は 4H、 D レ ンジで車速約
40km/h 時

バッ テ リ 電圧 約 13 ～ 15V ア イ ド ル時

AT 油温センサ （No.1） 約 70 ～ 90 ℃ 完全暖機後ア イ ド ル時

ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド
デューテ ィ

0％ ア イ ド ル時

約 95％ D レ ンジ及び R レ ンジス ト ール時

車速 （AT 算出） ( ほぼ同一の値 ) 走行時の メ ータ表示値と比較する

ギヤポジシ ョ ン R R レ ンジ時

P/N P 又は N レ ンジ時

1 速 D レ ンジ、 ス ロ ッ ト ル開度 10％で車速約 5km/h

2 速 D レ ンジ、 ス ロ ッ ト ル開度 10％で車速約 20km/h

3 速 D レ ンジ、 ス ロ ッ ト ル開度 10％で車速約 35km/h

4 速 D レ ンジ、 ス ロ ッ ト ル開度 10％で車速約 60km/h

ス ロ ッ ト ル開度 約 0％ エンジン停止、 ア ク セルペダル非踏込み時

約 100％ エンジン停止、 ア ク セルペダル踏込み時

エンジン回転速度 約 850 ～ 950rpm 完全暖機後ア イ ド ル時 (N レ ンジ )、 ラ ジエータ フ ァ ン停止、
電装品全て OFF

冷却水温 約 80 ～ 100 ℃ 完全暖機後

車速 （ほぼ同一の値） 走行時の メ ータ表示値と比較する

セレ ク ト レバー位置 P P レ ンジ時

R R レ ンジ時

R/P R レ ンジ及び P レ ンジ時

N N レ ンジ時

D D レ ンジ時

2 2 レ ンジ時

L L レ ンジ時

P レ ンジ ス イ ッ チ ON P レ ンジ時

OFF 上記以外

R レ ンジ ス イ ッチ ON R レ ンジ時

OFF 上記以外

N レ ンジ ス イ ッチ ON N レ ンジ時

OFF 上記以外

D レ ンジ ス イ ッ チ ON D レ ンジ時

OFF 上記以外

2 レ ンジ ス イ ッチ ON 2 レ ンジ時

OFF 上記以外

L レ ンジス イ ッ チ ON L レ ンジ時

OFF 上記以外

3 レ ンジス イ ッチ ON 3、 2、 L レ ンジ時

OFF 上記以外

O/D OFF （3 レ ンジ） 状態 ON 3、 2、 L レ ンジ時

OFF 上記以外
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セルフダイアグノーシスによる故障診断

概要
AT コ ン ト ローラは各入出力信号をモニ タ し てお り 、 異
常を検出する と 以下の制御を行 う 。

セルフダイアグ ノ ーシス ( 自己診断 ) 機能
異常を検出する と 、 異常内容 ( ダ イ アグ コー ド及びフ
リ ーズフ レームデータ ) を記憶する。 なお、 記憶された
異常内容は消去作業を行 う まで保存される。

フ リーズフ レームデータ
ダ イ アグ コード検出時の車両状態 ( 制御データ ) を AT
コ ン ト ローラに記憶する。 このデータ をフ リ ーズフ
レームデータ と いい、 Suzuki SDT を使用する こ と によ
り 、 フ リ ーズフ レームデータ を読み出すこ と が可能で
あ る。 車両の診断を行 う 場合は、 このデータ を基に故
障発生時に近い車両状態を作 り 出すこ と によ り 、 不具
合症状の再現が比較的容易に行え る。 また、 不具合が
再現し ない場合は、 このデータによ り 不具合原因を絞
り 込むこ と が可能と な る。
下表は Suzuki SDT によ り 読み出すこ と が可能な制御
データ ( パラ メ ータ ) であ る。

参考

･ アス タ リ スク (*) が付与されたフ リーズフ レーム
データは、 電源電圧と センサ出力電圧の比を表
す。 電源電圧が 5.0V ・ センサ出力電圧が 4.0V の
時、 以下のよ う に表示される。

- 開度に対し てセンサ出力電圧が増加するセン
サは、 80％ （＝電源電圧と センサ出力電圧の
比） を表示する。

- 開度に対し てセンサ出力電圧が減少するセン
サは、 20％ （＝ 100% －電源電圧と センサ出力
電圧の比） を表示する。

･ アス タ リ スク (**) が付与された相対スロ ッ ト ル
開度は、 計算式 ( （出力電圧 － 全閉時の出力電
圧 ） / 電源電圧 ) で表される。
電源電圧が 5.0V ・ 全閉時のセンサ出力電圧が
1.0V の時、 以下のよ う に表示される。

- 全閉時 （出力電圧＝ 1.0V）、 0％を表示する。

- 全開時 （出力電圧＝ 4.0V）、 60％を表示する。
但し、 開度に対し て出力電圧が減少するセン
サは、 100% －上記計算式の値が表示される。

･ ※ ： アクセル開度とは、 ECM が各入力信号を基
に算出し た値を示す。

シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 ON 1 速時、 2 速時

OFF 3 速時、 4 速時

シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 ON 2 速時、 3 速時

OFF 1 速時、 4 速時

タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド ON N レ ンジから D レ ンジに切替え直後

OFF 上記以外

シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 モニ タ ON 1 速時、 2 速時

OFF 3 速時、 4 速時

シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 モニ タ ON 2 速時、 3 速時

OFF 1 速時、 4 速時

タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド モニ タ ON N レ ンジから D レ ンジに切替え直後

OFF 上記以外

A/C コ ンプレ ッ サ ク ラ ッ チ ON A/C コ ンプレ ッ サ ク ラ ッチ ON 時

OFF 上記以外

ス ト ッ プラ ンプス イ ッチ ON ブレーキペダル踏込み時

OFF ブレーキペダル非踏込み時

D レ ンジ信号 D レ ンジ 下記以外

PN レ ンジ P 及び N レ ンジ時

AT 警告灯点灯要求 ON AT 警告灯点灯時

OFF AT 警告灯消灯時

パラ メ ータ 基準値 条件

空燃比フ ィ ード バッ ク制御
エンジン負荷
冷却水温
空燃比補正率
空燃比学習補正率
吸気管絶対圧
エンジン回転速度
車速
点火時期
吸気温
絶対ス ロ ッ ト ル開度 *
大気圧
バッ テ リ 電圧

相対ス ロ ッ ト ル開度 **
ア ク セル開度 ※
ギヤポジシ ョ ン
AT 油温
入力軸回転速度
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ウォーニング機能
異常を検出する と 、 AT コ ン ト ローラはコ ンビネーシ ョ
ン メ ータ内の AT 警告灯 (1) を点灯し、 ド ラ イバに異常
を知らせる。

フ ェ イルセーフ制御
異常を検出する と 、 AT コ ン ト ローラはフ ェ イルセーフ
制御を行い、 最低限の走行性能を確保する。 なお、
フ ェ イルセーフの内容は検出し たダ イ アグ コー ド によ
り 異な る。 （2B-11 参照）

ダイアグコー ドの表示 / 消去

Suzuki SDT
イ ン ス ト ル メ ン ト パネル右側にあ る SDL コネ ク タ (1) に
Suzuki SDT(2) を接続し、 ダ イ アグ コード の表示及び消
去を行 う 。

注意!
 

･ ダイアグコー ドが確認できない場合は、 以下の手
順で点検を行う こ と。

a. Suzuki SDT 本体 ( 通信ケーブル )

b. SDL コネク タ電源、 アース

c. CAN 通信システム ( いずれかのシステムで
CAN 通信バスオフ異常が発生 )

 

参考

･ Suzuki SDT の操作方法は、 SUZUKI SDT SDT 本体
取扱説明書及び SUZUKI SDT 故障診断ソ フ ト 取扱
説明書共通編を参照のこ と。

 

1

1

2
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ダイアグコード一覧表

補足

･ ※ ： D/C( ド ラ イ ビングサイ クル ) とはエンジンを始動し てから イグニ ッ シ ョ ン SW を OFF するまでの間のこ と。

－1D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合にダイアグコー ド を確定し、 AT 警告灯を点灯させる。

－2D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合、 ECM にダイアグコー ド ( 未確定 ) を記憶し、 連続し た次の D/C も同じ
ダイアグコー ド を検出し た場合にダイアグコー ド を確定し、 AT 警告灯を点灯させる。

ダイアグ
コー ド

診断項目 診断内容 D/C ※ ウォー
ニング

0000 － 正常 － －

P0602 AT コ ン ト ローラ内部異常
（プロ グ ラ ムエラー）

AT コ ン ト ローラ内部異常 （プロ グ ラ ムエラー） 1 ×

P0705 シフ ト ス イ ッチ系統異常 一定時間以上複数のシフ ト ポジシ ョ ン信号が入力された。 1 ○

P0707 シフ ト ス イ ッチ系統 Low 異常 一定時間以上全てのシフ ト ポジシ ョ ン信号が入力されな
い。

2 〇

P0712 AT 油温センサ （No.1） 系統
Low 異常

E16-211 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下 と なっ
ている。

1 ○

P0713 AT 油温センサ （No.1） 系統
High 異常

E16-211 端子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上 と なっ
ている。

1 ○

P0717 入力軸回転センサ系統異常 走行中に もかかわらず一定時間以上 E17-6 端子に信号が
入力されない。

1 ○

P0722 出力軸回転センサ系統異常 入力軸回転速度が一定値以上に もかかわらず一定時間以上
E17-5 端子に信号が入力されない。

1 ○

P0787 タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド系統
Low 異常

ソ レ ノ イ ド信号を ON 出力し ているに もかかわらず E16-
214 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なってい
る 。

1 ○

P0788 タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド系統
High 異常

ソ レ ノ イ ド信号を出力し ていないに もかかわらず E16-214
子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下 と なっている 。

1 ○

P0961 ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド系統
特性異常

ソ レ ノ イ ド の指示電流値と モニ タ電流値の差が一定時間以
上規定値以上 と なっている。

1 ○

P0962 ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド系統
Low 異常

E16-202 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下 と なっ
ている 。

1 ○

P0963 ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド系統
High 異常

E16-202 端子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上 と なっ
ている。

1 ○

P0973 シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 系統
Low 異常

ソ レ ノ イ ド信号を ON 出力し ているに もかかわらず E16-
216 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なってい
る。

1 ○

P0974 シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 系統
High 異常

ソ レ ノ イ ド信号を出力し ていないに もかかわらず E16-216
端子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上 と なっている。

1 ○

P0976 シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 系統
Low 異常

ソ レ ノ イ ド信号を ON 出力し ているに もかかわらず E16-
215 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なってい
る。

1 ○

P0977 シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 系統
High 異常

ソ レ ノ イ ド信号を出力し ていないに もかかわらず E16-215
端子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上 と なっている。

1 ○

P1702 AT コ ン ト ローラ内部異常
（ メ モ リ エラー）

AT コ ン ト ローラ内部異常 （ メ モ リ エラー） 1 ○

P1706 CAN 通信送信データ異常 ECM が AT コ ン ト ローラの送信する CAN 通信データの異
常を検出。

1 ×

P1723 3 レ ンジ SW 系統異常 シフ ト ポジシ ョ ン （P、 N、 D レ ンジ） が入力し ているに
もかかわらず一定時間以上 3 レ ンジ信号が入力し た。

2 ×

P1887 車速センサ系統異常 出力軸回転速度が一定値以上であ るに もかかわらず一定時
間以上 E17-25 端子に信号が入力されない。

1 ○

U0073 CAN 通信バスオフ異常 CAN 通信情報を送受信でき ない。 1 ×

U0100 CAN 通信受信異常 （EPI） ECM からの CAN 通信情報が受信でき ない。 1 ○
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フェイルセーフ制御一覧表

補足

･ ※ ： エマージ ェ ンシモー ド時はシフ ト ソ レ ノ イ ド No.1、 No.2、 タ イ ミ ングソ レ ノ イ ド、 及びラ イ ン圧制御ソ レ ノ
イ ド をすべて OFF し、 セレ ク ト レバーをマニュアルシフ ト する こ とによ り走行を可能にする。

－R レンジ ： 後退に固定

－D、 2 及び L レンジ ： 3 速に固定

ダイアグ
コー ド

フ ェ イルセーフ制御 フ ェ イルセーフ制御解除条件

P0602 ・ エマージェ ンシモード※ IG SW ： OFF

P0705 ・ 登坂変速制御及び リ バース コ ン ト ロール
制御禁止

・ 優先順位を D ＞ 2 ＞ L ＞ R ＞ N ＞ P と し
て制御する

正常復帰

P0707 ・ 登坂変速制御及び リ バース コ ン ト ロール
制御禁止

・ D レ ンジ と し て制御する

正常復帰

P0712 ・ 登坂変速制御及び 4 速変速制御禁止
・ AT 油温を 200 ℃ と し て制御する

正常復帰後、 車速 0km/h 入力

P0713

P0717 ・ 登坂変速制御、 ト ルク コ ン ト ロール制御
及び 4 速変速制御禁止

正常復帰後、 車速 0km/h 入力

P0722 ・ 登坂変速制御、 ト ルク コ ン ト ロール制御、
4 速変速制御禁止

・ 入力軸回転センサの信号を代用する

正常復帰後、 車速 0km/h 入力

P0787 ・ エマージェ ンシモード※ IG SW ： OFF

P0788

P0961 ・ エマージェ ンシモード※ IG SW ： OFF

P0962 ・ エマージェ ンシモード※ IG SW ： OFF

P0963

P0973 ・ エマージェ ンシモード※ IG SW ： OFF

P0974

P0976

P0977

P1702 ・ エマージェ ンシモード※ IG SW ： OFF

P1706 ・ エマージェ ンシモード※ 正常復帰後、 車速 0km/h 入力

P1723 ・ 3 レ ンジ SW を OFF と判断する 正常復帰

P1887 ・ ト ラ ン ス フ ァ ポジシ ョ ンを 4L と 判断し、
4 速変速制御を禁止する

正常復帰後、 車速 0km/h 入力

U0073 ・ ス ロ ッ ト ル開度 100％、 エンジン回転速
度 0rpm、 エンジン水温 90 ℃、 エンジン
ト ルク最大値と し て制御

・ 登坂変速制御、 ト ルク コ ン ト ロール制御、
4 速変速制御禁止

正常復帰後、 車速 0km/h 入力

U0100
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DTC P0602 / P1702
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0602: AT コ ン ト ローラ内部異常 ( プログラムエ ラー )
AT コ ン ト ローラ内部異常 ( プロ グ ラ ムエラー )

･ AT コ ン ト ローラ

P1702: AT コ ン ト ローラ内部異常 ( メ モ リ エ ラー )
AT コ ン ト ローラ内部異常 ( メ モ リ エラー )

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC の再確認

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF にし て、 再度 DTC が検出さ
れるか確認する。

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 AT コ ン ト ローラ電源回路の点検

1) AT コ ン ト ローラの電源回路を点検する。 （2B-3 参照）

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ AT コ ン ト ローラ電源
回路の不具合
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DTC P0705
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0705: シフ ト スイ ッ チ系統異常
一定時間以上複数のシフ ト ポジシ ョ ン情報が入力さ
れた

･ シフ ト SW 配線 / コネ ク タ

･ シフ ト SW

･ AT コ ン ト ローラ

5V

12V
1

3

4

P

R

N

D

2

GRN/ORN

RED

ORN

GRN

GRN/RED

E17-1

E17-8

E17-20

E17-7

2 E17-19

C15-1

C15-3

C15-2

C15-5

C15-7

C15-4

GRN/WHTL C15-8 E17-18

[a]

YEL/BLK

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]

[A]: コネ ク タ “E16” ( 矢視 ： [a]) 1. シフ ト SW 3. AT コ ン ト ローラ

[B]: コネ ク タ “E17” ( 矢視 ： [a]) 2. “BACK” ヒ ューズ 4. CPU

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト の各 「セレ ク ト レ
バー位置」 のパラ メ ータ を点検し不具合レ ンジを特定
する。 （2B-7 参照）

2 箇所以上の ON があ るか？

Step 2 へ ･ 一時的な不具合

2 信号回路の点検

1) C15 コネ ク タ を外し、 Suzuki SDT データ リ ス ト の各
「セレ ク ト レバー位置」 のパラ メ ータ を点検する。

全て OFF か？

Step 3 へ ･ ON と なっている信
号線の天絡

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合
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3 スイ ッ チの単体点検

1) シフ ト ス イ ッチを点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

･ Step 4 へ ･ ス イ ッチ本体の不具
合

4 信号線の短絡点検

1) E17 コネ ク タ を外す。

2) E17 コネ ク タ～ C15 コネ ク タ間の不具合レ ンジ端子間
の線間短絡を点検する。

導通はあ るか？

･ 信号線の線間短絡 ･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No
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DTC P0707
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
DTC P0705 を参照する。 （2B-13 参照）

DTC 再現手順

1) 40km/h 以上で 30 秒間走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0707: シフ ト スイ ッ チ系統 Low 異常
AT コ ン ト ローラから一定時間以上シフ ト ポジシ ョ ン
情報が入力されない

･ “BACK” ヒ ューズ

･ シフ ト SW 配線 / コネ ク タ

･ シフ ト SW

･ AT コ ン ト ローラ

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検 1

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト の各 「セレ ク ト レ
バー位置」 のパラ メ ータ を点検する。 （2B-7 参照）

全てのレ ンジにおいてセレ ク ト ポジシ ョ ン と パラ メ ータ
「セレ ク ト レバー位置」 が一致し ているか？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 シフ ト スイ ッ チのニュー ト ラル位置点検

1) セレ ク ト レバーを N レ ンジにする。

2) シフ ト シ ャ フ ト レバーと シフ ト ス イ ッチのニュー ト ラ
ル位置が合っているか点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補
No.4 42-81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ シフ ト ス イ ッチを調
整する ( 概要 ・ 整備 
追補 No.4 42-81AM0 
SEC 2B 参照 )

3 パラ メ ータの点検 2

1) Suzuki SDT データ リ ス ト の各 「セレ ク ト レバー位置」
のパラ メ ータ を点検し不具合レ ンジを特定する。 （2B-7
参照）

全て OFF か？

Step 4 へ Step 5 へ

4 シフ ト スイ ッ チ電源回路の点検

1) C15 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON し て C15 コネ ク タの “YEL/
BLK” 端子～ボデーアース間の電圧を点検する。

電圧は約 12V か ( バッ テ リ 電圧 )？

Step 6 へ ･ “YEL/BLK” 線の断
線

･ 「BACK」 ヒ ューズ切
れ ( “YEL/BLK” 線
又は信号線の地絡が
考え られる )

5 信号線の断線点検

1) E17 コネ ク タ を外す。

2) 不具合レ ンジのあ る C15 コネ ク タ～ E17 コネ ク タ間の
信号線の断線を点検する。

点検結果は OK か？

Step 6 へ ･ 信号線の断線

6 シフ ト スイ ッ チの単体点検

1) シフ ト ス イ ッ チを点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ シフ ト ス イ ッチ本体
の不具合
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DTC P0712 / P0713
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 10 秒間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断 (P0712)

診断内容 推定不具合箇所

P0712: AT 油温センサ (No.1) 系統 Low 異常
E16-211 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と
なった。

･ AT 油温センサ配線 / コネ ク タ

･ AT 油温センサ

･ AT コ ン ト ローラ
P0713: AT 油温センサ (No.1) 系統 High 異常
E16-211 端子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上と
なった。

2

3

5V
4

1 5V

BLU

BLK/BLU

C13-1

C13-6

[a]

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]

E16-211

E16-212

［A］ : コネ ク タ “E16” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. AT 油温センサ 3. CPU

［B］ : コネ ク タ “E17” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. AT コ ン ト ローラ 4. バルブボデー

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「AT 油温センサ
(No.1)」 を点検する。 （2B-7 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検 1

1) C13 コネ ク タ を外し、 Suzuki SDT を使用し てデータ リ
ス ト 「AT 油温センサ (No.1)」 を点検する。

-40 ℃か？

･ センサ本体の不具合 Step 3 へ

3 センサ信号回路の点検 2

1) AT コ ン ト ローラから E16 コネ ク タ を外す。

2) “BLU” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “BLU” 線の地絡



オートマチックトランスミッション　2B-17
故障診断 (P0713)

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「AT 油温センサ
(No.1)」 を点検する。 （2B-7 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 センサ信号回路の点検 1

1) C13 コネ ク タ を外し、 C13 コネ ク タの “BLU” 端子と
“BLK/BLU” 端子を短絡する。

2) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「AT 油温センサ
(No.1)」 を点検する。

171 ℃か？

･ センサ本体の不具合 Step 3 へ

3 センサ信号回路の点検 2

1) AT コ ン ト ローラから E16 コネ ク タ を外す。

2) “BLU” 線及び “BLK/BLU” 線の断線を点検する。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “BLU” 線又は
“BLK/BLU” 線の断
線



オートマチックトランスミッション　2B-18
DTC P0717 / P0722
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順
前提条件 ：
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 次の DTC が未検出である こ と ： P0710

1) 4 速、 車速 40km/h 以上で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0717: 入力軸回転センサ系統異常
走行中に もかかわらず一定時間以上 E17-6 端子に
信号が入力されない

･ 入力軸回転センサ配線 / コネ ク タ

･ 入力軸回転センサ

･ AT コ ン ト ローラ

･ 出力軸回転センサ配線 / コネ ク タ

･ 出力軸回転センサ

･ AT コ ン ト ローラ

P0722 ： 出力軸回転センサ系統異常
入力軸回転速度が一定値以上に もかかわらず一定
時間以上 E17-5 端子に信号が入力されない。

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]
[a]

2.5VE17-6

E17-16E41-1

E41-2

2.5VE17-5

E17-14

2

1

YEL

GRN

BRN

RED

3

3

4

5

5V

E42-1

E42-2

[A]: コネ ク タ “E16” ( 矢視 ： [a]) 2. 出力軸回転センサ 5. CPU

[B]: コネ ク タ “E17” ( 矢視 ： [a]) 3. シール ド ワ イ ヤ

1. 入力軸回転センサ 4. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 センサの単体点検

1) 不具合センサを点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ センサ本体の不具合

2 センサ信号及びアース回路の点検

1) 不具合センサのコネ ク タ ( 入力軸回転センサの場合、
E41) 及び AT コ ン ト ローラから E17 コネ ク タ を外す。

2) 不具合センサの信号及びアース線 ( 入力軸回転センサの
場合、 “YEL” 線及び “BRN” 線の断線、 地絡及び天絡
を点検する。 )

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “YEL” 線又は
“BRN” 線の断線又は
地絡又は天絡



オートマチックトランスミッション　2B-19
DTC P0787 / P0973 / P0976 
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON する。

故障診断

参考

･ こ こ では P0787 ： タ イ ミ ングソ レ ノ イ ド系統 Low 異常の点検について説明するが、 コー ド P0973、 P0976
についても同様に点検する こ と。

 

診断内容 推定不具合箇所

P0787: タ イ ミ ングソ レ ノ イ ド系統 Low 異常
ソ レ ノ イ ド 信号を ON 出力し ているにもかかわらず E16-214 端
子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なっている 

･ ソ レ ノ イ ド 配線 / コネ ク タ

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス

･ ソ レ ノ イ ド

･ AT コ ン ト ローラ
P0973: シ フ ト ソ レ ノ イ ド No.1 系統 Low 異常
ソ レ ノ イ ド 信号を ON 出力し ているにもかかわらず E16-216 端
子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なっている 

P0976: シ フ ト ソ レ ノ イ ド No.2 系統 Low 異常
ソ レ ノ イ ド 信号を ON 出力し ているにもかかわらず E16-215 端
子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なっている 

1 5

6

2

3

4

RED/GRN

WHT/RED

YEL/GRN

E16-216

E16-215

E16-214

5V

12V

12V

12V

7

C13-10

C13-5

C13-2

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]

[a]

123

678

4

9

5

10

[C]

WHT

BLK

YEL

[A]: コネ ク タ “E16” ( 矢視 ： [a]) 2. シフ ト ソ レ ノ イ ド No.1 6. AT コ ン ト ローラ

[B]: コネ ク タ “E17” ( 矢視 ： [a]) 3. シフ ト ソ レ ノ イ ド No.2 7. CPU

[C]: コネ ク タ “C13” ( 矢視 ： [a]) 4. タ イ ミ ング ソ レ ノ イ ド

1. AT( バルブボデー ) 5. ソ レ ノ イ ド ハーネス



オートマチックトランスミッション　2B-20
DTC P0788 / P0974 / P0977
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図
DTC P0787 / P0973 / P0976 を参照する。 （2B-19 参照）

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON する。

故障診断

参考

･ こ こ では P0788 ： タ イ ミ ングソ レ ノ イ ド系統 High 異常の点検について説明するが、 コー ド P0974、 P0977
についても同様に点検する こ と。

 

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ソ レ ノ イ ドの点検

1) C13 コネ ク タ を外す。

2) ソ レ ノ イ ド を点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 NO.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ ソ レ ノ イ ド の不具合

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス (
“YEL” 線 ) の地絡

2 信号線の地絡点検

1) E17 コネ ク タ を外し、 “WHT/RED” 線の地絡を点検す
る。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “WHT/RED” 線の地
絡

診断内容 推定不具合箇所

P0788: タ イ ミ ングソ レ ノ イ ド系統 High 異常
ソ レ ノ イ ド信号を出力し ていないにも かかわらず E16-214 端
子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上と なっている 

･ ソ レ ノ イ ド配線 / コネ ク タ

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス

･ ソ レ ノ イ ド

･ AT コ ン ト ローラ
P0974: シ フ ト ソ レ ノ イ ド No.1 系統 High 異常
ソ レ ノ イ ド信号を出力し ていないにも かかわらず E16-216 端
子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上と なっている 

P0977: シ フ ト ソ レ ノ イ ド No.2 系統 High 異常
ソ レ ノ イ ド信号を出力し ていないにも かかわらず E16-215 端
子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上と なっている 

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ソ レ ノ イ ドの点検

1) C13 コネ ク タ を外す。

2) ソ レ ノ イ ド を点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ ソ レ ノ イ ド の不具合

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス (
“YEL” 線 ) の断線

2 信号線の断線点検

1) E17 コネ ク タ を外し、 “WHT/RED” 線の断線を点検す
る。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “WHT/RED” 線の断
線



オートマチックトランスミッション　2B-21
DTC P0961
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ 次の DTC が未検出である こ と ： P0962、 P0963

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P0961: ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド系統特性異常
ソ レ ノ イ ド の指示電流値と モニ タ電流値の差が一定時間以上
規定値以上と なっている

･ ソ レ ノ イ ド 配線 / コネ ク タ

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス

･ ソ レ ノ イ ド

･ AT コ ン ト ローラ

1 3

4

2

5V

12V

5

C13-8

C13-3

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202 203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]

[a]

123

678

4

9

5

10

[C]

GRN

GRY

BLU/RED

BLU/YEL

E16-204

E16-202

[A]: コネ ク タ “E16” ( 矢視 ： [a]) 1. AT( バルブボデー ) 4. AT コ ン ト ローラ

[B]: コネ ク タ “E17” ( 矢視 ： [a]) 2. ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド 5. CPU

[C]: コネ ク タ “C13” ( 矢視 ： [a]) 3. ソ レ ノ イ ド ハーネス

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 信号線の点検

1) E16 コネ ク タ を外し、 E16 コネ ク タの “BLU/RED” 端
子～ “BLU/YEL” 端子間の抵抗を点検する。

約 5.3Ω(20 ℃時 ) か？

Step 2 へ ･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

2 ソ レ ノ イ ド の点検

1) C13 コネ ク タ を外す。

2) ソ レ ノ イ ド を点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

･ “BLU/RED” 線又は
“BLU/YEL” 線の断
線、 地絡又は線間短
絡

･ ソ レ ノ イ ド の不具合

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス
( “GRN” 線又は
“GRY” 線 ) の断線又
は地絡



オートマチックトランスミッション　2B-22
DTC P0962 / P0963
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC P0961 を参照する。 （2B-21 参照）

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON する。

故障診断 (P0962)

故障診断 (P0963)

診断内容 推定不具合箇所

P0962: ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド系統 Low 異常
E16-202 端子電圧が一定時間以上診断下限電圧以下と なって
いる 

･ ソ レ ノ イ ド配線 / コネ ク タ

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス

･ ソ レ ノ イ ド

･ AT コ ン ト ローラ
P0963: ラ イ ン圧制御ソ レ ノ イ ド系統 High 異常
E16-202 端子電圧が一定時間以上診断上限電圧以上と なって
いる 

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ソ レ ノ イ ドの点検

1) C13 コネ ク タ を外す。

2) ソ レ ノ イ ド を点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ ソ レ ノ イ ド の不具合

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス
( “GRY” 線 ) の地絡

2 信号線の地絡点検

1) E16 コネ ク タ を外し、 “BLU/YEL” 線の地絡を点検す
る。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “BLU/YEL” 線の地
絡

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ソ レ ノ イ ドの点検

1) C139 コネ ク タ を外す。

2) ソ レ ノ イ ド を点検する。 ( 概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照 )

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ ソ レ ノ イ ド の不具合

･ ソ レ ノ イ ド ハーネス
( “GRY” 線 ) の天絡

2 信号線の断線点検

1) E16 コネ ク タ を外し、 “BLU/YEL” 線の天絡を点検す
る。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “BLU/YEL” 線の断
線



オートマチックトランスミッション　2B-23
DTC P1706
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P1706: CAN 通信送信データ異常
ECM が AT コ ン ト ローラの送信する CAN 通信デー
タの異常を検出

･ AT コ ン ト ローラ

･ ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 複数ダイアグコー ドの確認

1) P1706 以外のダ イ アグ コード が検出されているか点検す
る。

他のダ イ アグ コード は検出されているか？

･ 検出されている ダ イ
アグ コード について
故障診断を行 う

Step 2 へ

2 ECM ダイアグコー ド の確認

1) ECM システムのダ イ アグ コード を点検する。 (SEC 1C
参照 )

ダ イ アグ コード が検出されているか？

･ ECM システムの故障
診断を行 う

･ AT コ ン ト ローラの不
具合



オートマチックトランスミッション　2B-24
DTC P1723
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジン始動→停止を 2 回繰 り 返す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P1723: 3 レンジ SW 系統異常
シフ ト ポジシ ョ ン (P、 N、 D レ ンジ ) が入力し ているに もか
かわらず一定時間以上 3 レ ンジ信号が入力し た。

･ 3 レ ンジ SW 配線 / コネ ク タ

･ 3 レ ンジ SW

･ AT コ ン ト ローラ

3

4

5V

12V

E17-9G17-1 BLU/YEL

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]
[a]

1

2

G17-4BLK

[A]: コネ ク タ “E16” （矢視 ： ［a］） 1. セレ ク ト カバー 3. AT コ ン ト ローラ

[B]: コネ ク タ “E17” （矢視 ： ［b］） 2. 3 レ ンジ SW 4. CPU

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 パラ メ ータの点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「3 レ ンジス イ ッ
チ」 のパラ メ ータ を点検する。 （2B-7 参照）

点検結果は OK か？

･ 一時的な不具合 Step 2 へ

2 スイ ッ チ信号回路の点検 1

1) セレ ク ト レバーから G17 コネ ク タ を外す。

2) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「3 レ ンジス イ ッ
チ」 のパラ メ ータ を点検する。

OFF か？

･ 3 レ ンジ SW 本体の
不具合

Step 3 へ

3 スイ ッ チ信号回路の点検 2

1) AT コ ン ト ローラから E17 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/YEL” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ “BLU/YEL” 線の地
絡



オートマチックトランスミッション　2B-25
DTC P1887
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 完全暖機後、 1 分間 60km/h で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

P1887: 車速センサ系統異常
出力軸回転速度が一定値以上に もかかわらず一定時間以
上 E17-25 端子に信号が入力されない。

･ 車速センサ配線 / コネ ク タ

･ 車速センサ

･ 車速信号を入力し ている各コ ン ト ローラ

･ AT コネ ク タ

3

4

12V

5V

+B

1 BLU/BLK

BLK/

ORN

E17-25L19-3

L19-1

L19-2

[a]

YEL/GRN

123456

7891011121314151617

181920212223242526

201202203204205206

207208209210211212213214215216

217218219220221222223224

[B][A]

［A］ : コネ ク タ “E16” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. 車速センサ 3. AT コ ン ト ローラ

［B］ : コネ ク タ “E17” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. 各コ ン ト ローラへ 4. CPU

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) 車速センサから L19 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て L19 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を点検す
る。

電圧は約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 アース回路の点検

1) L19 コネ ク タの “BLU/BLK” 端子～ “BLK/ORN” 端子
間の電圧を点検する。

約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 3 へ ･ “BLK/ORN” 線の断
線

3 センサ信号回路の点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「車速」 のデータ
をグ ラ フ表示にする。

2) L19 コネ ク タの “YEL/GRN” 端子と ボデーアース間を
断続的 (3 回 / 秒 ) に短絡し た と きのデータ を点検する。

データは変化するか？

･ センサ本体の不具合 Step 4 へ



オートマチックトランスミッション　2B-26
DTC U0073
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ バッ テ リ電圧 ： 約 10 ～ 15V

1) エンジンを始動し、 約 2 秒以上ア イ ド ル運転する。

故障診断

･ 「CAN 通信故障診断 　 CAN 通信バスオフ異常の故障診断」 を行 う 。 (SEC 1C 参照 )

DTC U0100
診断内容 / 推定不具合箇所

DTC 再現手順
前提条件 :
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ バッ テ リ電圧 ： 約 10 ～ 15V

1) エンジンを始動し、 約 2 秒以上ア イ ド ル運転する。

故障診断

･ 「CAN 通信故障診断 　 CAN 通信受信異常の故障診断」 を行 う 。 (SEC 1C 参照 )

4 センサ信号回路の点検

1) Suzuki SDT を使用し てデータ リ ス ト 「車速」 のデータ
をグ ラ フ表示にする。

2) E17 コネ ク タの “YEL/GRN” 端子 と ボデーアース間を
断続的 (3 回 / 秒 ) に短絡し た と きのデータ を点検する。

データは変化するか？

･ “YEL/GRN” 線の断
線

･ 各 “YEL/GRN” 線の
地絡又は車速信号を
入力し ている各コ ン
ト ローラの不具合

･ AT コ ン ト ローラ本体
の不具合

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

診断内容 推定不具合箇所

U0073: CAN 通信バスオフ異常
CAN 通信情報を送受信でき ない。

･ CAN 通信線 / コネ ク タ

･ ECM

･ AT コ ン ト ローラ

･ コ ンビネーシ ョ ン メ ータ

診断内容 推定不具合箇所

U0100: CAN 通信受信異常 (EPI)
ECM からの CAN 通信情報が受信でき ない。

･ CAN 通信線 / コネ ク タ

･ ECM

･ AT コ ン ト ローラ

･ コ ンビネーシ ョ ン メ ータ
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トランスファ　2D-2
概要
• 4WD コントローラ（エアロッキングハブ制御部）とトランスファコントローラ（トランスファ制御部）を統合
（一体化）し、4WD シフトコントローラ（1）とした。

• 2H ←→ 4L（4H を経由しない）シフト制御を可能とした。主な制御は以下の通りである。

－2H ←→ 4L シフト制御は、車両停車中かつ MT 仕様はクラッチペダル踏込み時、AT 仕様は N レンジ時に切替
可能である。なお、条件から外れている場合に切替操作を行うと、4L インジケータを 3 回点滅及びブザーを 3
回吹鳴させ 2H ←→ 4L シフト制御を禁止する。

－2H ←→ 4L シフト制御中は、4WD 及び 4L インジケータを 0.5 秒間隔で点滅させるとともにブザーを断続吹鳴
させる。

• 4WD シフトコントローラは T/F シフトリトライ制御を採用した。主な制御は以下の通りである。

－目標シフトポジションにシフト出来なかった場合（T/F シフト制御禁止条件の場合は除く）は、最大 3 回まで
T/F モータをシフト前ポジションと目標シフトポジション間を正転・逆転させる。なお、リトライ動作をして
もシフト出来なかった場合は、シフト出来なかった直前のポジションとなる。

－4H → 2H の切替えは T/F シフトリトライ制御は行わない。

2. ヒ ューズボッ クス No.2

1

2
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診断

4WDコントロールシステム回路図

[A] ： MT 仕様 14. T/F ア クチュエータ 29. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

[B] ： AT 仕様 15. T/F リ ミ ッ ト SW 30. CPU

1. シフ ト SW 16. T/F モータ 31. 電源回路

2. バキ ューム SW 17. VSV1 （フ リ ー側） 32. ブザー

3. 2WD/4WD 切替 SW 18. VSV2 （ロ ッ ク側） 33. “BACK” ヒ ューズ

4. 2WD SW 19. コ ンビネーシ ョ ン メ ータ 34. “4WD” ヒ ューズ

5. 4WD SW 20. 4WD イ ンジケータ 35. “ST” ヒ ューズ ( ヒ ューズボ ッ ク ス No.2 内 )

6. 4WD-L SW 21. 4L イ ンジケータ 36. “ST” ヒ ューズ ( リ レーボ ッ ク ス内 )

7. ブロ ワ フ ァ ンモータ 22. IG SW 37. 各コ ン ト ローラへ

8. フ ァ ン調節 SW 23. ス タータ リ レー 38. リ ミ ッ ト SW1

9. A/C SW 24. ク ラ ッ チス ター ト SW 39. リ ミ ッ ト SW2

10. T/F L4 SW 25. ス ターテ ィ ングモータ 40. リ ミ ッ ト SW3

11. T/F 4WD SW 26. メ イ ン ヒ ューズボ ッ ク ス 41. エンジンアース

12. 車速センサ 27. ヒ ューズボ ッ ク ス No.1 42. ボデーアース

13. ECM 28. バ ッ テ リ

29

30

17

18
GRY/RED

GRY/BLK

BLK

YEL/RED

22

34

28

: 41 : 42 : 5V : 12V

26

27

12 E60-22

37

YEL/GRN

E60-21ORN
33

E60-12

E60-11

31

5V 12V

32

M 16

E60-2

E60-1 RED/BLU

RED/WHT

13

E60-26 BLU/RED

E60-24 RED/BLU

E60-25

E60-3

E60-10

RED/WHT

19

20 21

24

36

23
25

M

[A]
35

IG1

ST

E60-20 BLK/YEL

1

10

[B]

2

4

5

6

3

14

E60-19GRY

E60-8BLU/BLK

E60-7BLU/YEL

7 8

9M

11

E60-6BLU

E60-18BLU/RED

E60-4BLU/WHT

E60-5BLU/BLK

E60-15YEL

E60-14YEL/RED

E60-13YEL/BLK

37
13

E60-23BRN

14

15

38

39

40
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コントローラ端子基準電圧(参考)
注意!

 

･ 各電圧を測定する と きは、 電気系統点検時の注意を必ず守る こ と。 ( 整備編 42-81AH0 SEC 0A 参照 )
 

参考

･ 各端子電圧はバッ テ リ電圧に左右されるので、 バッ テ リ電圧が約 12V である こ と を確認する こ と。
 

コ ン ト ローラ端子配列

E60 コネク タ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 )

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

1 T/F モータ 2 RED/BLU 約 12 4L → 4H → 2H 作動中

約 0 上記以外

2 T/F モータ 1 RED/WHT 約 12 2H → 4H → 4L 作動中

約 0 上記以外

3 電源 (IG SW 経由 ) YEL/RED 約 12 IG SW ： ON

4 T/F L4 SW BLU/WHT 約 12 IG SW ： ON

約 0 4L ポジシ ョ ン時

5 T/F 4WD SW BLU/BLK 約 12 2WD 時

約 0 4WD 時

6 4WD-L SW BLU 約 12 IG SW ： ON

約 0 4WD-L SW ： ON ※ 2

7 4WD SW BLU/YEL 約 12 IG SW ： ON

約 0 4WD SW ： ON ※ 2

8 2WD SW BLU/BLK 約 12 IG SW ： ON

約 0 2WD SW ： ON ※ 2

10 アース BLK 約 0 常時

11 VSV2 GRY/RED 約 12 IG SW ： ON

約 0 2H → 4H 又は 4L 作動中

12 VSV1 GRY/BLK 約 12 IG SW ： ON

約 0 4L 又は 4H → 2H 作動中

13 リ ミ ッ ト SW3 YEL/BLK 約 12 IG SW ： ON

約 0 4L ポジシ ョ ン時

14 リ ミ ッ ト SW2 YEL/RED 約 12 IG SW ： ON

約 0 4H ポジシ ョ ン時

15 リ ミ ッ ト SW1 YEL 約 12 IG SW ： ON

約 0 2H ポジシ ョ ン時

18 A/C SW BLU/RED 約 12 A/C SW ： OFF

約 0 A/C SW ： ON かつフ ァ ン調節 SW ：
ON

19 バキ ューム SW GRY 約 12 IG SW ： ON

約 0 2H → 4H 又は 4L 作動中
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注意!

･ ※ 1 ： テス タ では正し く 測定できない。 オシロス コープによ り測定する こ と。 （SEC 1C 参照）

･ ※ 2 ： モー メ ン タ リ SW のため、 押しつづけた状態で測定する こ と。
 

20 ク ラ ッ チス ター ト SW BLK/YEL 約 12 ク ラ ッチペダル開放時

約 0 ク ラ ッチペダル踏込み時

21 シフ ト SW ORN 約 12 N レ ンジ時

約 0 上記以外

22 車速センサ信号 YEL/GRN 0 ～約 12 のパルス※ 1 走行状態

23 エンジン回転信号 BRN 0 ～約 12 のパルス※ 1 エンジン回転中

24 4WD イ ンジケータ RED/BLU 約 12 IG SW ： ON

約 0 4H 又は 4L ポジシ ョ ン時 （4WD イ
ンジケータ点灯時）

25 4L イ ンジケータ RED/WHT 約 12 IG SW ： ON

約 0 4L ポジシ ョ ン時 （4L イ ンジケータ
点灯時）

26 A/C カ ッ ト 信号出力 BLU/RED 約 12 A/C SW ： OFF 又は 2H ←→ 4H 又は
4L 作動中

約 0 A/C SW ： ON かつフ ァ ン調節 SW ：
ON かつ 2WD/4WD 切替 SW 非操作
時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件
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セルフダイアグノーシスによる故障診断

概要
4WD シフ ト コ ン ト ローラは各入出力信号をモニ タ し て
お り 、 異常を検出する と 以下の制御を行 う 。

セルフダイアグ ノ ーシス ( 自己診断 ) 機能
異常を検出する と 、 異常内容 ( ダ イ アグ コー ド ) を記憶
する。 なお、 記憶された異常内容は消去作業を行 う ま
で保存される。

ウォーニング機能
異常を検出する と 、 4WD シフ ト コ ン ト ローラはコ ンビ
ネーシ ョ ン メ ータ内の 4WD イ ンジケータ (1) 及び 4L イ
ンジケータ (2) を点滅し、 ド ラ イバに異常を知らせる。

フ ェ イルセーフ制御
異常を検出する と 、 4WD シフ ト コ ン ト ローラはフ ェ イ
ルセーフ制御を行い、 最低限の走行性能を確保する。
なお、 フ ェ イルセーフの内容は検出し たダ イ アグ コー
ド によ り 異な る。 （2D-7 参照）

ダイアグコー ドの表示 / 消去

表示方法
表示操作は下記の手順に従い、手順2） の作業は10 秒以
内に行うこと。

1) イグニッションSWをON（エンジン停止状態）する。

2) 2WD SW（1）と 4WD SW（2）を同時に押しながら

4WD-L SW（3）を押す→放す→押す→放す→押す→

放す→押す→放す→押す→放すの順に行う。（押す→
放すを5回繰り返す）

3) 手順3）が終了するとダイアグコード表示モードとな

り、コンビネーションメータ内の4WDインジケータ

の点滅回数でダイアグコードを識別する。

消去方法
表示操作は下記の手順に従い行うこと。

1) ダイアグコード表示モードにする。

2) 2WD SW、4WD SW及び 4WD-L SWを同時に長押し

（5秒以上）する。

3) 手順2）が終了するとダイアグコードの消去を行う。

4) 手順3）が終了したら再度表示操作を行い、システム

正常コード“12” が出力されることを確認する。

1 2

［A］ : 正常時 （正常コー ド ： 12）

［B］ : 故障記憶時 （ダ イ アグ コー ド （例） ： 23）

［C］ : 4WD イ ンジケータ点灯 / 消灯時間 （S）

[a] ： 4WD イ ンジケータ点灯

[b] ： 4WD イ ンジケータ消灯

1 2 3

1 2
[A]

[a]

[b]

[B]

[a]

[b]

1.0 3.0

0.5 0.5

2 3

[C]

[C]

1.0 3.0

0.5 0.5
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ダイアグコード一覧表

補足

･ イグニ ッ シ ョ ン SW を ON し た時点ですでに発生し ている故障については、 故障コー ド を記憶し ない場合がある。
この場合でも現在故障は表示する。

･ ※ ： D/C( ド ラ イ ビングサイ クル ) とはエンジンを始動し てから イグニ ッ シ ョ ン SW を OFF するまでの間のこ と。

－1D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合に故障を確定し、 4WD イ ンジケータ及び 4L イ ンジケータ を同時に点滅さ
せる。

－3D/C ： 1D/C、 2D/C 中に異常を検出し た場合、 4WD シフ ト コ ン ト ローラに故障コー ド （未確定） を記憶し、 連
続し た次の D/C も同じ故障コー ド を検出し た場合に故障を確定し、 4WD イ ンジケータ及び 4L イ ンジケータ を
同時に点滅させる。

フェイルセーフ制御一覧表

ダイアグ
コー ド

診断項目 診断内容 D/C ※ ウォー
ニング

12 — 正常 － －

13 2WD SW ON 故障 2WD SW ON 状態が一定時間継続し た。 1 ○

14 4WD SW ON 故障 4WD SW ON 状態が一定時間継続し た。 1 ○

15 4WD-L SW ON 故障 4WD-L SW ON 状態が一定時間継続し た。 1 〇

27 ユニ ッ ト 故障 2 （T/F SW 故
障）

T/F 4WD SW OFF 状態にもかかわらず T/F L4 SW ON と
なった。

1 ○

31 ユニ ッ ト 故障 3 （断線） T/F モータに通電し ているに もかかわらず リ ミ ッ ト SW の
ON/OFF 状態が変化し ない。

1 ○

35 ユニ ッ ト 故障 1 （ リ ミ ッ ト  
SW 故障 ）

リ ミ ッ ト SW の ON/OFF 状態の組合せで異常を検出し た。 1 ○

41 車速故障 走行中に車速信号が入力されない状態が一定時間継続し
た。

3 ○

42 エンジン回転速度故障 走行中にエンジン回転信号が入力されない状態が一定時間
継続し た。

3 ○

43 バッ テ リ 電圧異常 E60-3 端子電圧が 2V 未満又は 18V 以上になった。 1 ○

46 ク ラ ッチス ター ト SW ON 故
障

走行中に ク ラ ッチス ター ト SW ON 状態が一定時間継続し
た。

3 ○

48 シフ ト SW （N） ON 故障 走行中にシフ ト SW （N） ON 状態が一定時間継続し た。 3 ○

65 バキ ューム SW ON 故障 VSV2 非駆動時にもかかわらずバキ ューム SW ON の状態
が一定時間継続し た。

1 ○

67 VSV1 故障 VSV1 非駆動時にもかかわらず駆動状態 と なった。 1 ○

68 VSV2 故障 VSV2 非駆動時にもかかわらず駆動状態 と なった。 1 ○

ダイアグ
コー ド

フ ェ イルセーフ制御 フ ェ イルセーフ制御解除条件

13 ･ 2H への変速禁止 正常復帰

14 ･ 4H への変速禁止 正常復帰

15 ･ 4L への変速禁止 正常復帰

27 ･ 全ての変速禁止 正常復帰

31 ･ 全ての変速禁止 IG SW ： OFF

35 ･ 全ての変速禁止 IG SW ： OFF

41 ･ 全ての変速禁止 正常復帰後、 車速 10km/h 以上入力

42 — —
43 ･ 2H → 4H → 4L の変速禁止 正常復帰

46 ･ 4H ←→ 4L 変速禁止 正常復帰

48 ･ 4H ←→ 4L 変速禁止 正常復帰

65 — —
67 — —
68 — —
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DTC 13 / 14 / 15
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 2 分間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

参考

･ こ こ ではコー ド 13 ： 2WD SW ON 故障の点検について説明するが、 コー ド 14、 15 についても同様に点検
する こ と。

 

診断内容 推定不具合箇所

13: 2WD SW ON 故障
2WD SW ON 状態が一定時間継続し た。

･ 2WD/4WD 切替 SW （2WD SW、 4WD SW、 4WD-L SW）
配線 / コネ ク タ

･ 2WD/4WD 切替 SW （2WD SW、 4WD SW、 4WD-L SW）

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

14: 4WD SW ON 故障
4WD SW ON 状態が一定時間継続し た。

15: 4WD-L SW ON 故障
4WD-L SW ON 状態が一定時間継続し た。

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. 4WD SW 6. CPU

1. 2WD/4WD 切替 SW 4. 4WD-L SW

2. 2WD SW 5. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

5

6

5V

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

2

3

4

1

BLU/BLK

BLU/YEL

E60-6G60-4G60-1

G60-10

G60-8

BLU

BLK

E60-8

E60-7

12V

12V

12V

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 スイ ッ チの点検

1) 2WD/4WD 切替 SW から G60 コネ ク タ を外す。

2) 2WD SW を点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 42-81AM0 
SEC 2D 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ 2WD/4WD 切替 SW 
(2WD SW) 本体の不具
合

2 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/BLK” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “BLU/BLK” 線の地
絡



トランスファ　2D-9
DTC 27
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

27: ユニ ッ ト 故障 2 （T/F SW 故障）
T/F 4WD SW OFF 状態に もかかわらず T/F L4 SW ON と
なった。

･ T/F 4WD SW 配線 / コネ ク タ

･ T/F L4 SW 配線 / コネ ク タ

･ T/F 4WD SW

･ T/F L4 SW

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. T/F 4WD SW 4. CPU

1. T/F L4 SW 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

3

4

5V

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

1

2

BLU/WHT

BLU/BLK E60-5L20-1L20-2

L35-1L35-2

BLK

BLK

E60-4

12V

12V

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 スイ ッ チの点検

1) T/F L4 SW から L35 コネ ク タ を外す。

2) T/F L4 SW を点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2D 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ T/F L4 SW 本体の不
具合

2 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/WHT” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ “BLU/WHT” 線の地
絡

3 スイ ッ チの点検

1) T/F 4WD SW から L20 コネ ク タ を外す。

2) T/F 4WD SW を点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2D 参照）

点検結果は OK か？

Step 4 へ ･ T/F 4WD SW 本体の
不具合

4 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “BLU/BLK” 線の断線を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “BLU/BLK” 線の断
線



トランスファ　2D-10
DTC 31
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジン始動後、 2WD/4WD 切替 SW を 3 回以上操作する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

31: ユニ ッ ト 故障 3 （断線）
T/F モータに通電し ているに もかかわらず リ ミ ッ ト SW
の ON/OFF 状態が変化し ない。

･ T/F ア クチュエータ （T/F モータ） 配線 / コネ ク タ

･ T/F ア クチュエータ （T/F モータ）

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. T/F モータ 4. CPU

1. T/F ア クチュエータ 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

3

4

5V

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

12V

E60-2

E60-1RED/BLU

RED/WHTL39-2

L39-1

M

1

2

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 モータの点検

1) T/F ア クチュエータから L39 コネ ク タ を外す。

2) T/F モータ を点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2D 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ T/F ア クチュエータ
（T/F モータ） 本体の
不具合

2 モータ駆動回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “RED/WHT” 線及び “RED/BLU” の断線、 地絡及び天
絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “RED/WHT” 線又は
“RED/BLU” 線の断
線又は地絡又は天絡



トランスファ　2D-11
DTC 35
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

35: ユニ ッ ト 故障 1 （リ ミ ッ ト  SW 故障）
リ ミ ッ ト SW の ON/OFF 状態の組合せで異常を検出し
た。

･ T/F ア クチュエータ （T/F リ ミ ッ ト SW） 配線 / コネ
ク タ

･ T/F ア クチュエータ （T/F リ ミ ッ ト SW）

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 3. リ ミ ッ ト SW1 6. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

1. T/F ア クチュエータ 4. リ ミ ッ ト SW2 7. CPU

2. T/F リ ミ ッ ト SW 5. リ ミ ッ ト SW3

6

7

5V

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

3

2

4

5

1

YEL

YEL/RED

E60-13L39-3L39-4

L39-5

L39-6

YEL/BLK

BLK

E60-15

E60-14

12V

12V

12V

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 スイ ッ チの点検

1) T/F ア クチュエータから L39 コネ ク タ を外す。

2) T/F リ ミ ッ ト SW を点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 
42-81AM0 SEC 2D 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ T/F ア クチュエータ
（T/F リ ミ ッ ト SW）
本体の不具合

2 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “YEL” 線、 “YEL/RED” 線及び “YEL/BLK” 線の断線、
地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “YEL” 線、 “YEL/
RED” 線又は “YEL/
BLK” 線の断線又は
地絡又は天絡



トランスファ　2D-12
DTC 41
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジン回転速度を 3,000rpm 以上に維持し て 10 分以上走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

41: 車速故障
走行中に車速信号が入力されない状態が一定時間継続し
た。

･ 車速センサ配線 / コネ ク タ

･ 車速センサ

･ 車速信号を入力し ている各コ ン ト ローラ

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. 各コ ン ト ローラへ 4. CPU

1. 車速センサ 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

5V

3

4

5V

+B

1 BLU/BLK

BLK/

ORN

L19-3

L19-1

L19-2

2

YEL/GRN E60-22

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) 車速センサから L19 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て L19 コネ ク タの
“BLU/BLK” 端子～エンジンアース間の電圧を点検す
る。

電圧は約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “BLU/BLK” 線の断
線

2 アース回路の点検

1) L19 コネ ク タの “BLU/BLK” 端子～ “BLK/ORN” 端子
間の電圧を点検する。

約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 3 へ ･ “BLK/ORN” 線の断
線

3 センサ信号回路の点検

1) L19 コネ ク タの “YEL/GRN” 端子 と ボデーアース間の
電圧を点検する。

約 12 V( バッ テ リ 電圧 ) か？

･ センサ本体の不具合 Step 4 へ

4 センサ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “YEL/GRN” の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “YEL/GRN” 線の断
線又は地絡又は天絡

･ 車速信号を入力し て
いる各コ ン ト ローラ
の不具合



トランスファ　2D-13
DTC 42
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 5 分以上 30km/h 以上で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

42: エンジン回転速度故障
走行中にエンジン回転信号が入力されない状態が一定時
間継続し た。

･ ECM ～ 4WD シフ ト コ ン ト ローラの配線 / コネ ク タ

･ ECM

･ エンジン回転信号を入力し ている各コ ン ト ローラ

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 1. ECM 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［B］ : コネ ク タ “E22” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. 各コ ン ト ローラへ 4. CPU

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

12V

3

4

5V

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[B]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

E22-210
4

5V 2

BRN E60-23

1

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ECM 関連 DTC の点検

1) ECM の DTC を点検する。 （SEC 1C 参照）

DTC が検出されているか？

･ 検出されている DTC
について故障診断を
行 う （SEC 1C 参照）

Step 2 へ

2 エンジン回転信号回路の点検

1) ECM から E22 コネ ク タ、 4WD シフ ト コ ン ト ローラから
E60 コネ ク タ を外す。

2) “BRN” の断線、 地絡及び天絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ “BRN” 線の断線又は
地絡又は天絡

･ 車速信号を入力し て
いる各コ ン ト ローラ
の不具合

3 エンジン回転信号回路の点検

1) E22 コネ ク タ を ECM に接続する。

2) ECM の “BRN” 端子波形を点検する。 （SEC 1C 参照）

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ ECM 本体の不具合



トランスファ　2D-14
DTC 43
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

2) 可能であればエンジンを始動する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

43: バッ テ リ電圧異常
E60-3 端子電圧が 2V 未満又は 18V 以上になった。

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ電源配線 / コネ ク タ

･ チャージングシステム

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. 電源回路 4. CPU

1. “4WD” ヒ ューズ 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

1

3

42

5V

YEL/REDBLK/RED E60-3

IG1

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検 1

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 E60 コネ ク タの
“YEL/RED” 端子～エンジンアース間の電圧を測定す
る。

約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

･ 一時的な不具合

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

Step 2 へ

2 電源回路の点検 2

1) 以下を点検する。

･ “YEL/RED” 線の断線及び地絡

･ “4WD” ヒ ューズの不良

･ チャージングシステムを点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “YEL/RED” 線の断
線又は地絡

･ “4WD” ヒ ューズの不
良

･ チャージングシステ
ムの不具合



トランスファ　2D-15
DTC 46
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジン回転速度を 3,000rpm 以上に維持し て 1 分以上 30km/h 以上で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

46: ク ラ ッ チ SW ON 故障
走行中に ク ラ ッ チス ター ト SW ON 状態が一定時間継続し
た。

･ ク ラ ッ チス ター ト SW 配線 / コネ ク タ

･ ク ラ ッ チス ター ト SW

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. リ レーボ ッ ク ス （ス タータ リ レー） へ 4. CPU

1. ク ラ ッ チス ター ト SW 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

12V

3

4

5V

BLK/YEL E60-20

1

BLK

E56-1E56-2

2

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 スイ ッ チの点検

1) ク ラ ッ チス ター ト SW から E56 コネ ク タ を外す。

2) ク ラ ッ チス ター ト SW を点検する。 （概要 ・ 整備 追補
No.2 42-81AK0 SEC 2C 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ ク ラ ッチス ター ト
SW 本体の不具合

2 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “BLK/YEL” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “BLK/YEL” 線の地
絡

･ リ レーボ ッ ク スの不
具合



トランスファ　2D-16
DTC 48
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジン回転速度を 3,000rpm 以上に維持し て 1 分以上 30km/h 以上で走行する。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

48: シフ ト SW （N） ON 故障
走行中にシフ ト SW （N） ON 状態が一定時間継続し た。

･ シフ ト SW 配線 / コネ ク タ

･ シフ ト SW

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. “BACK” ヒ ューズ 4. CPU

1. シフ ト SW 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

3

4

5V

ORN E60-21

12V
1

P

R

N

D

2

2

C15-3

C15-5

L

YEL/BLK

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 スイ ッ チの点検

1) シフ ト SW から C15 コネ ク タ を外す。

2) シフ ト SW を点検する。 （概要 ・ 整備 追補 No.4 42-
81AM0 SEC 2B 参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ シフ ト SW 本体の不
具合

2 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “ORN” 線の天絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “ORN” 線の天絡



トランスファ　2D-17
DTC 65
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) 1 分間イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

診断内容 推定不具合箇所

65: バキューム SW ON 故障
VSV2 非駆動時に もかかわらずバキ ューム SW ON の状態
が一定時間継続し た。

･ バキ ューム SW 配線 / コネ ク タ

･ バキ ューム SW

･ VSV2

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

1. バキ ューム SW 3. CPU

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

12V

2

3

5V

E60-19

1

BLK

E54-1E54-2 GRY

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 スイ ッ チの点検

1) バキ ューム SW から E54 コネ ク タ を外す。

2) バキ ューム SW を点検する。 （整備編 42-81AH0 SEC 3A
参照）

点検結果は OK か？

Step 2 へ ･ バキ ューム SW の不
具合

2 スイ ッ チ信号回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “GRY” 線の地絡を点検する。

点検結果は OK か？

･ VSV2 本体の不具合
（整備編 42-81AH0 
SEC 3A 参照）

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ “GRY” 線の地絡



トランスファ　2D-18
DTC 67 / 68
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にする。

故障診断

参考

･ こ こ ではコー ド 67 ： VSV1 故障の点検について説明するが、 コー ド 68 についても同様に点検する こ と。

診断内容 推定不具合箇所

67: VSV1 故障
VSV1 非駆動時にもかかわらず駆動状態 と なった。

･ VSV1 配線 / コネ ク タ

･ VSV2 配線 / コネ ク タ

･ VSV1

･ VSV2

･ 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

68: VSV2 故障
VSV2 非駆動時にもかかわらず駆動状態 と なった。

［A］ : コネ ク タ “E60” ( ［a］ ： 矢視 ) 2. VSV2 4. CPU

1. VSV1 3. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ

123
456789

101112

1314151617181920212223242526

[A]

[a]

1 3

4

5V

GRY/BLK

+B

E60-12E53-1

E53-2

2

GRY/RED E60-11E52-1

E52-2

YEL/RED

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 電源回路の点検

1) VSV1 から E53 コネ ク タ を外す。

2) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 “YEL/RED” 端子～
エンジンアース間の電圧を測定する。

電圧は約 12V( バッ テ リ 電圧 ) か？

Step 2 へ ･ “YEL/RED” 線の断
線

2 駆動回路の点検

1) 4WD シフ ト コ ン ト ローラから E60 コネ ク タ を外す。

2) “GRY/BLK” 線の断線及び地絡を点検する。

点検結果は OK か？

Step 3 へ ･ “GRY/BLK” 線の断
線又は地絡

3 VSV1 の単体点検

1) VSV1 を点検する。 （整備編 42-81AH0 SEC 3A 参照）

点検結果は OK か？

･ 4WD シフ ト コ ン ト
ローラ本体の不具合

･ VSV1 本体の不具合



ステアリング　4A-1

概要 ........................................................................4A-2 整備 ........................................................................4A-2
ステアリングギヤボックス、
ドラッグロッド及びタイロッド構成図...............4A-2

セクション 4A

ステアリング

目次

4A



ステアリング　4A-2

概要
ドラッグロッドエンド及びタイロッドエンド取付ナットを変更（かしめ付ナット→ピンによる回り止め）した。

整備

ステアリングギヤボックス、ドラッグロッド及びタイロッド構成図

注意!
 

･ ド ラ ッ グロ ッ ド及びタ イ ロ ッ ド エン ド の割り ピンの穴位置合わせは、 規定 ト ルク で締付後 60°以内の増し
締め方向で行う こ と。

 

1. ステア リ ングギヤボ ッ ク ス ア ッ シ  5. ブーツセ ッ ト
： 取付けの際、 ブーツセ ッ ト に含まれる グ
リ ース をブーツ内に充分に塗布する

： 80 N ・ m

2. ピ ッ ト マンアーム 6. ロ ッ ド エン ド ア ッ シ 再使用不可部品

3. ド ラ ッ グ ロ ッ ド ： 35 N ・ m

4. タ イ ロ ッ ド ： 65 N ・ m

2

1

3

4

(a)

(a)

(a)

(a)

(b)

(b)

(c)

65



SRS エアバッグ＆シートベルトプリテンショナ　4E-1

概要
・ エアバッグコントローラはDNS端子を廃止し、ダイアグコードの表示及び消去はSuzuki SDTで行うものとした。

セクション 4E

SRSエアバッグ＆シートベルトプリテンショナ

4E





ブレーキコントロール　5B-1

概要
・ ABSコントローラはDNS端子を廃止し、ダイアグコードの表示、消去及びハイドロリックユニット（HU）の減圧

作動点検はSuzuki SDTで行うものとした。

セクション 5B

ブレーキコントロール

5B





ボデーエレクトリカル　7-1

概要 .......................................................................... 7-2
シートベルトリマインダ制御.................................... 7-2
コミュニケーションシステム.................................... 7-3

整備 .......................................................................... 7-5
コンビネーションメータシステム回路図 ................7-5
フューエルレベルゲージ単体点検 ............................7-6

セクション 7

ボデーエレクトリカル

目次

7



ボデーエレクトリカル　7-2
概要
・ コンビネーションメータに運転席シートベルトを装着していない場合に、ウォーニングブザー及びシートベルト

警告灯により注意を促すシートベルトリマインダ制御を採用した。

・ 電動パワーステアリングの警告灯を新意匠のP／S警告灯に変更した。

・ フューエルレベルゲージを変更した。

・ ECMとATコントローラ間の通信にCAN通信を採用した。また、Suzuki SDTとECM、ATコントローラ間の通信を

CAN通信により行うものとした。これに伴いコンビネーションメータに終端抵抗及びCAN通信端子を追加した。

シートベルトリマインダ制御

コンビネーションメータは運転席シートベルトSW、車速、イグニッションSWの状態をモニタしており、各制御条
件が成立すると以下の警報／警告を行い、シートベルトの着用を促す。

※1：走行時制御の警報／警告実行中に車速が15km／h未満になった場合においても警報／警告は継続される。
※2：警報開始から95秒以上経過した場合は、ウォーニングブザーを停止しシートベルト警告灯を点灯する。

制御項目 制御実行条件 制御停止条件 警報／警告

停車時
制御

下記条件が全て成立

・ イグニッションSW ON
・ 運転席シートベルト非装着

下記条件のいずれかが成立

・ イグニッションSW OFF
・ 運転席シートベルト装着

シートベルト警告灯
：点灯

走行時
制御

下記条件が全て成立

・ イグニッションSW ON
・ 運転席シートベルト非装着

・ 車速15km／h以上 ※1

下記条件のいずれかが成立

・ イグニッションSW OFF
・ 運転席シートベルト装着

シートベルト警告灯
：点滅 ※2
ウォーニングブザー
：断続吹鳴 ※2

P/S



ボデーエレクトリカル　7-3
コミュニケーションシステム

シリアル通信システム概要
ECMとATコントローラはシリアル通信の一種であるCAN通信により情報の伝達を行っている。この二つのコント
ローラは2本のツイストペア通信線（CAN-HI、CAN-LO）により繋がっており、コントローラ間で情報の送受信が可
能である。これにより、いずれかのコントローラが得た情報は、コントローラ間で共有することが出来る。
CAN通信は通常のシリアル通信より通信速度が速く、ECM制御データ等、高速処理を必要とする場合に適している。

CAN通信信号波形
CAN通信信号を受信するコントローラは2本の通信線（CAN-HI、CAN-LO）の電位差により信号の判定を行う。電位
差が大きい場合を「0」と判定し、電位差が小さい場合を「1」として判定する。万一ノイズの影響を受け通信線の電
圧が変化しても、2本の通信線の電位差は変化しないため通信への影響を受けにくい。また、「0」や「1」の信号には
それぞれ通信する情報の意味が定義されている。さらに、信号は複数で直列に並んだ状態で受信され、配列の順序に
は情報の種類が割り当てられている。このため、受信するコントローラは「01101」のような信号から複数の情報を
得ることが出来る。



ボデーエレクトリカル　7-4
CAN通信システム概念図

CAN通信システム送受信一覧

参考

・ 送信：2つのコントローラが同時に送信を開始した場合は、優先順位の高い情報を送信するコントローラが送

信権を獲得し、他の全てのコントローラは受信状態となる。

・ 受信：各コントローラから送信された全てのデータは、CAN通信線上で共有される。各コントローラはその

中から必要なデータのみ受信し、それぞれの制御に使用する。

T：送信　R：受信

ECM　 AT　
エンジントルク情報 T　 R　
エンジン回転速度情報 T　 R　
スロットル開度情報 T　 R　
水温情報 T　 R　
A/Cコンプレッサクラッチ情報 T　 R　
ストップランプSW情報 T　 R　
インプットシャフト回転速度情報 R　 T　
アウトプットシャフト回転速度情報 R　 T　
シフトポジション情報 R　 T　
ギヤポジション情報 R　 T　
AT油温情報 R　 T　
トルクリダクション要求 R　 T　



ボデーエレクトリカル　7-5
整備

コンビネーションメータシステム回路図



ボデーエレクトリカル　7-6
フューエルレベルゲージ単体点検

1) フロートレベルを FULL から EMPTY に変化させた

ときのフューエルポンプコネクタ(1) の1 端子～ 2端
子間の抵抗値を点検する。

参考

・ FULL 及びEMPTY 測定時はストッパに当てた状

態で行うこと。

フューエルレベルゲージ抵抗値

2) フロートをFULL からEMPTY に移動させた時、抵抗

値がスムーズに変化することを確認する。

フロート位置 上面からの高さ 端子間抵抗値 
FULL “a” 91.4 mm 40.0 ± 2.0Ω 
1/2 “b” 165.0 mm 160.0 ± 7.0Ω 
EMPTY “c” 263.5 mm 280.0 ± 3.3Ω 

12

34

1

“a”

“b”

“c”



エアコンディショナ　8B-1

概要 ........................................................................8B-2
整備 ........................................................................8B-2

A/C コンプレッサ構成図 ......................................... 8B-2
A/C コンプレッサ点検 ............................................. 8B-3
冷媒圧センサ点検..................................................... 8B-3

冷媒圧センサ取付け ................................................. 8B-4
エバポレータ温度センサ点検 ................................. 8B-4

特殊工具 / 指定材料................................................8B-4
指定材料 ..................................................................... 8B-4
特殊工具 ..................................................................... 8B-4

セクション 8B

エアコンディショナ

目次
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エアコンディショナ　8B-2
概要
• エバポレータ温度センサのIN側を廃止し、OUT側を変更した。

• A/Cコンプレッサを変更した。これに伴い以下の項目が変更となった。

－マグネットクラッチとサーマルSWを一体とした。

－指定コンプレッサオイル：99000-99088-00E（カルソニックDH-PS）
• デュアルカットSWを廃止し、冷媒圧センサを採用した。なお、冷媒圧センサの機能は以下の通りである。

－コンデンサからエキスパンションバルブ間の高圧パイプに取り付けられており、冷媒の圧力変化を検出しECM
に出力している。冷媒の圧力をリニアに監視できるためエアコン稼働率を緻密に制御することが可能となる。
これにより燃費向上を図っている。

整備

A/Cコンプレッサ構成図

1. アーマチュ アプレー ト ボル ト
： 99000-32080-42A をネジ部に塗布する

7. スペーサシム 13. サーマル SW
： 99000-34220 をネジ部に塗布する

2. マグネ ッ ト ク ラ ッ チア ッ シ 8. フ ロ ン ト ヘッ ド ： 8.0N ・ m

3. アーマチュ アプレー ト 9. O リ ング
： 99000-99088-00E を塗布する

： 10N ・ m

4. ク ラ ッ チプー リ 10. リ ッ プシール
： 99000-99088-00E を塗布する

： 13N ・ m

5. ク ラ ッ チコ イル 11. リ リ ーフバルブ ： 22N ・ m

6. スナッ プ リ ング 12. コ ンプレ ッ サボデー ： 再使用不可部品

7

8
10

12

11

13

(a)

(d)

1 (c)1342

2

O
IL

9

O
IL

9

O
IL

6

3

5

4

2

Si

(b)



エアコンディショナ　8B-3
A/Cコンプレッサ点検

マグネ ッ ト ク ラ ッ チ単体抵抗点検

1) ク ラ ッチコ イルコネ ク タ (1) ～コ ンプレ ッ サボデー
(2) 間の抵抗を点検する。

単体抵抗値

マグネ ッ ト ク ラ ッ チエアギャ ッ プ点検

1) シ ク ネスゲージ (1) を使用し て、 エアギ ャ ッ プ “a”
を測定する。

2) 基準値を外れる場合はアーマチュ アプレー ト (2) を
外し、 基準値と な る よ う にスペーサシムを増減し、
再度エアギ ャ ッ プ “a” を測定する。

エアギャ ッ プ “a”

冷媒圧センサ点検

1) ゲージマニホール ド を装着する。

特殊工具
：  99000–79E90–007 （ゲージマニホールド セ ッ ト ）

2) 冷媒圧センサ (2) から E104 コネ ク タ (1) を外す。

3) 冷媒圧センサコネ ク タ と E104 コネ ク タの ［a］、
［b］、 ［c］ 端子間を下図のよ う に接続し、 センサコ
ネ ク タの ［b］ 端子～ボデーアース間に電圧計 (3) を
接続する。

注意!
 

･ 各端子をシ ョ ー ト させないよ う注意する こ と。
 

4) イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON にし て、 A/C SW が OFF
の状態で高圧側ゲージ圧力 ［B］ と 電圧値 ［A］ を
比較する。

5) エンジンを始動し、 A/C SW を ON にし た状態で高
圧側ゲージ圧力 ［B］ と 電圧値 ［A］ を比較し、 グ
ラ フに沿って変化する こ と を点検する。

冷媒圧センサ出力

基準値 (20 ℃ )

3.2 ～ 4.4Ω

3. サービ ス ワ イ ヤ 4. サーマル SW

基準値 (20 ℃ )

0.3 ～ 0.5 mm

1

3

4

2

1

2

3

2

“a”

4. サービ ス ワ イ ヤ

［A］ ： 電圧値

［B］ ： 高圧側ゲージ圧力

2

[a]

[a]

[b]

4

[c]

3

1

[b]

[c]

[A]

[B]



エアコンディショナ　8B-4
冷媒圧センサ取付け

･ O リ ングにコ ンプレ ッ サオイルを塗布する。

指定材料
：  コ ンプレ ッサオイル 99000–99088–00E （カルソ
ニ ッ ク Ｄ Ｈ-Ｐ Ｓ）

･ 冷媒圧センサ (1) は、 規定の ト ルク で締め付ける。

締付 ト ルク
冷媒圧センサ (a) ：  11 N ・ m

エバポレータ温度センサ点検

エバポレータ温度センサコネ ク タ端子間の抵抗値を測
定し、 グ ラ フに沿って変化する こ と を点検する。

基準値

特殊工具/指定材料

指定材料

特殊工具

1,(a)

温度 抵抗値

0 ℃ 6.65 ～ 6.84kΩ

25 ℃ 2.00 ～ 2.14kΩ

［A］ ： 抵抗値

［B］ ： 温度

[A]

[B]

材料 スズキ指定品 / 仕様

コ ンプレ ッ サオイル カルソ ニ ッ ク Ｄ Ｈ- Ｐ Ｓ P/No.: 99000–99088–00E

ネジ ロ ッ ク剤 ス リ ーボン ド 1342 P/No.: 99000–32080–42A

シーラ ン ト スズキシ リ コ ンシーラ ン ト KE-347W, 100g P/No.: 99000–34220

99000–79E90–007

ゲージマニホール ド セ ッ ト
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特別仕様車発売のお知らせ 
 
ジムニー及びジムニーシエラの特別仕様車「ランドベンチャー」を発売いたしますのでお知らせします。 

 

１．発表・発売日 

２００８年６月５日（木）予定 

２．車種構成 

ジムニー 

ｴﾝｼﾞﾝ 
車両形式 

形式 仕様 
駆動方式

ﾄﾗﾝｽ  

ﾐｯｼｮﾝ
ﾎﾞﾃﾞｰ 

類別    

区分番号 
補助記号 

5MT 004 JXGU-SAD7 
ABA-JB23W K6A 

2 ｶﾑ 4 ﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾀｰﾎﾞ 

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ

4WD 4AT 
3 ﾄﾞｱ 

008 JXGR-SAD7 

全車、運転席・助手席ＳＲＳエアバッグ、前席シートベルトプリテンショナ、４輪ＡＢＳ標準装備 

 

ジムニーシエラ 

ｴﾝｼﾞﾝ 
車両形式 

形式 仕様 
駆動方式

ﾄﾗﾝｽ  

ﾐｯｼｮﾝ
ﾎﾞﾃﾞｰ 

類別    

区分番号 
補助記号 

5MT 0012 GWZJ-SA6 
ABA-JB43W M13A

2 ｶﾑ 4 ﾊﾞﾙﾌﾞ

NA-VVT 

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ

4WD 4AT 
3 ﾄﾞｱ 

0016 GWZR-SA6 

全車、運転席・助手席エアバッグ、前席シートベルトプリテンショナ、４輪ＡＢＳ、デアイサ標準装備 
 

３．主な特長 

ジムニー及びジムニーシエラは標準車をベースとして主に以下の装備を採用しました。 
共通 
・ 専用のシート表皮（本革＆人工皮革＆ファブリック）、ドアトリム表皮及び本革巻きステアリング 

ホイール 
・ ターンシグナルランプ付ドアミラー 
・ 専用のスペアタイヤハウジング、フロアマット※1 

ジムニー 
・ 運転席、助手席シートヒータ※2 
・ サイドアンダガーニッシュ※1 

ジムニーシエラ 
・ 専用フロントバンパー 

※1：代理店又は納整センターでの装着となります。 
※2：運転席、助手席シートヒータは、2005 年 5 月以降に発売した特別仕様車「ランドベンチャー」及び

「ワイルドウインド」に装備されていますが、サービスマニュアルに記載漏れがありましたので、お
詫びすると共に本ニュースにて点検、整備方法を紹介致します。 

          
回

覧 

          

新商品 

Ｍ－080601 

2008 年 6 月

ジムニー 

ジムニーシエラ 
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4.参考資料

特別仕様車発売に伴い、変更になった内容については次ページを参照下さい。その他の項目については下表の参考資
料を参照して下さい。

ジムニー

ジムニーシエラ

資　料　名 品　番

サービスマニュアル　ジムニー　概要編 40-81AH0　

サービスマニュアル　ジムニー　整備編 42-81AH0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備 追補No.1 42-81AJ0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備 追補No.2 42-81AK0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備 追補No.3 42-81AL0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備 追補No.4 42-81AM0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備 追補No.5 42-81AN0　

サービスマニュアル　ジムニー　電気配線図集 追補No.3 43-81AD0　

サービスマニュアル　K6A型　エンジン整備書 44-70G11　

サービスマニュアル　TW-40E型　AT整備書 44-22KA0　

4輪サービス・部品ニュース ジムニー構造変更のお知らせ（2005年10月発行） M-051005　

資　料　名 品　番

サービスマニュアル　ジムニーワイド　概要編 40-81A00　

サービスマニュアル　ジムニーワイド　整備編 42-81A00　

サービスマニュアル　ジムニーワイド　概要・整備 追補No.1 42-81A10　

サービスマニュアル　ジムニーシエラ　概要・整備 追補No.2 42-81A20　

サービスマニュアル　ジムニーシエラ　概要・整備 追補No.3 42-81A30　

サービスマニュアル　ジムニーシエラ　概要・整備 追補No.4 42-81A40　

サービスマニュアル　ジムニーシエラ　電気配線図集 追補No.4 43-81A40　

サービスマニュアル　M13A 型、M15A 　エンジン整備書 44-11M01　

サービスマニュアル　TW-40E 型　AT 整備書 44-22KA0　

4輪サービス・部品ニュース ジムニーシエラ構造変更のお知らせ（2005年10月発行） M-051007　
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電動ド ア ミ ラー取外し / 取付け

取外し
取外しは次の点に注意し て行 う 。

･ ミ ラー裏面のかん合部 3ヶ所を外し て ミ ラーを取 り 外す。

･ ミ ラーバイザカバーの取外しは、 ミ ラーを取 り 外し た後、 ビニールテープを巻いたマ イナス ド ラ イバ等を使用し
て行 う 。

取付け
取付けは、 取外し と 逆の手順で行 う が次の点に注意する。

･ ミ ラー取付けの際、 かん合部を確実にハ メ 込むこ と 。 また、 取付け完了後、 必ず作動確認を行 う こ と 。

･ ド ア ミ ラーナ ッ ト は規定の ト ルク で締め付け る。

締付 ト ルク
ド ア ミ ラーナ ッ ト ：  5.5 N ・ m

ド ア ミ ラーターンシグナルラ ンプ

1) ミ ラーバイザーカバーを取 り 外す。

2) ス ク リ ュ 2 個及びコネ ク タ を取 り 外す。

参考

･ ド ア ミ ラーターンシグナルラ ンプはバルブ交換ができない （LED の） ため、 ア ッ シで交換する。

A

A

A
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ド ア ミ ラー点検 （サイ ド ターンシグナルラ ンプ付）

 

注意!
 

･ バッ テ リ を使用し て点検を行う 場合は、 端子間を
シ ョ ー ト させないこ と。

 

ド ア ミ ラーコネ ク タの各端子間にバッ テ リ 電圧を作用
させた時の ミ ラーの作動を点検する。

ミ ラー角度作動

ミ ラーヒータ点検 （サイ ド ターンシグナルラ ンプ
付）

ド ア ミ ラーコネ ク タの 1 端子～ 6 端子間の抵抗を点検
する。

基準値

･ 約 7.2 ～ 9.6Ω(25 ℃ )

2 537 8

7

321

4

8

5

6

7

321

4

8

5

6
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シー ト ヒータ回路 シー ト ヒータ単体点検

シー ト ハーネス コネ ク タの下記端子間の抵抗値を測定
する。

参考

･ 測定し た抵抗値が基準値から大き く 外れている場
合は、 シー ト ヒータ コネク タ側で測定し、 不具合
箇所の切分けを行う こ と。

基準値
G18

G43

L28

L26

SEAT

HEATER

15A 20A

REAR

DEFG

SW

 / /

5 6

214

31

B A C

cab

2 5                                            

 /

SW

測定箇所 端子間
抵抗値 Ω
（20 ℃）

シー ト ク ッ シ ョ ン
＋シー ト バッ ク

運転席 4 － 5
13.5 ± 1.3

助手席 1 － 2

シー ト バッ ク
運転席 5 － 6

8.5 ± 0.8
助手席 2 － 3

シー ト ク ッ シ ョ ン
運転席 4 － 6

5.0 ± 0.5
助手席 1 － 3
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